

































俺が彼女に迫られて、妹が怒ってる？
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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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プロローグ




　少女が舞う。火か片へんをまとった極炎の刀を手にして。

　流れるように、そして戦場を疾しつ駆くする女神のように。

　彼女の動きに合わせ、紅ぐ蓮れんの炎ほのおが尾を引いた。長い黒髪も美しく跳ねている。火の粉を散らしながら走る姿は、幻想的でさえあった。

　炎の流れに呑のみ込こまれ、悪霊たちが次々と消滅していく。

　一いちノの瀬せ悠ゆう斗とは、少女の動きを横目に拳を固めた。直後、襲いかかってきた悪霊の顔面にそれを叩たたき込こむ。瞬またたく間まに、悪霊が醜悪な相そう貌ぼうを歪ゆがめて霧む散さんする。

　それでもまだ、周りは悪霊だらけ。一体を消滅させた程度では意味がない。だから悠斗は、手当たり次第に悪霊たちを殴りつけた。

　拳を振るうたび、蹴けりを放つたび、悪霊たちが消し飛んでいく。

　黒髪の少女が、炎の刀を手に疾は走しる。

　悠斗も、決して動きをとめない。

　悪霊たちを殴り続けた。

　妹を守るため。




　二時間ほど前……。




「お兄ちゃん、起きて」

　爽さわやかな早朝の空気に、ゆうるりと溶け込んでいくかのような声。

　悠ゆう斗とは、わずかに目を開けた。

　亜あ夢むの大きな瞳が、こちらを見下ろしている。

「朝ご飯できてるから、急いで顔洗ってきてね」

「おは、よ……ん～、あと、五分……」

　悠斗は、亜夢がまとう心安らぐ香りを胸に、再び眠りの中へ意識を沈めた。妹がそばにいるというだけで、満ち足りた気持ちになれる。

「ぴっ!?　お兄ちゃん、朝ご飯が冷めちゃうよ！」

　目を閉じていても、亜夢の困ったような顔が想像できた。

　起きなきゃ。そう思いつつも、妹の声は言いようもなく心地よくて。

「お兄ちゃん、ねぇ、起きて。ねぇってばぁ」

　亜夢が、悠斗の肩をつかんでゆらしはじめた。

　妹は、中学三年生なのに身長が一四〇センチほどしかないし、料理をつくる際も流しシンクの前に専用の踏み台を用意しているほどのおチビだから、体格に比例して腕力もはなはだ弱い。肩をゆらすというよりも、子どもを寝かしつけているかのような力加減だから、余計に眠りが深くなっていく。

「お兄ちゃん、起きてよぉ」

　亜夢の声が、どこか子守歌に聞こえてきて……。




　悠斗は、夢の中で唇を引き結んだ。

　手を伸ばせば届く距離に、およそ一〇ヶか月げつ前の自分がいる。亜夢もいる。父と母も。

　去年の七月三〇日は土曜日。夏休みに入ってすぐの家族旅行だった。

　旅行なんかいくなよ。

　悠斗は、夢の中で声をもらした。

　連れん理り学がく院いん高等部の一年だった自分が、上機嫌で車の後部座席に腰を下ろしている。その隣では、亜夢が心地よさそうに微笑ほほえんでいて。

　事故の細部は覚えていない。記憶に残っているのは、世界の回転だけ。

「……………やめて、くれよ」

　次の瞬間には、病室のベッドに寝ている自分がいた。虚うつろな目で天井を見あげている。打撲や擦すり傷きずに加え、腕や足の骨に三カ所、ヒビが入った程度ですんだ。

　居眠り運転のクレーン車が、対向車線からはみ出してきた。と、あとになって警察から聞いた。そのせいで両親が……。

　夢の中で悠ゆう斗とは、大きく息を吸った。そして吐く。

　深呼吸。

　息を吐き出せば、次にやるべきことはひとつだけ。新しい空気を吸うのだ。

　すべてを失ったワケじゃない。自分と同じように亜あ夢むも助かった。しかも無傷で。

　月日の流れとともに加害者への恨みが薄れ、代わりに〝妹を守る〟という想おもいが心に満ちていった。想いは、気持ちを前へむける原動力になった。

　今年の三月末、いまのワンルームマンション『ハピネスハイツ』に引っ越しをしたのも、両親の思い出が染みついているマンションを出て、兄妹きようだいふたりで生き抜いていくという決意を固めるためだ。

　両親が遺のこしてくれた貯金に加え、生まれ育ったマンションを売った金と事故後に入ってきた保険金、そして加害者が勤めていた建設会社からもらった金で十分にやっていけるという計算もあった。

　諸もろ々もろの手続きでは、後見人になってくれた伯お父じに迷惑をかけたが、これから先は……。

　家事は、すべて亜夢がやってくれる。料理の腕は妹のほうがずっと上だから、悠斗もその領域に入って掻かき混まぜようとは思わない。でも、掃除や洗濯ならできる。できるのに手伝わせてもらえない。

「ぴっ!?　これって、水ぶきじゃなくて、水浸しにしてるだけでしょ。んもぅ、お兄ちゃんは雑巾使用禁止！」「お掃除には計画性と細やかさが必要なの」「衣類別に洗剤をつかいわけなきゃダメなんだよ」「あ、あたしだってブラくらいつけるもん。お兄ちゃんは洗濯しないで！」「お兄ちゃんが手を出したら、家の中がグチャグチャになっちゃうでしょ」

　あれこれ文句を言われた挙げ句、このワンルームマンション『ハピネスハイツ』に越してきてから二ヶか月げつちょっとの間、一度もちゃんとした家事をさせてもらえていない。




　お兄ちゃん。

　どこか遠くから、透明な声が聞こえてきた。その声こわ音ねは、やさしさという微熱をもっている。耳に心地のいい響きだ。

　小学生にしか見えない妹だけど、この春、連れん理り学がく院いん中等部の生徒会長に選ばれたし、成績も優秀だから高等部には学費免除であがれるだろう。大学への特別推薦枠にも、簡単に入れるはずだ。

　お兄ちゃん。

　再来年、高等部を卒業したらすぐに就職しようと悠斗は考えている。亜夢を大学へ通わせるためだ。妹が社会人になるまで……。

「んもぅ、二度寝なんかさせないから！」

　サッと毛布をめくられた。

「お兄ちゃんのねぼすけっ！〝いますぐ、起、き、て〟」

　どこか甘えるような声に続いて、ボスッ、と腹の上になにかを置かれたため、悠ゆう斗とは「ぶふっ!?」と空気の塊を吐き出した。一瞬だけ息がとまったものの、すぐに心が弾んだ。亜あ夢むがまたがってきたことに気づいたからだ。

　一気に目が覚めた。

「おはよ」

　悠斗は起きあがりながら、小柄な妹を抱えるようにして横へどかした。

「うふふ。おはよう。お兄ちゃん」

　すぐさま笑顔になった亜夢が、ちょこんと首を傾けた。青みがかったポニーテールの毛先も、ちょこんと跳ねる。

　月曜日。

　きょうもいい朝だ。












第一章　期間限定おつき合い




　登校途中、一いちノの瀬せ悠ゆう斗とはよれよれのスーツを着た男に目を留とめた。

　大通りの交差点、その中央付近に立って流れゆく車を眺めている。そんな男にむかってクラクションを鳴らす車は一台もない。

「ぴっ!?　お兄ちゃん、あれ」

　亜あ夢むも気づいたようだ。眉根に小さなシワを寄せ、視線だけを男にむけている。

　先の青信号が点滅をはじめたため、近くを歩いていた人たちが揃そろって歩調を速めた。が、悠斗は横断歩道を渡らず、立ちどまった。

　亜夢も足をとめた。妹の大きな瞳には、微かすかな不安が滲にじんでいる。

「悪霊、だね」

「ああ、悪霊だな」

「霊体からだ、透けてるね」

「あの野郎、なんか狙ねらってんな」

「悪霊だもん。悪いことする気だよ」

「一発、ぶん殴っとくか」

「んもぅ、お兄ちゃんったら、まずは左右の確認をちゃんとしてから……」

「おう」

「ほら、車いっぱいきてるからね。お兄ちゃん、悪霊ばっかり視みてないで……って聞いてないし」

　妹に注意を促されても、悠斗は男から決して目を離さなかった。

　艶つやのない灰色がかった肌。赤黒く濁にごった双そう眸ぼう。身にまとう穢けがれた臭気。ひと目で悪霊だとわかる。

　肉体を離れた霊魂が、なんらかの理由で四九日以内に成仏できなければ、その後じわじわと現世の穢れを吸収し、一〇〇日を超える頃には完全な悪霊と化してしまう。

　普通の人間は霊魂を視認することができない。が、完全な悪霊になれば、その姿は人の目にも映るようになる。この事実は、小学生レベルの知識。つまり常識である。

　しかしながら、姿を消すことができる悪霊の存在は、ほとんど知られていない。そんなタイプがいるらしい、といった都市伝説と大差のない情報がネット世界の片隅に落ちている程度だ。そのタイプが、いままさに交差点の中央に立っている。

　悠斗と亜夢は、霊体が透けた悪霊の存在を捉とらえることができるものの、普通の人々の目ではそうもいかない。その証拠に、ひっきりなしに行き交う車の流れはわずかも乱れていない。

　悪霊が姿を隠す理由はひとつ。人間に害をなすためだ。

　悠ゆう斗とは、じりじりしながら車の流れが途切れるのを待った。チャンスがきたら、迷うことなく全力ダッシュだ。

　ダッシュのあとは、悪霊のげっそりとした青白い顔面をガツンと殴りつけてやる。

　いつでも飛び出せるよう、悠斗はわずかに腰を落とした。ギリッと拳を握りしめ、悪霊をにらみつける。

　霊が視みえるようになったキッカケは、去年の事故だった。

　最初に霊を視たときは、さすがに驚いた。普通の霊だけでなく、姿を消した悪霊さえも視逃すことなく捉とらえることができることを知り、驚きが数倍に膨れあがった。

　さらには、霊体に触ることもできるようになって……。

　こともあろうに、亜あ夢むまで同じ力を手に入れて……。

　いろいろ落ち着いてきた頃、兄妹きようだいふたりで話し合った。そして決めた。

　自分たちが得た能力を、だれかのために役立てよう、と。

「っ!?」

　突然、悪霊がすべるように動き出した。そのまま、右折のため減速をはじめた乗用車へむかっていく。

「ぅらぁっ！」

　悠斗は躊躇ためらうことなく、車道に飛び出した。視界の隅に迫りくる車が見えていた。それでも走った。

「ぴっ!?　お兄ちゃん!?」

　ギュキキキィィ！　ビビビィ──ッ！

　裏返った亜夢の声。タイヤがアスファルトを擦こすりつける音。クラクションの響き。

　かまわず走った。全力で走った。ギリギリと拳を固め、悪霊だけをにらみつけ、走って走って走って……。

　手を伸ばす……、が、悠斗の目の前で悪霊がフロントガラスをすり抜けた。そのまま、運転していた男性にしがみつく。

　ウィンドウ越しに悲鳴が聞こえた。

「ブレーキ踏んでっ！」

　叫びは届かない。乗用車は、右のウィンカーを出したまま対向車線に突っ込んでいく。

　むこうから走ってくるのは、小型のバスだった。しかも、幼稚園の送迎バスだ。

　バスを運転していた女性が、これでもかと顔を驚きよう愕がく色に染めあげて……。

「ぁっ!?」

　乗用車とバスが激突した。

　胸を貫かれるような衝撃音とフロントガラスの破砕音が、排ガス臭くさい空気を細切れに切り裂いた。

　乗用車が、バスに弾はじき飛とばされた。

　バスが、けたたましいブレーキ音を響かせながら、後輪をスリップさせた。

　車道を塞ふさぐようにして、バスと乗用車がとまった。双方の運転手は、項うな垂だれたまま動かない。エアバックはふくらんでいるし、シートベルトもしているようだけど……。

　乗用車の脇に立っているのは、事故を引き起こした悪霊だ。バスの運転手へ臭におってくるような視線をむけたまま、水気のない口もとにどす黒い笑みを浮かべている。

　もはや隠れるつもりはないのだろう。霊体は透けていない。

「てめぇっ！」

　悠ゆう斗とは乗用車の歪ゆがんだバンパーを踏み台にして、大きく跳んだ。その勢いのまま、

「……ざけんなぁっ！」

　悪霊の顔面に拳を叩たたき込こむ。

　薄い氷を殴りつけたような感触。薄汚い顔面にめり込む拳。薄っぺらな存在の悲鳴。

『─────っ』

　耳みみ障ざわりな絶叫にかまわず、拳を振り抜く。

　旋つむ風じかぜに全身を切り刻まれるようにして、悪霊が消滅した。

　自分の中だけで〝爆風パンチ〟と呼んでいる。拳を打ち出すタイミングに合わせて技名を叫ぶか否か……。

　いつも直前で迷ってしまう自分が、ちょっと情けない。




　乗用車の運転手を亜あ夢むに任せたあと、悠斗は送迎バスのドアを力ずくでこじ開け、車内へ駆け込んだ。

　園児たちの泣き声が押し寄せてきた。

「みんな大丈夫か？」

　二〇人ほどの園児たちは、身を縮めたまま泣き続け、悠斗の声にこたえてくれない。

　それでも、泣けるなら心配ない。問題は……。

　すぐに運転手の様子を窺うかがった。二〇代前半のきれいな女性だ。頭と両腕をだらりと垂らしたまま動かない。ほっそりとした体は、どこも傷ついてはいないようだけど……。

「もしもし？　大丈夫ですか？」

　女性運転手の顔を覗のぞき込こみながら、その肩を軽くゆすった。

　泣き続ける園児にチラッと目をむけたあと、

「もしもし？」

　もう一度、呼びかけた。……返事はない。

　園児たちの泣き声が、少しだけ大きくなったような気がした。

　ムカつく悪霊は消ぶん滅なぐった。だから、もう怖がらなくていい。

　そう言っても、たぶん泣きやんではくれないだろう。

　亜あ夢むを呼んで子どもたちの相手をしてもらおうかな……、と乗用車のほうへ意識をむけたときだった。

　女性運転手が、のそっと立ちあがった。

「ちょっ!?」

　ちょっと、待ってくれ！

　運転手は細い体にシートベルトをつけ、いまなお運転席に座ったまま動かない。立ちあがったのは、彼女の霊体だ。

『あなた、は、だれ？』

　運転手の霊が、大きく目を見開いた。

　外傷はない。シートベルトもちゃんとしている。血の臭においもしない。ということは、事故のショックによる心臓麻ま痺ひ？　それとも、他に原因があるのか？　いや、いまは考えているときではなくて……。

　悠ゆう斗とは、とっさに動いた。

「オレがだれかなんて、関係ねぇだろっ！」

　女性霊のすらっとした腕をつかみ、同時に頭を押さえつけた。

『あ、きゃ、やだ、ちょ、ちょっと、乱暴なマネは……』

「黙ってろっ！」

　そのまま、もとの体へ押し込んだ。

　無理やり肉体と霊体を重ね合わせたあと、

「あんた、家族いるんだろ!?　子どもたちだって、みんな見てんだぞっ！」

　運転手の左胸を叩たたいた。女性の胸を叩く、という行為に躊躇ためらいはなかった。

「逝いくなっ！」

　叩いた。それでも、彼女のほっそりとした体はぴくりとも動かない。叩いた。心臓は動かない。叩いた。とまったまま動かない。叩いた。頑として動いてくれない。

「逝くなって！」

　悠斗はあきらめず、運転手の左胸を叩き続けた。右手で霊体を押さえつけたまま、左手でドンッ、ドンッ、ドンッ、と彼女の胸を打つ。

　……………動かない。

　園児たちの涙が、車内の空気を重たくしていく。悠斗の気持ちも重たくなっていく。

　そんな重々しさをはね除のけ、叩いた。

　…………………………動いてくれない。

　叩いた。

　叩きながら、大声で呼びかけた。

「生き抜けっ!!」

　……………………………………………………ケホ。

　運転手の艶つやっぽい唇から、小さな息がもれた。

「戻ってこいっ!!」

　すぐに彼女が、ゲホゲホッ、と咳せき込こみはじめる。

　しゃぁっ！

　悠ゆう斗とは、両の拳を握りしめた。

　園児たちは、いまもまだ泣き続けている。

　でも、それが嬉うれしかった。泣けるってことは、生きてるってことだから。

　バスのすぐ先に見える乗用車の横で、亜あ夢むが両腕を頭上にあげ、左右の指先をくっつけて大きな丸をつくっている。輝く笑顔つきだ。

　あちらの運転手も無事なようだ。

　ん？

　ひとりの少女が、バスのほうへゆっくりと歩み寄ってくる。車内にいる悠斗へ、視線を真まっ直すぐにむけたまま。

　だれ？

　彼女が、胸もとにかかっていたロングストレートの黒髪を、さらりと背に払った。その際、髪に弾はじかれた朝の光が品よく舞い散ったため、歩く姿が輝いているように見えた。身につけているのは、悠斗も知っている有名なお嬢様学校、カメリア女学院のブレザーだ。長めのスカートが少々野や暮ぼったいが、一流デザイナーが手がけた制服だと聞いている。

　引っ越してきて二ヶか月げつちょっと。この辺りでカメリア女学院の制服を目にするのは初めてだった。

　透明な雰囲気をもった子だ。




　バスを降りた悠斗は、黒髪の少女がそばにくるのを待った。

　ちょこちょこと横歩きで寄ってきた亜夢が、肩をならべた。

「カメリアの人だね」

「お嬢様が、なんの用だ？」

「ケガした人を助けにきたんじゃないかな？　あそこって、ボランティア活動を生徒に勧めてるみたいだし、あと、ノーブレス・オブリージの授業まであるらしいから」

「のぅぶれす、おぶりぃじ？」

「高い地位にいる人が、社会をよりよくしていくために負う義務、って意味だよ」

「へぇ～、やっぱ本物のお嬢様は、うける授業も普通とは違うんだな。っと、ケガしてる子がいるかもしれないから、病院に……」

「一一〇番に電話しといたから、大丈夫。病院のほうには、警察が連絡してくれるはずだよ。ここで事故があったってことは、たぶん、龍りゆヶうが峰みね総合病院から救急車がきてくれるんじゃないかな」

「さすが亜あ夢む、手際がいいな」

「うふふ。お兄ちゃんも、バスの運転手さんを手際よく助けたでしょ？」

「おう、手際よく胸を連打して……胸を……」

　手にはまだ、やわらかな感触が残っていて……、思わずてのひらに目を落とした。が、妹のジト～ッとした視線に気づき、慌てて近づいてくる少女に意識を戻す。

　なんだか、怒ったような顔でこっちにやってくる。もしかして、にらんでるのか？

　きれいな子だけど……、にらまれる理由がわからない。

　黒髪の少女が、悠ゆう斗とたちの前で足をとめた。

　クッと細いアゴを引き、スッと切れ長の目を細め、シャキッと背筋を伸ばし、

「さ、桜さくヶらが丘おかひよりだ」

　いきなりの自己紹介。続いて、

「キミの名を教えてほしい」

　下へ手たな台本を棒読みするかのような口調で名前をたずねられたことに、悠斗はすぐに言葉を返すことができなかった。出てきたのは、「は？」のひと言だけ。

「名前は？」

　黒髪の少女、桜ヶ丘ひよりが質問を繰り返した。

「えっと、一いちノの瀬せ、悠斗、だけど」

「い、妹の亜夢、です」

　悠斗に続き、亜夢も名のった。

　ひよりが、スッと亜夢へ目をむけた。どこか尖とがった視線だ。

「妹、か」

「はい、い、妹です」

　亜夢が、わずかに身を縮めた。基本的に内気で大人しい子だから、ひよりの妙な威圧感に早くも気け圧おされているようだ。

「そうか、妹か」

　ひよりが、自分に言い聞かせるようにつぶやいた。目の鋭さが幾分やわらいだ。

　そんな彼女が、亜夢から悠斗へ視線を戻した。再び怒ったような表情になる。

　悠斗は、気持ち身構えた。

　亜夢も、微妙に身構えている。

　ひよりが、艶つややかな唇を開いた。

「期間限定でいいなら、わ、わたしの、か、かか、彼氏にしてあげてもいいのだが、ど、どどど……どうだろう？」

　きょう二度目の「は？」が口からこぼれ出た。

　いきなり、なにを言い出すんだ？

　ぴゃ～、とどこか間抜けな声をもらしながら、亜あ夢むが口を半開きにしている。

　ひよりが、眉根に小さなシワを刻みながら言葉を続けた。

「き、期間限定でつき合わないか？　と提案しているのだが、キミは、言葉の意味を理解しているのか？」

「あ、ああ、理解は、してる、つもりだけど……」

「ダ、ダメです。お兄ちゃんは、ああ、あたしの……じゃなくて、あ、あなたみたいに素敵な女ひ性ととお兄ちゃんとじゃ、ぜ、絶対につり合いませんから。たた、確かに、お兄ちゃんは、か、格かつ好こういいし、やさしいし……で、でも、と、とにかく、あ、あなたとお兄ちゃんは、ダダダ、ダメです！」

　悠ゆう斗ととひよりの間で、亜夢がおたおたと視線を往復させている。

　ひよりが、そんな亜夢にかまうことなく言葉を続けた。

「つり合うか否かは、つき合ってみなければわからないはずだ」

「そりゃ、そうだけど……」

　きれいな子に告白されれば、だれだって嬉うれしいに決まってる。が、しかし、初対面で告白って……。しかも、期間限定って……。意味がわからない。












　ひよりが、微かすかな凶悪さを滲にじませながら、スーッと目を細めた。

「一いちノの瀬せ悠ゆう斗とくん、返事をもらえないかな？　イエス・オア・イエス？」

「イエスオンリーッ!?」

　反射的にツッコミを入れた。

　悠斗の隣で、両手を頬ほおにくっつけた亜あ夢むが「ノォォォォォ」と低い悲鳴をあげている。

　そのときだった。

「そこの少年、ボクのダーリンにちょっかいをかけないでくれよ」

　性別のわかりづらい、軽い調子の声が降ってきた。

　悠斗は顔をあげた。

　バスの屋根に、タキシード姿の男が立っていた。肩幅がひろく、ジャケットを着ていても大胸筋が発達しているのがよくわかった。だが、かなり背が高いため細身に見える。

　金色の癖毛を片手で掻かきあげながら、男がニィィっと薄気味の悪い笑みを浮かべた。

　濁にごった肌。暗闇に潜む獣を思わせる、赤い双そう眸ぼう。悪霊だ。

　間違いなく悪霊………、のはずだけど、目の力が気になった。意志の光が強すぎる。普通の悪霊は、焦点の合わない視線を宙に漂わせているのが常なのに。

「お兄ちゃん、あ、あれ……なに？」

　亜夢が、身を縮めながら悠斗の背に隠れた。

「亜夢、オレから離れるな」

　バスの屋根に立つ悪霊へ、悠斗は視線を突き刺した。

　悪霊の顔をほんの数秒見つめただけで、周囲の空気がわずかに粘りけを帯びたような気がした。

「スペード、降りてこいっ！」

　ひよりが怒鳴った。手には、いつの間にか刀の柄つか……、のようなモノを握っている。刀身がついていないため、どうやってつかう道具なのかわからない。

　スペードと呼ばれた長身の男が、笑みの邪悪さをさらに深くした。

「愛いとしのひよりちゃん、そんなに色っぽい顔で怒らないで。ほら、プレゼントあげるから、これで機嫌直してよ」

　彼が、タキシードのポケットからとり出したなにかを、ぽいっと放ほうった。

　それが、悠斗とひよりの目の前に落ちる。

「くっ、悪霊玉か!?」

　ひよりが、慌てた様子で悠斗と亜夢にむかって左手を突き出した。

「逃げろっ！」

　彼女の叫びとほぼ同時に、鈍にび色いろの閃せん光こうがひろがった。

　悠ゆう斗とは反射的に亜あ夢むをかばい、全身で妖あやしい光をうけとめた。

　ひよりが「悪霊玉」と口にしたなにかは、名前の通り悪霊を封じ込めていた道具の一種だったようだ。しかも、一体や二体ではなかった。

　無数の悪霊が、弾はじけるように四方八方へ散っていく。

　悠斗にも、数体がぶつかってきた。

「おおお、お兄ちゃ～ん」

　震える亜夢の声をしっかりと背中でうけとめながら、悠斗は両腕を大きくひろげ、腰を落としてその場に踏みとどまった。そして、

「おらぁっ！」

　組みついてきた悪霊たちを意地で押しとめ、つかみ、殴り、肘ひじを突き入れ、叩たたき伏せ、踏み潰つぶし、ほんの三秒ほどで五体を消滅させた。

「劫ごう火かの眷けん属ぞくよ、汝なんじの力を示せっ！」

　不意の声に、悠斗はひよりへ目をむけた。

　彼女が手にしているのは、刀身のない柄つかだった。そこから、強い光があふれ出ている。

「我が〝徒あだ桜ざくら〟に破邪の刃やいばを！」

　ひよりが鋭い声を発した直後、ゴウッ！　という重々しい音とともに燃えさかる炎の刀身が姿を現した。

　噴き出した火の粉が周囲へひろがるのと同時に、彼女の長い黒髪が大きくひろがった。

　長髪の黒と炎の紅、そして澄んだ朝日に包まれたひよりの美しさに、悠斗は見とれてしまった。悪霊が近くにいることも忘れて……。

　いままさに彼女へ襲いかかろうとしてた悪霊たちが、火の粉に食いつかれるようにして連鎖的に消し飛んでいく。

　悠斗の後ろで、亜夢が「ふわわぁ～」と驚きの声をもらしている。

　そのとき、頭上からバサバサッと羽音が聞こえてきた。

　バスの上を見あげたときにはもう、スペードの姿は消えていた。交差点の東にあるビルにむかって、タキシードを着たカラスが飛んでいくのが見えた。

　化けたのか？　悪霊は化けたりしないはず……。アイツは、いったい……。

　悠斗は、ひよりへ目を戻した。

　飛び去っていくカラスを憎々しげに目で追っていた彼女の顔から、ふっと感情が消えた。

　黒と紅が流れた。と思ったときにはすでに、数体の悪霊が消滅していた。その後もとまることなく、交差点を縦横無尽に駆け回りながら、ひよりが次々と悪霊を斬きっていく。

　襲いかかってくるモノ。人々を襲おうとしているモノ。炎に気づいて逃げるモノ。選んでいる様子はなかった。手当たり次第ならぬ、刃は当たり次第だ。彼女の動きには、なんの容赦も感じられない。

　悠ゆう斗とは、亜あ夢むとバスの中にいる子どもたちを守るため、その場を動かずに身構えた。

　ひよりに負けてはいられない。




　悠斗は、亜夢を守るため迫りくる悪霊に爆風パンチを放ち続けた。

　ときどき数の多さをさばききれず、腕や腰にしがみつかれ、爪や歯を立てられた。が、そんなに痛くない。皮膚を破られることもない。いくらでも我慢できる。

　悪霊は本来、人の体に触れることなくその内部へ手足をもぐり込ませる。そして、人の心と魂をダイレクトに傷つけ、汚すのだ。が、悠斗の体は霊体を通さない。事故以い来らい、悪霊に攻撃されても「ちょっと痛いな」と感じる程度ですむ防霊力を手に入れたのだ。

　だから悠斗は、悪霊が群がってきても、かまわずに手足を振り回し続けた。

　髪をつかんできたヤツをにらみつけ、頭突きを入れてやる。

　腕にしがみついてきたヤツは、そのまま振り回し、他の悪霊を殴りつける道具にした。

　足に抱きついてきたヤツは、もう片方の足で踏みつけた。

「えいっ!!」

　悠斗のすぐ後ろで、亜夢が小さな体全部をつかって、懸命に悪霊を突き飛ばしている。

　泣きそうな目のまま、それでも恐怖に震えて動けなくなったりはせず、兄が討ちもらした悪霊を押し戻しているのだ。

　悪霊がバスに群がれば、中にいる園児たちが危険にさらされる。だから、一いちノの瀬せ兄妹きようだいが引いたラインだけは絶対に越えさせない。兄も妹も、気持ちは同じだ。

　悠斗は、亜夢の動きに注意を払いながら、近寄ってきた悪霊の顔面を鷲わしづかみにするなり、そのまま握り潰つぶした。手の中で汚れた霊体が霧む散さんする。ぬるり、そしてひやりとした感触が、少々気持ち悪い。

「おらぁっ、どんどんかかってこい！」

　叫んだ途端、三体の悪霊がいっせいに飛びかかってきた。

　悠斗はいちばん右側にいた一体、その横っ面に爆風パンチを打ち込み、その勢いのまま他の二体もいっしょに殴り飛ばした。

　三体が、ほぼ同時に消滅する。

「お、お兄ちゃん、大丈夫!?」

「おう！　亜夢、あんまり無理すんな。バスの中に隠れてろ」

「あたしだって、ま、まだまだがんばれるよ！」

「そっか。よし、もうひと踏ん張りだ」

「もうひと踏ん張りだね！」

　妹の声に背を押され、さらに気合いが入った。バスの窓から、園児たちが怯おびえた目で外の様子を窺うかがっている。そのことに気づいて、さらに気合いが入った。

　少し離れたところで、ひよりが炎の刀を振り回している。流れるように、そして戦場を疾しつ駆くする女神のように。

　彼女の動きに合わせ、紅ぐ蓮れんの炎ほのおが尾を引いた。長い黒髪も美しく跳ねている。火の粉をまといながら駆け回る姿は、幻想的でさえあった。

　桜さくヶらが丘おかひよりという少女は、おそらく除霊師クリーナーなのだろう。国に所属しているのか、それともフリーでやっているのか、本人に訊きいてみないとわからないけど……、間違いなく一流どころだ。

「がんばれ──っ！」

　いきなりの声。

　見ると、園児たちがバスの窓を開けて顔を出している。

「おにいちゃん、がんぱれ─っ！」「パンチぃ！」「やっちゅけてぇ！」「ライダ─ッ！」

　ヤバイ。

「みんな、隠れてろっ！」

　悠ゆう斗との声に続き、亜あ夢むがバスにむかって駆け出した。

「おっきな声出しちゃダメ！　みんなバスの中で静かにしてて。そうしなきゃ……」

　悪霊は、肉声に強く反応する。

「亜夢っ！」

　声援を耳にした悪霊たちが、いっせいにバスへ顔をむけた。澱よどみきった無数の目が、無防備な子どもたちにからみついていく。

　バスの中へ悪霊たちが雪な崩だれ込こめば、子どもたちに逃げ場はない。悪霊の黄ばんだ爪や牙を突き立てられても体は傷つかないが、心と魂が深い傷を負ってしまう。

　幼い心と純粋な魂を穢けがれさせるわけにはいかない。

　悠斗は、妹の腕に抱きついた悪霊に飛びかかり、薄汚れたシャツをつかんだ。

「なれなれしくしてんじゃねぇっ！」

　そのまま道路に引きずり倒し、顔面を踏みつけて消し飛ばす。

　涙目ながらも、亜夢がパッと笑顔を咲かせた。そうしながら、すぐに悠斗の背にしがみついてくる。

　亜夢と園児たちがのったバスを背にして、悠斗は拳を固めた。

　そのときだった。

「ゆけ、劫ごう火かの眷けん属ぞくよ！　光陰の狭はざ間ま、刹せつ那なを迅這はい、魂魄ひだねを呑喰くらえ！　解！」

　悠斗たちから少し離れた場所で、ひよりが地面に片膝を突いていた。炎の刀、その刀身を半分ほどまで地面に突き立てている。

　なにを……？

　悠斗は眉根を寄せた。彼女の行動、その理由がわからない。

　だが、疑問はすぐに解とけた。

　炎をあげていた刀身がくにゃりと曲がり、するりと柄つかから離れた。刀身だったモノがみるみるうちに姿を変えていく。

　ひと呼吸後。

　体長が一〇メートル近くもある炎の大蛇が、燃えさかる蛇身をぬるりと現した。

　大蛇……、いや、龍と呼ぶべきか。

　全身を炎に包まれた龍が、バスに近づいていた悪霊たちを面白いように呑のみ込こんでいく。悪霊たちは、龍の炎に触れるなり消し飛んでしまうため、〝呑まれる〟というよりも〝吸われる〟と表現したほうがいいかもしれない。

　穢けがれた悪霊たちが、炎の龍に吸われていく。次々と。次々と。

　圧倒的で、純粋すぎるほど純粋な「炎」という暴力を前に、悠ゆう斗とは身震いした。

　すげぇ。

　声にならない感嘆の息がもれる。

　そんな中、悠斗はふと、ひよりの表情に目を吸い寄せられた。

　鋭い、どこか冷気を帯びた微笑ほほえみが、彼女の唇に貼りついている。

　ひよりはなぜ、戦いの場で冷たい笑みを浮かべているのだろう？

　悪霊たちの無様な姿を嘲わ笑らっているのだろうか、それとも、自らの強大な力を誇っているのか……。あるいは……。

「お、おお、おっきなヘビだね。もも、燃えてるから、あ、熱そうだし」

　強こわ張ばった亜あ夢むの声が耳に入ってきたため、悠斗はひよりの笑みから目をそらし、自分の後ろで身を強張らせている妹へ目をむけた。

　亜夢から見れば、蛇も龍も同じなのだろう。妹はハ虫類が苦手だ。蛇は特に。目が悪者的。にょろにょろが悪徳的。ピロピロするベロが悪魔的だから怖すぎる。などなど、嫌いな理由が盛りだくさんらしい。

　悠斗は、怯おびえる妹を背にしたまま、炎をまとった龍の動きを観察した。

　宙をすべるようにしてバスの周りをぐねぐね、うねうねと回っている。

　体を擦すりつけただけで悪霊を易やす々やすと消滅させ、鼻先にいるヤツには容赦なく牙を突き立て、霧状にしたあとペロッと呑み込む姿は頼もしくさえあった。

「あんな怪獣、初めて見た。すげぇな」

「お、お兄ちゃん、かか、感心してる場合じゃないと思うよ。ここ、こっちにきたらどうするの？」

　亜夢が、悠斗の背中をピシパシ叩たたきはじめた。悲鳴こそあげないものの、すでに涙目だ。メラメラと燃えている龍が、たまらなく怖いのだろう。

「あいつ、悪霊にしか興味がないみたいだから、大丈夫じゃないか？」

「ほ、本当に、大丈夫かな？　ヘ、ヘビなんだよ？」

　悠ゆう斗とに身を寄せてきた亜あ夢むが、ブレザーの裾すそをぎゅっとつかんできた。

　そのとき、炎の龍が鎌かま首くびをもたげ、感情のない目を悠斗たちへむけた。

「？」

「ぴっ!?　こ、こっち見たぁ」

　華きや奢しやな体を震わせる妹をそっと後ろに押しやったあと、悠斗は固めた拳を胸もとにあげた。炎の龍が、自分と妹を獲物として捉とらえた……、かどうかはわからない。わからないけど、なんだか嫌な予感がした。

「っ!?」

　炎が跳ねた。

　視界に紅あかい流線が焼きついた。

　鋭い牙が……、眼前に……。

「ぅらぁっ！」

　悠斗は躊躇ためらうことなく、炎の中心に爆風パンチを突き入れた。

「きゃ─────っ！」

　亜夢の悲鳴が、体の芯をしっかりと支えてくれる。

　後ろに妹がいる。この状態で、避よける、退ひく、逃げる、といった選択はありえない。

　右拳でとめた龍の頭を、すかさず左手でつかんだ。

　ジリジリッ、と皮膚に染み込んでくるような熱を感じたものの、我慢した。熱湯を注いだばかりのカップラーメンを手にしたときと、たいして変わらない。

　左手一本で、龍の頭を勢いよく地面に叩たたきつけた。

　すぐに駆け寄ってきたひよりが、

「縛っ！」

　龍の頭に柄つかを押しつけた。と、炎をまとったその巨体が、ス───ッと消えてしまう。

　彼女がすぐさま、素早い動きでスカートをめくりあげ、白いふとももに巻いたホルダーに柄を差し込んだ。そして、

「すまなかった。炎えん龍りゆうが生身の人間を襲うなんて、考えられないことなんだが……」

　頭を下げてきた。

　悠斗は、そんなひよりにかまうことなく、バスの周りを足早に一周した。亜夢も、「ヘビ、怖いよぉ。龍とか、怖すぎだよぉ。ほんとに怖いよぉ」とぶつぶつ言いながら、ちょこちょことついてくる。

　妹を連れ、再びひよりの前に戻った。それからようやく、胸をなで下ろす。

「悪霊は、もう残ってないみたいだな」

　そんなことはわかってる、といった顔のひよりが、悠斗に半歩だけ近づいてきた。

　切れ長の目を細めながら、

「一いちノの瀬せ悠ゆう斗とくん。キミは何者だ？」

　そうたずねてきた。

「あんたこそ、何者なんだよ？」

　悠斗は、質問を投げ返した。

　炎えん龍りゆうとかいう怪物が飛びかかってきたことは、もうどうでもよかった。根にもってはいない。ただ、訊きかれるまま素直に「自分の正体」を教えたくない、という警戒心混じりの思いがあった。

　ひよりの眉根に小さなシワが寄った。が、すぐにブレザーの胸ポケットからパスケースのようなモノをとり出し、それを開いた。

「わたしは、霊れい部ぶし省よう霊れい験げん局きよく霊れい障しよう対たい策さく部ぶに所属している除霊師クリーナーだ」

　悠斗の目に、彼女の顔写真つき身分証が飛び込んできた。が、本物かどうかなんてわからない。霊部省で働いている人間に会ったのは、きょうが初めてなのだから。

　隣で、「除霊師、って……」と亜あ夢むがどこか怯おびえた様子でつぶやいた。

　テレビや雑誌でしか見ることのできない稀きし少ような職種の人間を前に、緊張を隠せないようだ。炎の龍を操っていた相手だから、無理もない。

　ひよりが、パスケースを素早く仕し舞まったあと、

「ご覧の通り、除霊仕事がないときはカメリア女学院で勉学に勤いそしんでいる」

　右手で制服の胸ポケットに刺しし繍ゆうされたカメリア女学院の校章を押さえた。ブレザーの襟には〝Ⅱ〟と彫り込まれた金ボタンがついている。二年生、らしい。

　自分と同い年か……、なんてことを考えながらも、悠斗は質問を重ねた。

「さっきの、タキシード着てたアイツは……なんだ？」

「霊部省われわれは〝突然変異霊ミユーテスト〟と呼んでいる。なぜ、あのように特異な力をもつに至ったのか、詳しいことはなにもわかっていないため、彼らの存在は公にされていない。社会にあらぬ混乱を招くことになりかねないからな」

「存在を公にしたくないなら、どうしてオレたちに教えんだよ？」

「わたしの誠意だと思ってほしい。わたしは、一ノ瀬悠斗くん、キミのことをいろいろと知りたいんだ」

「オレたち、きょうが初対面だろ？　そんな相手とつき合うとか、いろいろ知りたいとか、ちょっと変じゃねぇか？」

「キミが、きょう、この時間、この龍りゆヶうが峰みね交差点付近に現れるということは、信頼できる占い師デイザイアから情報を得ていたため、事前に知っていた。わたしは……」

「そこまでしてオレのこと知って、どうすんだよ？」

「ぁ、そ、それは、その……」

　いきなり、ボンッ、という爆発音が聞こえてきそうなほど、ひよりの顔が紅あかくなった。鮮やかなほどの紅色である。

　正直なところ、ひよりのようにきれいな子から「つき合わないか？」と言われれば、悪い気はしない。しないけど……、「なんで？」という疑問のほうが大きくなるのは当然と言えば当然だろう。「期間限定で」という理由も引っかかる。

　不意に、

「おお、お兄ちゃん、い、急がないと遅刻しちゃうよ。ほら、早く」

　亜あ夢むにぐりっと手首をつかまれ、ぐいっと引っ張られた。

　ひよりの瞳が、わずかに鋭くなった。が、頬ほおを紅くしたまま口を開こうとしない。

　悠ゆう斗とは、亜夢に引かれるまま歩いた。ぎゅ～っと握られた手首が、ちょっと痛い。

　なにか言いたそうな顔をしたひよりが、どんどん遠ざかっていく。

「ちょ、おい、亜夢、話くらい聞いてやっても……」

「聞いちゃダメ！　……っていうか、えっと、と、とにかく、いきましょ」

　亜夢は、悠斗の言葉に耳を貸してくれなかった。手首も放してくれない。歩みをゆるめもしない。いつもの妹らしからぬ強引さだ。

　なんだか怒っているようにも見えるけど……、なんで？

　肩越しに振り返ると、いつの間にか黒髪の少女の姿は消えていた。





第二章　ひより引っ掻き回す




「ビッグニュ───スッ！」

　一限目開始のチャイムが鳴り終わった直後、委員長が教室に飛び込んできた。

　教室中の視線が、彼に注がれる。

　教壇に駆けあがった委員長が、

「転入生だってさ！」

　ビシッと教卓を叩たたいた。

「男子？　女子？」「なんでいま頃？」「女の子希望！」「イケメンがいい！」「貴様は男にしか興味がないのかっ！」「いらっしゃ～～い！」「女の子希望！」「しつこいぞっ！」

　バンバンバンッと教卓を叩いた委員長が、興奮気味に声を大きくした。

「転入生は女の子だぁ。しかもっ、カメリアからのご降臨である！」

　ほとんどの男子が、うお～～～～～～～～～～っ！　と雄お叫たけびをあげた。

　そんな中にあって、悠斗はひとりだけ眉根を寄せた。

　なんだか嫌な予感が……。




「桜さくヶらが丘おかひよりだ。今週だけ、よろしく」

　艶つややかな黒髪をさらりと流し、ひよりが品よく頭を下げた。スパッと短く、しかも微妙に上から目線な挨拶だが、それが様になっている。

　彼女はいま、カメリア女学院のブレザーではなく、連れん理り学がく院いんの制服を身につけている。カメリアのデザインよりずっと短いスカートであるため、ふとももの細さと白さがやけに目立っているような気がした。ドキドキする。スカートの下から、刀の柄つかをとめているホルダーがチラ見えしているのも、なんだかドキドキだ。

　黒板にむかっていちばん左、前から三番目の窓際席に座る一いちノの瀬せ悠ゆう斗とは、微笑ほほえんでいるひよりと目が合わないよう体をできるだけ傾け、前の席に座るクラスメートの背に隠れた。

　週明け、突然の転入生。しかも、この学院で勉強するのは今週金曜まで。たったの五日間。理由は謎。お嬢様の考えていることだから、謎でもＯＫ。という感じで、ひよりは二年二組に飛び込んできた。

　今朝、交差点で別れたあと、彼女はどのようなルートをたどってこの教室にやってきたのだろう？

　悠斗の制服が連理学院のものであり、名前もわかっていたのだから、クラスを割り出すことくらいはできたはず。だが、その日のうちに転入生として、しかもピンポイントで二年二組に入ってくるなんてことが、果たして可能なのか？　霊れい部ぶし省ようの権力か？

「期間限定でつき合わないか？」というひよりの言葉は、いまもまだ耳にくっついている。その際、頬ほおを紅あかくしていた彼女の表情も、記憶に残っている。

　息を呑のむほどきれいな女の子に言われれば、やはり嬉うれしい。嬉しいけど……、「期間限定」という四文字が気になるし、転入生になってまで追いかけてくる理由も気になる。

　桜さくヶらが丘おかひよりの狙いは、いったい……。

　悠斗は息をひそめたまま、彼女の出方を窺うかがった。

　教室のあちこちから、「きれい」とか「まぶしぃ」なんて声がもれ聞こえてくる。男女問わず、桜ヶ丘ひよりという少女の外見を高く評価しているようだ。その点については悠斗も異論はない。確かにひよりは、見た目がいい。造形の神に愛されていると言ってもいいくらいだ。

　しかしながら、蛇のような執しゆう念ねん深さをもっている、というマイナス面もある。

　初対面の相手にむかって「期間限定でつき合わないか？」と電撃的に、そして電波的に問いをぶつけてきたあと、相手の学校まで転入生として押しかけてくるなんて……。

「それじゃあ、桜ヶ丘さんは、いちばん後ろの空いてる席に……」

「一ノ瀬悠斗くんの隣を希望します」

　担任にみなまで言わせず、ひよりが透き通った声を響かせた。

　ドザザザザザザザザザザッと土ど砂しや崩くずれを思わせるような勢いで、クラスメートたちの視線が悠斗を殴りつけてきた。前席のヤツも体をよじって振り返り、敵意に満ちた目をぶつけてくる。斜め前のヤツも、隣席のヤツも、血走った目、目、目。

　美び貌ぼうの転入生、桜さくヶらが丘おかひよりの唇から「一いちノの瀬せ悠ゆう斗と」の名前が出てしまったことで、悠斗は窮地に追い込まれた。

　顔をあげると、彼女と目が合った。

　楚そ々そと微笑ほほえんでいるひよりは、とてもきれいだった。が、両の目が笑っていない。

「オ、オレは……あんな人、知らな……」

「ここでハッキリさせておこう。特に女子のみなさんは、しっかりと心に留とめておいてほしい。わたしは今朝、一ノ瀬悠斗くんに交際を申し込んだ」

　おいおいおいおいおいぃぃっ!?　いきなりなにを言い出すんだっ!?

　悠斗は、息の塊を呑のみ込こんだ。

　教室の中に、異様な空気がひろがっていく。

　ひよりの小さな唇が、さらに動いた。

「そして、一ノ瀬悠斗くんに了解の意を示してもらった。だから、わたしと彼が正式につき合っているということを、この場で宣言しておく」

　嘘うそつけ──────────────────────────────────っ!!

　と叫ぶことができなかった。ドッッッッッカ～～～ン！　と教室内でなにかが大爆発したから。

　爆音も聞こえず、爆風も爆熱も感じなかった。それなのに……。

　背筋が凍った。

　鳥肌が立った。

　冷や汗が流れた。

　教室中が静まり返っている。

　重苦しい空気の中を悠々と泳ぐように、ひよりが歩を進めた。そのまま、余裕に満ちた足どりで悠斗の席に近づいてくる。

　悠斗は、目の前まできた彼女を指差した。指先が震えてしまうのが、なんだか悔しい。

「お、お前、いきなりなにを言い出して……へ!?」

　とうとつに、ひよりの頭からひょこっと小さなひよりが顔を出した。ひよりを可愛かわいくデフォルメした、とでも表現すればいいのだろうか……、拳よりも小さな顔が半透明だから、霊体の類たぐいであることがひと目でわかる。

『一ノ瀬悠斗くん、五日間だけ我慢してくれ。わたしには時間がないんだ。どうか五日間だけ。頼む』

　小さなひよりが、トーンの高い子どものような声でそう言った。

　悠斗はすぐに、事態をうけとめることができた。この一〇ヶか月げつ、ダテに霊を視みたり殴ったりしてきたワケじゃない。

　霊体の一部を具現化し、肉体から少しだけ外へ出したひよりが、悠ゆう斗とにしか聴きこえない霊こ声えで話しかけてきたのだ。

「五日間だけって……」

『わたしを助けると思って……』

「理由は？」

『そ、それは……』

「一いちノの瀬せ、なにブツブツ言ってんだ？」

　不意に、隣席のフクタケが話しかけてきた。彼の耳には、ひよりの霊声が届いていない。もちろん、小さなひより……、〝チビひよ〟の姿も視みえてない。

「いや、ちょ、ちょっと、な」

「桜さくヶらが丘おかさんが座る席、早くつくってやれよ。オレとお前の間でいいだろ」

　悠斗にきつい目をむけていたフクタケが、ひよりへすかさず愛想笑いを投げた。

　それをうけ、頭部からチビひよを出したままのひよりも、かたちだけの笑みを返す。そうしながら、

『キミは後ろへ移動してくれ。わたしは、その席に座りたいと考えている』

　フクタケへ霊声をかけた。数秒後、

「あ～っととぉ、思ったんだけど、オレが後ろにいったほうがいいよね。桜ヶ丘さん、この席つかってよ」

　教科書とノートをサッと重ねたフクタケが、筆箱を手にササッと席を立った。そしてそのまま、サササッと後ろの席へ歩いていく。

「ありがとう」

　サラッと礼を口にしたあと、ひよりが譲ってもらった席へ優雅に腰を下ろした。すでに、チビひよは姿を消している。

　悠斗は、ひよりへ、それから後ろの席に座ったフクタケへ目をむけた。

　なにかしたのか？

　ひよりが、座るなり自分の机をガタガタと移動させ、悠斗の机に寄せてくる。

「わたしは相手の魂に直接話しかけることで、意志を方向づけることができるんだ」

　どこか得意げだ。

「お前、人を操れるのか？　って、なんで机をくっつけてんだ？」

「操ることなんてできるわけがないだろう。あくまでも意志を方向づけるだけだ……わたしは教科書をもっていないから、キミのを見せてくれ」

「お前。教科書見たいなら、むこう側に机つけろよ。女同士のほうが気楽だろ。コニシは親切なヤツだぞ」

「一ノ瀬悠斗くん、わたしは〝お前〟と呼ばれることに不慣れだ。〝ひより〟と名前で呼んでほしい。それに、彼氏なら快こころよく教科書を見せてくれてもいいと思うぞ？」

「くっ、だれが彼氏だ」

「一いちノの瀬せ悠ゆう斗とくん、キミは、期間限定でこの桜さくヶらが丘おかひよりの彼氏になったんだ。何度も言わせるな」

「お、お前なぁ……」

「〝ひより〟と呼んでほしい………と頼んだぞ？」

　ひよりが、スッと目を細めた。

　冷気と鋭気と殺気が絶妙にブレンドされたオーラが漂ってきた……、ような気がして、悠斗は息を呑のんだ。

　桜ヶ丘ひよりという少女は、きれいな外見からは想像もできないほど強引な性格らしい。炎の刀を振り回し、悪霊たちを斬きりまくる除霊師クリーナーとしての顔をもつ彼女には、適当に従っていたほうが無難かもしれない。『五日間だけ』とも言われてるし。

「ったく」

　悠斗は、教科書をひよりの机に半分だけのせた。

「ありがとう」

　机に黒髪が落ちるのを手で押さえながら、彼女が体を寄せてくる。と、ミルク石せつ鹸けんの香りに鼻孔をくすぐられた。子どものような匂においだが、嫌いじゃない。

　ドキッ、と心臓が跳ねた。

　そんな鼓動を感じとったのだろうか、ひよりがスッと流し目を寄よ越こしてきた。

「ん？　どうした？　顔が少し赤いぞ」

　からかっている様子はない。裏表などなく、本気で「顔が赤いようだが、大丈夫か？」と思っている表情と口調だ。

　悠斗は、とにかく平静を装った。

「気のせいだろ？」

「そうか」

　ひよりはそれ以上なにも言おうとせず、教科書に目を落とした。

　そんな彼女の存在を意識しまくりながら、悠斗は思った。

　無自覚な色香は、ときとして罪になるな、と。




　授業がはじまって一〇分もしないうちに、眠くなった。

　それでも悠斗は、欠伸あくびを噛かみ殺ころしながら授業をうけ続けた。だらしない姿をひよりに見られたくない、という気持ちがあったから。見み栄えでしかないのだが……。

　不意に、

「どうぞ」

　ひよりがガムを差し出してきた。細く長い人差し指と中指で挟み、スッとさりげなく。

　だが、いまは授業中だ。さりげなく渡されても、「いただきます」とそれをうけとり、すぐに口へ放ほうり込むわけにはいかない。

「あ、ありがとぅ」

　せっかくの好意だから、突き返しはしない。それでも悠ゆう斗とは、うけとったガムをそのまま制服の胸ポケットに押し込んだ。

「噛かまないのか？」

　ひよりが、ほんのわずかに首を傾かしげた。同時に、肩にかかっていた黒髪が胸もとへ流れ落ちたため、ミルク石せつ鹸けんの香りが漂ってくる。

　再び、ドキッと心臓が跳ねた。が、悠斗は彼女の色香に負けることなく、胸ポケットをしっかりと押さえた。

「授業中だぞ？」

「ん？　連れん理り学がく院いんは、授業中にガムを噛んではいけないのか？」

「カメリアはいいのかよ？」

「当然だ。エチケットだからな」

　授業中でも口臭が気になるのか？　なんてことは言わなかった。お嬢様学校はやっぱり変わってるな、と思っただけだ。

〝のぅぶれす・おぶりぃじ〟とかの授業があるような変わった学校で教育をうけているから、他校にまで押しかけてくるようなことも平気でやってのけるのだろう。

　ひよりは、『五日間だけ我慢してくれ。わたしには時間がないんだ』と言っていた。

　五日間だけ。本当に、五日で彼女と縁が切れるのか？

　そんなことをぼんやりと考えているとき、ふわふわと宙を浮遊する物体が目に飛び込んできた。

　なにやってんだ!?

　悠斗は、心の中で盛大に声をあげた。

　チビひよが、ふよふよふよ～っと教室の中を飛び回っていたからだ。小さな霊体は、普通の人間の目には映らない。クラスメートたちは、なにも知らずに授業をうけている。

　チビひよの動きを気にしているのは、悠斗ひとりだけ。

　ひよりの肉体はいま、薄く目を開けたまま悠斗の隣に座っている。傍はた目めには、静かに授業をうけているようにしか見えない。

　体から離れることができんのかよっ!?

　悠斗は心の中で叫びつつ、クラスメートたちの頭上を飛び回っているチビひよをにらみつけた。

　ふよふよふよ～っ、ぽむ、と先生の肩に腰を下ろしたチビひよが、短い腕と足を組んだ。偉そうに教室の中を眺め回している。

　おい、体に戻れ！　なにしてんだよっ！

　悠ゆう斗とは目で呼びかけた。が、無視された。

　先生の肩から再び宙に浮かびあがったチビひよが、廊下のほうへ飛んでいく。

　そして、入口のいちばん近くに座ったヨシオカの前でとまった。

　彼は、目の前でふわふわと浮いているチビひよの存在に気づくことなく、机に右みぎ肘ひじをついて先生の話を聞いている。

　なにをする気だ？

　悠斗は、ひよりの動きを視みていることしかできない状況に歯は噛がみした。

　ヨシオカの頭、その中へ丸っこい右手を差し入れたチビひよが、

『キミは、一いちノの瀬せ悠斗くんのことをどう思っているんだ？』

　トーンの高い霊こ声えで、そんな質問を口にした。

　すぐに、ヨシオカがチラッと悠斗のほうへ目をむけた。視線が合うなり、ニッと笑ってくれた。

　彼の頭に手を突っ込んだまま、チビひよが『なるほど、ふんふん』とうなずいている。

　まさか、ヨシオカの霊体に直接問いかけているのか？　ということは、彼の本音を聴きいているということに……。

　なんだこの気持ちは？　無力感？　屈辱感？　絶望感？　大衆の面前で丸裸にされたかのような……、そんな気分だ。

　ヨシオカの頭から手を引き抜いたチビひよが、今度はその隣に座るクラスでいちばん可愛かわいい女の子、マナカのこめかみに右手を突っ込んだ。

『キミは、一ノ瀬悠斗くんのことをどう思っているんだ？』

　マナカが、悠斗に顔をむけてきた。そして、ポッと頬ほおを紅あかく染めたあと、慌てたように黒板へむき直る。

　おい、いまの反応はどういう意味だ？

『ほほ～、キミは、そんなことを……なっ!?　そ、そそ、それは、いけないことだぞ！』

　どういうわけか、チビひよが短い腕をブンブンと振りはじめた。

　いけないことって、なんだ？　知りたい。自分は、ヨシオカやマナカにどう思われているんだ？　他のクラスメートたちは、自分のことを……、いや、知らなくていいことだってある。知ってしまったために、友だちとの関係がギクシャクしてしまうかも……、いやいや、それでも……。

　頭の中がぐちゃぐちゃだ。

　とにかく、チビひよの暴挙をとめなければならない。

　でも、どうやって？




　悠ゆう斗とはじりじりしながら、チビひよをにらみ続けた。

　にらむこと以外、なにもできない。いや、本当になにもできないのか？　チビひよを体に戻す方法が、なにかあるはずだ。なにか……。

『そんなことがあったのか。うん。その気持ちは、よくわかる。なるほど、ふむふむ』

『一いちノの瀬せ悠斗くんが、そんなことを……』

『キミは、彼のことを……すまないが、わたしに優先権があることを忘れないでくれ』

　チビひよが、クラスメートたちの心を好き放題に覗のぞく様子を目で追いながら、考えた。どうやったら、チビひよを……。悔しいが、現状ではにらむことしかできない。だから、にらんだ。「自分の体に戻れ！」という念を込め、にらみつけた。

　視線に気づいたチビひよが、短く丸っこい両手を腰に当て、平たい胸を張って悠斗をにらみ返してくる。

　いますぐ体に戻れ。

　悠斗は、口だけを動かしてチビひよに呼びかけた。声に出せば、教室中から白い目が集まってくるだろう。

　チビひよが、さらに胸を張った。「文句でもあるのか？」と言わんばかりの態度だ。

　いいから戻ってこい。

　悠斗はあきらめず、口を動かした。

『もう少し、キミについて知りたい』

　人の心を覗くなんて、マナー違反だぞ！

『マナー違反であることは認めよう。だが、ときには勇気を出してマナーに反することをしなければならないときもある』

　ひよりは、唇の動きが読めるようだ。

　悠斗は机の上で拳を握りしめ、ハッキリと口を動かした。

　開き直ってないで、とにかく戻れ。

『申し訳ないが、〝一ノ瀬悠斗くんについて知りたい〟という欲求を抑えすぎていたせいで、気づいたら、こうして体から飛び出していた。こうなってしまったからには、霊体に溶け込んだ欲求が解消するまでマナー違反を続けるしかない。わたしとしても本意ではないのだが……どうか、気を悪くしないでくれ』

　ふよふよと寄ってきたチビひよが、悠斗の目の前でちょこんと頭を下げた。

　チャンス！

　悠斗は、チビひよを捕まえようと素早く両手を動かした。が、スルッと逃げられてしまい、空くうをつかむことしかできない。ふよふよと宙を飛んでいた様子からは想像もできないスピードだ。

　チビひよが、余裕の表情でくるっと一回転した。怒りが込みあげてくる。

　この野郎っ。

『わたしは女だ。野郎ではない』

　マナー違反女め。

『霊体は、強い感情や想おもいの影響をうけやすいんだ。〝彼氏の人間性を把握したい〟というわたしの想いが、無意識のうちに霊体を飛ばしてしまったことは……まぁ、よくない、ということは自覚している』

　わかってんなら、さっさと体に戻れよ。

『一いちノの瀬せ悠ゆう斗とくん、キミは、自分の評判を知りたくないか？』

　な、なにを……。

『ふっふっふっ。いろいろ聴きいてしまったよ。表も裏も、いろいろ、な』

　くっ。

『うふふふふふふふふふふ』

　チビひよが、含み笑いをもらす。「反省」という二文字とはかけ離れた笑いだ。

　悠斗は、握った手をぷるぷると震わせた。

　隣には、ひよりの本体が半眼のまま座っている。霊体を飛ばしているため、ぴくりとも動かない。本体にチビひよ帰還スイッチがついているわけじゃないから、つついたり叩たたいたりしても意味がないし……。授業中だし……。どうすれば……。どう、すれば……。

　ふと、禁断の邪ほう法ほうを……、思いついてしまった。

　悠斗は、その方法を頭の片隅に置いたまま、チビひよを真まっ直すぐに見つめた。そして、唇を動かす。

　いますぐ体に戻れ。

『霊体内の欲求がまだ解消されてない。悪いが……』

　大急ぎで戻らないと後悔するぞ？

『脅すつもりか？　この桜さくヶらが丘おかひよりを敵に回せば、後悔するのはキミのほうだぞ？』

　………………。

　悠斗は、唇を引き結んだ。

　禁断の領域に踏み込むしかないようだ。

　人の心を覗のぞいて回るようなマナー違反者には、正義の鉄てつ槌ついを！

『大人しく彼氏になってくれれば、悪いようにはしない。うふふ。期間限定とはいえ、このわたしとつき合えるのだから、感謝くらいしてほしいものだな』

　チビひよが、調子にのりはじめた。

　悠斗は決断した。

『ふぁっ!?』

　チビひよが、弾はじかれるように飛び離れた。霊体であるがゆえに、悠ゆう斗との鋭い怒気を肌で感じとったのだろう。

　悠斗は唇を動かしながら、同時に左手を移動させた。

　五秒だけ猶予をやる。体に戻れ。さもないと……。

　チビひよの小さな丸顔が、一瞬で凍りついた。

『な、なにを!?』

　悠斗はかまわず、さらに左手を動かした。じり、じり、じり、と。

　猛もう禽きん類るいの鋭いかぎ爪をイメージしながら、五指をくわっと開く。

　薄目を開けたまま動かないひよりの本体に右肩を寄せ、周囲に仲のよさを見せつける……、フリをしつつ、左手をジリジリと近づけていった。

　彼女の左胸に。

　チビひよは意外にも動きが素早いため、つかまえるのは骨が折れるだろう。しかも、授業中だから下へ手たに動けない。だから、精神的なプレッシャーをかけることにした。

　つかむぞ？

『は、破は廉れん恥ちなっ!?』

　もむぞ？

『も、もももぉ!?』

　ふっくらとした頬ほおを両手で挟んだチビひよが、半透明の小さな霊体をぷるぷると震わせはじめた。

　もうひと押しだ。

　悠斗は、さらに手を近づけた。

　いいんだな？

『ち、小さいからって、バ、バカにする気かっ！』

　は？　小さい？　なにが？

『ふ、ふん。ハッタリだな。一いちノの瀬せ悠斗くんは女の子にやさしいんだろ？　みんな、そう言ってたぞ』

　ときと場合によるな。言っとくが、オレは本気だぞ？

『テ、テロリストとは交渉しない』

　なにがテロリストだ。とにかく、もう五秒の猶予は終わった。タイム・オーバーだ。

『ううっ』

　ジ・エ～～～ンド。

『お、脅しに屈するようなわたしでは……』

　胸に触るつもりはない。チビひよが見抜いたように、ただのハッタリだ。

　だが、それが通用しないようなら、あるいは……。

　悠ゆう斗とはとにかく、彼女の左胸にギリギリまで手を近づけた。チビひよが肉体に戻ってくれることを願いながら。

　指の腹に、サワッと制服の感触が伝わってくる。

　薄い布を数枚隔てた先に、桜さくヶらが丘おかひよりの左胸が……。

　思わず想像してしまった。

　胸。

　気づいたときには、大宇宙の神秘的な力に誘いざなわれるかのような心地で…………………、つかんでいた。

　むにっと。

『きゃああああああああああ、

　ぁあああああああああああっ！」

　悲鳴をあげながら、チビひよが瞬間的に肉体へ戻った。そのため、霊的な声が生のものに早変わりする。

「ど、どうしたぁっ!?」

　先生が叫んだ。

　クラスメート全員の視線が集まってくる。

　顔を真っ赤にしたひよりが、自らの細い体を抱きしめるように胸の前で両腕をクロスさせている。切れ長のきれいな目を震わせて。












　悠ゆう斗とは、自分の行動を激しく後悔した。が、もう遅い。

　どうする？　この場をどう切り抜ける？

　ひよりの瞳に、じんわりと涙がにじんできた。

　罪悪感が、悠斗の心にひろがっていく。

　いきなり、

「先生、わたし見ました！　一いちノの瀬せが桜さくヶらが丘おかさんの胸、触ってました！」

　ひよりの斜め後ろから、声があがった。

　正義感のある目撃者は、女子の中でも発言力をもったワダだった。

　気絶してしまいたい。いや、いっそこの場から消えてしまいたい。けど……、都合のいい現実逃避術なんて、身につけていないから……。

　クラスメートたちの視線が、痛すぎる。


　　　　　　●　●　●



　一ノ瀬亜あ夢むは、昼休みに入るなり言い争いをはじめた友だちの間に立ち、互いの言い分に耳を傾けた。

　一年のときから同じクラスのハナノと、三年になってからクラスメートになったユキミが、目もとを強こわ張ばらせたまま視線をぶつけ合っている。

　好きじゃない空気だ。

　ハナノが、絶対に引き下がらないとばかりに腕を組んだ。

「亜夢、あたしが言ってること、間違ってないよね？」

　対するユキミが、これ見よがしに肩をすくめた。

「会長はカンケーないでしょ？　だいたいハナは頭が固すぎんのよ」

「ユキの考え、絶対に間違ってる。そんなだから、後輩に軽く見られんのよ」

「それって、言い換えたら後輩と仲がいいってことでしょ？　ハナみたいに怖がられるより、よっぽどマシじゃない」

　亜夢より二〇センチ以上も背の高いふたりが、いまにも歯をむき出しそうな顔でにらみ合っている。身長だけじゃない。肩幅もずっとひろい。腕も太い。筋肉量は段違いだ。

　亜夢は、ハナノとユキミへ交互に目をむけながら、話を切り出すタイミングを窺うかがった。

　クラスのみんなは、ふたりの争いに知らんぷりだ。触らぬ神に祟たたりなし、という姿勢を崩さない。

　ハナノは、女子空手部のキャプテン。そしてユキミは副キャプテン。揃そろって体育会系であり武闘派であり、この三年一組の権力者だ。男子も頭が上がらない。

　そんなふたりの口論に割って入っても、いいことなんかひとつもない。クラスの全員がそう思ってる。

　でも、みんな友だち思いだから……、ハナノとユキミが声に怒りを滲にじませはじめるとすぐ、その他大勢の視線が亜あ夢むに集まってきた。

　生徒会長、出番です。

　友だち思いのクラスメートたちだから、やっぱりケンカは放ほうっておけないのだろう。

　生徒会長、ふたりをとめて。

　多くの声なき声をうけたため、手づくり弁当のフタを開けようとしていた亜夢は仕方なく手をとめ、ハナノとユキミのそばに歩み寄ったというわけだ。

　その後、数分間だけ口論を立ち聞きすることで、ケンカの原因を探り当てた。

　女子空手部のキャプテンであるハナノは、もっと後輩を鍛えるべきだと主張しているのに対し、副キャプテンであるユキミはいまのままで十分だと言っている。

　でも、それは表面的なこと。

　偏りのない真まっ直すぐな気持ちで、亜夢はふたりがこだわっていることを探った。

　その結果、ハナノが本当に言いたいことは、「空手部の伝統を守りたい」ということだとわかった。一方のユキミは、「古ふる臭くさい伝統は変えていくべき」である。

　根が深いな、と亜夢は思った。でも、ふたりがいがみ合う理由にはならない。

　だから、ふたりが互いに次の言葉を探しているところで、

「ハナノちゃんもユキミちゃんも、怒っちゃダメだよ。怒ったら、楽しくないよ」

　自分なりの意見を口にした。けど……、効果はなかった。

「ここで怒らなきゃ、いつ怒んのよ！」

「ハナは怒ってばっかじゃん」

「ユキはテキトーだから、いろんなことがどうでもいいんでしょうけど、あたしゃきちんとしなきゃ気がすまないタチなの！」

「そうやって怒鳴ってばっかだから、後輩が逃げんのよ。あ、会長は部外者なんだから口出さないで」

　ユキミに尖とがった目をむけられたため、亜夢は思わず身を強こわ張ばらせた。

　彼女と同じクラスになってからまだ二ヶか月げつも経たっていないため、それほど親しい関係を築けていない。だから、友だちとしての言葉に重みを出せないのだ。

　亜夢は下唇を噛かんだ。

　好きで生徒会長になったわけじゃないけど……。

　たくさんの友だちに推おされ、たくさんの応援をうけ、たくさんの生徒たちに投票してもらい、生徒会長になった。なったからには、務めを果たさなければならない。

　やさしさの引力を感じることができる学院にしたい、といつも思ってる。

　ハナノとユキミの言い争いが、熱を帯びていく。

　亜夢は心を静めた。

　クラスのみんなが見ている。友だち同士がいがみ合えば、だれだって嫌な気持ちになる。争いは反発力しか生み出さない。そんな場所で、やさしさの引力を感じることなんてできはしない。争いは………、心地よくない。

　だから、亜あ夢むは力をつかうことにした。

　およそ一〇ヶか月げつ前。事故のあとつかえるようになった力だ。この力だけは、いまだ悠ゆう斗とにも黙っている。あまり気持ちのいいものではないから……。

　霊が視みえる。霊体に触れることができる。そしてもうひとつ、兄がもっていない、亜夢だけが手に入れた能力……。

「〝お互いに支え合わなきゃ。キャプテンと副キャプテンなんだから、助け合わなきゃ。意見がぶつかったときは、もっともっと寄り添えるチャンスだと思って、相手の言葉に耳を傾けなきゃ。ハナノちゃんとユキミちゃんは、空手部の仲間なんだからね〟」

　言こと霊だま。

　亜夢は、自らの力をそう呼んでいる。

　ハナノとユキミの目から、瞬またたく間まに怒りが消えた。眉根に刻まれた深いシワがとれ、きれいな顔になる。

　ふたりの心に言霊が染み入り、濁にごりを溶かし、仲間意識を呼び戻したのだ。

「あ～、えっとぉ、まぁ、とにかくごめん。言い過ぎた」

　ハナノが、組んでいた腕を解といた。

「こっちこそ、ムキになってたわ」

　ユキミが、恥ずかしそうに頭を掻かいた。

「〝仲よくね〟」

　亜夢はここぞとばかりに、ふたりへダメ押しの言霊を浴びせた。

　ハナノとユキミが、揃そろって笑みを浮かべてくれる。

　亜夢は、ポンと胸の前で手を叩たたき、

「それじゃ、お昼ご飯食べよ」

　自分の席にむかって歩き出した。

　見ていたクラスメートが、称賛の目を投げかけてくる。音を立てずに拍手をしてくれる子もいた。

　机の上に置いたままにしていた弁当箱まで、よくやった亜夢！　と褒めてくれたような気がした。

　言霊によって他人の意志を操作するなんて、本当はいけないことだと思ってる。でも、争いをなくすためだったら、つかってもいいはず。だれも悲しまないから。

　クラスの雰囲気がよくなれば気分がいい。

　そのぶんだけ、弁当もおいしくなるだろう。





第三章　ニョロりとすずめ




「はぁ～～～～～～～～～～～～～～～～～」

　帰りのＨＲが終わったあと、一いちノの瀬せ悠ゆう斗とは盛大にため息をついた。

　机に突っ伏してしまいたくなる気持ちをなんとか振り払い、席を立つ。

「一ノ瀬、放課後の予定はあるのか？」

　いっしょに立ちあがった桜さくヶらが丘おかひよりが、流れるように肩を寄せてくる。ふと、不審者に職質をかける警官を連想した。

「べつに、予定なんかないけど……」

「お前、なんの部にも所属していないのか？」

「してねぇよ」

「ふむ。帰宅部か。それなら、破は廉れん恥ちなことなど決してしない、清く正しく美しい人間のあり方について、わたしと語り合うか？」

「遠慮しとく」

　きょうの一限目にこのクラスへ押しかけてきたひよりは、二限目になる前に「一ノ瀬悠斗くん」から「一ノ瀬」へと呼び方を変えた。加えて、悠斗に対する二人称を「キミ」から「お前」に変更した。さらには、声こわ音ねの温度を一気に下げた。

　放課後になったいまも、胸に触られたことを静かに怒っているようだ。言葉の端々が、ずっと刺とげ々とげしいから。

　悠斗は、「亜あ夢むが待ってるから」とつぶやくように言って、カバンを手に歩き出した。

　当然のように、ひよりもついてくる。

　クラスメートたちから注がれる嫉しつ妬とと羨せん望ぼうの視線を引きずり、悠斗は廊下へ出た。そしてそのまま、さらに多くの注目を浴びながら下げ駄た箱ばこへむかう。

　歩きながら、一限目のことを思い出す。

　どうしてあのとき、ひよりの胸を触ってしまったのか。大宇宙の神秘的な力に誘いざなわれた、としか言いようのない事故だった。

　この左手で、隣に座ったひよりの左胸を、むにっとつかんだ。

　いまだかつて感じたことのない、衝撃的な手触りだった。直後、ひよりが悲鳴をあげた。ワダに目撃された。そして悠斗は、断だん崖がい絶ぜつ壁ぺきの縁に立たされた。

　授業中に女の子の胸を触るという、信じられないような痴漢行為に及んだ超絶変態として、連れん理り学がく院いんの歴史に名が刻まれることを覚悟した。

　だが、ひよりは騒ぎ立てようとしなかった。それどころか、「自分は触られてなどいない」と言い出した。しかも、悲鳴をあげたのは、「教科書のページをめくる際、一ノ瀬悠斗くんと指先が触れ合ってしまったため、恥ずかしさのあまり声をもらしてしまった」という、なんともカメリア女学院からの転入生らしい理由を捏ねつ造ぞうしてくれた。

　それでも「わたし、絶対に見たんだから。嘘うそじゃないわ！」と引こうとしないワダに対し、肉体からチビひよをわずかに出したひよりが、

『一いちノの瀬せ悠ゆう斗とくんは、わたしの胸に触れていない。あなたの見間違いだ』

　教室中に響く霊こ声えで言い放った。

　こうなればもう、先生を含め、クラス中の生徒たちは「なるほど、ワダの見間違いだったのか」と納得するしかない。

　ワダ自身も、「確かに、わたしの見間違いかも……ハハ、よく考えてみたら、一ノ瀬がそんなことするはずないよね。ほんとにごめん」と晴れやかな顔でそう言ってくれた。

　気の強い頑固なワダらしからぬ変わり様は、ちょっと不気味なくらいだった。

　そんなこんなで、悠斗は学院生活の危機をクリアすることができた。

　授業が再開されたあとすぐに、「一ノ瀬、お前を許したわけじゃないからな。勘違いするなよ。これは、あくまでも貸しだぞ」とささやいたひよりの横顔は、身震いしてしまうほど怖おそろしくて、それでいて、心が震えてしまうほどきれいだった。

　そして放課後まで……、ひよりから「借りを返すためにも、わたしの彼氏として振る舞う努力を怠るなよ」と言われ続けた。

　飛び抜けてきれいな女の子から彼氏として見てもらえているのだから、本来なら喜ばないといけないのだろう。が、「彼氏なら、肩をもんでくれ」「彼氏なら、お弁当をわけてくれ」「彼氏なら、しつこく話しかけてくる連中を追い払ってくれ」などなど、ことあるごとに頼みごとをされたため疲れてしまった。

　そもそも、悠斗には彼女をつくるつもりなんてないのだ。それよりも、亜あ夢むを守ることのほうがずっと大切だと思っている。

　ひよりは確かに、ドキッとするほどきれいな子だけど、中身がちょっと……。

　廊下を歩きながら、

「はぁ～～～」

　再びため息をもらしてしまう。

　ひよりが、細い眉をわずかにあげた。

「ため息ばかりついていると、幸せが逃げていくぞ？」

　不幸を運んできた張本人の口から出た言葉に、悠斗は苦笑いを浮かべた。

「じゃあ、逃げてった幸せをつかまえてくれよ。きょうは朝から不幸続きなんだよな」

「朝から不幸続き？　それはもしかして、わたしのせいだと言いたいのか？」

「あ～、ま～、ひよりのせいってわけじゃないんだけど……」

　はいその通り、あなたのせいです。とストレートに言えない悠斗である。本音をもごもごと口の中で転がしながら、歩き続ける。

　眉根を寄せたひよりが、ほんのわずかに目を尖とがらせた。

「わたしのせいで……」

「いや、だから違うって」

「わたしは……」

「ひよりが気にする必要ないから、さ」

「他ひ人と様さまに不幸を運ぶような……」

「おい、もういいから、不幸とか、変なこと言って悪かった。忘れてくれ」

「……忘れてくれ、だと？」

　彼女が薄い左胸を押さえた。そのまま、肩を大きく上下させる。静かに深呼吸をしているようだ。

　不意に、ひよりが悠ゆう斗との腕をつかんで足をとめた。

　当然、引きずられるかたちで悠斗も立ちどまる。

「なに？」

「〝忘れてくれ〟なんて、よくも真顔で言えたものだな。人は忘れようと意識すればするほど、逆にそのことを記憶に刻みつけてしまうものだ」

「へ？」

「一いちノの瀬せ、お前、わたしの、む、胸に触ったからといって、いい気になるなよ？」

　なんだ？　一限目のことを蒸し返すつもりか？

「い、言っただろ、オレの不幸はひよりのせいじゃないって」

「だが、そのように聞こえたぞ。イヤミなヤツだ。そうやってわたしの記憶に負い目を刻み込むことで、お前、自分の立場を少しでも有利なほうへもっていこうとしているな？」

「は？」

「有利な立場を固めたところでわたしの心をとり込み、長期的な彼女にしよう、などと考えているのではないか？　ふん、女子の胸をまさぐるようなヤツは、やはり浅せん慮りよだな」

「はぁ？」

「言っておくが、わたしはお前程度の男に心を許すような軽い女ではないからな」

「なに言ってんのか、サッパリわかんねぇぞ？　オレはべつに、ひよりを、そのぅ、なんだ、長期的な彼女にしようとか、考えてねぇよ」

「いま、言いい淀よどんだな？　心にやましいことがあるから、言葉がスムーズに出てこなかったんじゃないのか？」

「ったく、そう思いたきゃ、勝手にどうぞ」

「開き直りか？　思考の流れが幼稚だな。ふん、破は廉れん恥ち男らしい単純さだ」

　ひよりの手が、ギリリッと悠斗の腕をしめつけてくる。

　悠斗は微かすかなムカつきを抑えながら、再び歩き出した。

「逃げるのか？」

　ひよりも、悠ゆう斗との腕をつかんだままついてくる。

「逃げてねぇよ。そもそも、逃げる理由なんかねぇだろ」

「いや、視線が逃げてる。目が逃げるということは、心が逃げてるということだ」

「だから、逃げてねぇって」

　怒鳴りはしなかったものの、声にわずかな怒りが滲にじんでしまった。

「怒ったのか？　ふん、まぁ落ち着け。言い負かされて腹を立てる気持ちもわかるが、その前に自分の幸福を噛かみしめろ。そうすれば、すぐに笑顔をとり戻すことができるはずだ」

　お前が落ち着け、それから、いつ言い負かされたんだよ、という言葉をなんとか呑のみ込こみながら、悠斗は腕をつかんでいるひよりに目をむけた。

「オレの幸運って？　噛みしめるほどあんのか？」

「期間限定とはいえ、この桜さくヶらが丘おかひよりの彼氏に大だい抜ばつ擢てきされたんだ。飛び回って喜びを表現しろとまでは言わないが、もう少し嬉うれしそうな顔をしてもいいんじゃないか？」

「スゲぇ自信だな、おい」

「過剰にならない程度の自信がないと、わたしの世界では生き残れないからな」

「まさか、その世界にオレを引き込むつもりか？」

「そんなつもりは毛頭ないから、安心しろ。お前は、期間限定でわたしの彼氏になることだけを考えていればいい」

　ひよりが、ここでようやく腕を放してくれた。

　悠斗は、さらに質問を重ねた。

「さっき自分で言っただろ、〝お前程度の男に心を許すような軽い女ではない〟って。なのに、オレを彼氏にすんのか？」

「だから、〝期間限定〟だと言ってるだろう。間違っても〝無期限〟かつ〝長期的〟ではないからな、勘違いするなよ？」

「オレの力に興味があって、彼氏にするとか言ってんだろ？」

「そ、それは……」

　ひよりが言葉を詰まらせた。やはり、力が目当てのようだ。

「オレ、除霊師クリーナーになるつもりないから」

　悠斗は、すかさず先手を打った。

　本格的に除霊仕事をはじめれば、亜あ夢むといてやれる時間が激減してしまうだろう。それだけは絶対に避けなければならない。ひよりは、除霊師の世界に悠斗を引き込むつもりはないと言ったが、その言葉が本当だという保証はどこにもないのだ。

　ひよりが、気持ちを整えるように薄い肩を大きく上下させたあと、口を開いた。

「一いちノの瀬せ、お前の力は確かに素晴らしい。しかし、霊れい障しよ対うた策いさ部くぶに引き入れようとは考えていない。それだけは信じてくれ」

「じゃあ、オレを期間限定で彼氏にする理由、キッチリと説明してくれよ」

「そ、そのときがくれば、わかる。お前は、降ってわいた幸運に酔い潰つぶれないよう、気をつけていればいいんだ」

「なんだよそれ、意味わかんねぇ、だいたい……」

「胸、触ったくせに」

「うっ」

　悠ゆう斗とは、出かかった言葉を呑のみ込こんだ。

　勢いのまま文句を連発し、可能なら学院から追い払おうと頭の隅で考えていたことが、ひよりの「触ったくせに」というひと言で見事に消し飛んだ。

「あ、あれは、なんだ、ひ、ひよりが、マナー違反をしたから、あ～、つい、こう……」

　左手には、いまなお夢のような感触が残っている。ふにっ、ふにっ、と。

　思わず、左手の五指をワキワキと動かしてしまう。

「その指の動き、いやらしさがにじみ出てるぞ？」

「う、あっ、こ、これは……」

　悠斗は慌てて、左手を背に隠した。完全に押されている。形勢不利。いや、もうほとんど逆転されている。

　ひよりが、切れ長の目に真剣さを滲にじませた。

「わたしは、破は廉れん恥ちな男を軽けい蔑べつしている。だから、一いちノの瀬せ、お前のことはあまり好きになれない。しかし、お前はクラスの友人たちから高く評価されていた。ということは、それほど悪い人間ではないのだろう。そのくらいの推測は、わたしにもできる」

「そりゃどうも」

　悠斗は、軽く肩をすくめた。どう返事をすればいいのか、よくわからない。

　ひよりが、言葉を続けた。

「正直なところ、お前を好きにはなれないが……それでも、努力しよう。だから一ノ瀬、お前も、五日間だけでいいから、わたしの彼氏になれるようにがんばってくれ」

「だから、その理由を……」

「そ、そのときになったら、わかる、と言ったはずだ。とと、とにかくわたしは、お前を彼氏にできなかったときは、天職だと思っている除霊師クリーナーを辞める覚悟だ」

「辞めるって……そんな、大おお袈げ裟さに考えなくても……」

「それほどの覚悟をもってお前に接している、ということだ。だから一ノ瀬も、くじけることなくがんばってくれ」

　ひよりが、ポンと悠斗の肩を叩たたいた。そして、半ば無理やりといった様子で唇の両端をつりあげる。ニッと白い歯も見せてくれた。

　だが、彼女の目は少しも笑ってなくて……。




　悠ゆう斗とは、ひよりといっしょに靴を履きかえ、校舎の外へ出た。校門のそばに建つ校訓が刻まれた石碑の前で、亜あ夢むが待っているはずだ。

　高等部の校舎を右手に見ながら、ふたり肩をならべて歩いた。

　午後の光がひよりの長い黒髪をすべり落ち、ゆれる毛先から足もとへ流れ落ちていく。その際、わずかに散った光の粒子が舞い踊り、彼女がまとう透明感をより一層際立たせた。

　そんなひとコマだけを見れば、桜さくヶらが丘おかひよりという少女の美しさは文句のつけようもないように思えた。妖精的でさえある。

　悠斗は、彼女の横顔に思わず見とれてしまった。

　五日程度なら彼氏の真ま似ね事ごとくらい、いいかも……、とそんなことを考えていたとき、

「見つけたわよっ！」

　跳ねるような声が聞こえてきた。

　見ると、校門へむかう生徒たちの流れを逆走してくる少女がひとり。赤いショートヘアだから、嫌でも目立つ。さらには、身につけているのがカメリア女学院のブレザーであるため注目を集めまくりだ。

　ひよりの友だちか？

　悠斗は立ちどまり、駆け寄ってくる赤いショートヘアの子から、ひよりへ目を移した。

「一いちノの瀬せ、目を合わせるな。噛かみつかれるぞ」

　ひよりの小声を弾はじき飛とばすかのように、赤いショートヘアの子が目の前で急ブレーキをかけた。ズザザッと地面に靴底を擦すりつけ、赤い前髪をサッと掻かきあげたあと、ビシッとひよりを指差した。

「噛みつくかっ！」

　聞き逃さなかったようだ。

　ひよりより頭半分ほど背の低い子だが、瞳は倍ほども大きい。ぱっちりだ。輪りん郭かくも、シャープなひよりに対し、こちらはつるんとしたイメージの卵形である。明るく可愛かわいい感じの子だ。

　相手を見下すような感じで、ひよりがひょいと右眉をあげた。

「なにをしにきた？」

「あんたが最後のあがきをしてるって情報をつかんだから、ソッコーで邪魔しにきてやったのよっ！」

　あまりにもストレートな妨害宣言に、悠斗は思わず唸うなった。

　最後のあがきとは？　どんな邪魔をするつもりなのか？　いろいろわからないことがあるものの、回りくどいことを言わずズバッと敵対心を剥むき出だしにした少女に、ある種の爽さわやかさを感じた。

「あっ、ごめんなさい……」

　すぐさま悠ゆう斗とへむき直った彼女が、少々長めのスカートを押さえるようにして両手でカバンをもった。そしてそのまま、

「ご挨拶が遅れました。初めまして、南なんじ條ようすずめです」

　礼儀正しく頭を下げてきた。

「一いちノの瀬せ、悠斗です」

　悠斗もすぐに挨拶を返す。

　いい子じゃないか。と思う反面、カメリア女学院の制服を着たまま堂々と他校の敷地内に入ってくる度胸や、身にまとった言葉にできない雰囲気など、どこかひよりと共通するものを感じたから……、簡単には気をゆるめない。

　ひよりへむき直ったすずめが、再びその瞳にあからさまな敵意を宿した。

　そんなトゲのある視線を、ひよりが静かにうけとめる。

　見たところ、かなり仲が悪そうだけど……。

　悠斗は、そろそろ～っと歩き出した。

　争うのはいいけど、巻き込まないでくれ。そんな気持ちで校門を目指す。

「帰りに寄り道なんかしたら、先生に怒られるぞ？」

「学校サボったあんたに言われたくないわ！　除霊をしくじったんじゃないかって、心配しちゃったじゃない」

　心配しちゃった？　仲が悪いように見えて、実は仲がいいのか？

　ふたりは言い争いながらも、悠斗の後ろからついてくる。

「すずめがいたら、迷惑だ」

「わかってるから、きてやったのよ」

「邪魔だ」

「当然でしょ」

「わたしを怒らせるな」

「ふん、こんなに人の多い場所で闘やるの？　局のお偉いさんに呼び出されるわよ？」

「すずめ程度の小物なら、炎えん龍りゆうをつかうまでもない。速やかに終わらせてやるさ」

「言ってくれんじゃない。火事ニョロ抜きのあんたなら、ハッキリ言って楽勝ね」

「試してみるか？」

「望むところよ」

　やっぱり仲が悪いのか？

　背後から漂ってくる険悪な空気に、悠斗は慌てて振り返った。

「おい、ふたりとも、やめろって」

　両の拳を前に出し、ファイティングポーズをとっていたひよりが、チラッと悠ゆう斗とに目をむけた。瞬間、

「隙すきありっ！」

　右の袖そで口ぐちから、ジャキ─ン、と棒状のなにかをとり出したすずめが、それを振りあげた。　伸縮式の警棒だ。

　対して、冷静に反応したひよりが、電光の動きで右のローキックを放ち、いままさに踏み出そうとしていたすずめの左足を内側に蹴けり払った。

「いぃっ!?」

　アクション映画さながらに、すずめが勢いよく三回転したあと地面に転がった。その際、カメリア女学院の長いスカートがめくれあがり、白いふとももが丸見えになる。薄ピンクの下着もチラ見えだ。

「うきゃっ!?」

　慌ててスカートで足を隠したすずめが、顔を真っ赤にして立ちあがった。そのときにはもう、手にしていた警棒はどこかへ消えていた。

　周りの生徒たちが、何事かと足をとめている。いつの間にか、悠斗、ひより、すずめの三人を囲む人垣ができていた。

　ひよりは飛び抜けてきれいな子。すずめは人目を惹ひく可愛かわいい子であり、カメリア女学院の制服も着ている。そんなふたりがケンカをはじめ、可愛かわいいほうが蹴けり飛ばされて派手にスッ転んだとなれば、だれだって足をとめるだろう。












　すずめが、存在感のある胸の前で右手の中指を立てた。

「ニョロり、あんたの最後のあがき、どんなことをしても空振りさせてやるから、覚悟しなさいよっ！」

　カメリア女学院の生徒らしからぬ中指には見むきもせず、頭を振って黒髪を背に払ったひよりが、いきなり悠ゆう斗との右手をつかんで歩き出した。

「お、おい」

　肌が吸いついてくるような彼女の手を振り払うことができないまま、悠斗は引っ張られる力に逆らうことなく足を進めた。

　歩きながら、人垣を切り裂くように進むひよりに、

「なぁ、最後のあがきって、なんのことだよ？」

　そうたずねた。

「そ、そのときがくればわかる」

　ひよりは顔をむけてくれない。けど、彼女の耳……、赤くなってる？

「空振りよっ！　絶対に空振りさせてやるんだからっ！」

　大きな声を出しながら、すずめもついてくる。

　悠斗は、質問の相手を彼女へ変えた。

「最後のあがきって、なに？」

　途端、ひよりからキッとにらまれた。〝しつこいぞ！〟とその目が言っている。

　すずめが、ちょんと肩をすくめた。

「他人の秘密をペラペラしゃべる人って、信用できないでしょ？」

　つまり、教えないってこと？

　南なんじ條ようすずめという少女は、ひよりと仲がいいのか悪いのか、本当によくわからない。わかっていることは、カメリア女学院の生徒であり、そして除霊師クリーナーか、あるいはその関係者だということだ。

「あなた、一いちノの瀬せ悠斗くんって言ったわね。だいたいの流れは、局の人に聞いたから知ってんだけどさ」

「局の人？　ああ、霊れい験げん局きよくの……」

　ひよりが、悠斗の知らないところで連絡を入れたのだろう。

「悠斗くんって、ニョロりのことどう思ってんの？」

　いきなり、すずめがストレートな質問を投げてきた。

「ニョロ……って、ひよりのこと……」

　悠斗は、自分の手を引いて歩くひよりへ目をむけた。

　腰まで届く黒髪がゆれるたび、光の筋が次々と毛先へ流れ落ちていく。浮世離れしたイメージのあるカメリア女学院の生徒で、一般人とはほとんど交わることのない除霊師クリーナーでもある、今朝会ったばかりの女の子。

　そんな子をどう思っているのかなんて、すぐにはこたえられない。

　高等部と中等部をつなぐ並木道を左に折れ、校門まであと五〇メートルほどになったところで、すずめが悠ゆう斗との腕に肩を押しつけてきた。

「その女、見た目はまあまあだけど、中身はぐねぐねよ？　このままいったら、ぐねりんぐねりんになるけど、いいの？」

　ぐねぐね？　ぐねりんぐねりんになる？　炎えん龍りゆうのことを言ってるのだろうか？

「いいも悪いも、オレ、なにがどうなってんのか、よくわかってないんだけど」

「でしょうね。ニョロりのことだから、説明ナシでしょ？　で、強引にあなたを引っ張り回して……ったく、いい迷惑よね。だいたい、このぐねぐね女は……っ!?」

　右手のぬくもりが消えた……、と悠斗が感じたときにはもう、すずめの背後にひよりの黒髪がひろがっていた。

　ガシッ。

　彼女の細い腕が、背後からすずめの首に巻きついた。

　チョークスリーパーだと!?

　あまりの素早さに、息を呑のむことしかできない悠斗である。

　すずめが、腕のしめつけから逃れようと藻も掻がく。だが、ひよりが彼女の首に巻きつけた腕は、ガッチリと噛かみ合ったまま動かない。

「その姦かしましい口を閉じないと、シメ落とすぞ？」

　ひよりが、すずめの耳もとでささやいた。

「くっ、わ、わたしを、力でどうにかできるなんて、思ったら、大間違いよ！」

「すずめが気を失ったあと、この場に放置していくが………それでもいいか？」

「か、神様、こ、この、ぐねぐね女に、きっつい、天罰を……」

「スカートをめくったまま捨て置く、という方法もあるな」

「あ、あんた、相変わらず、容赦ナシ、ね」

「わたしの辞書に、〝容赦〟という文字はない」

「ふ、ふん、欠陥辞書を、自慢してんじゃないわよ」

「サヨナラ、すずめ」

「サヨナラじゃねぇ───っ！」

　ひよりとすずめの様子を眺めながら、悠斗はあらためて思った。

　このふたり、とっても仲よしなのでは？

　直後、ぐりっと右手首をつかまれ、ぐいっと後ろに引っ張られた。

「お？」

　手首をつかんできたのは、亜あ夢むだった。騒ぎに気づいて、やってきたのだろう。

「もぅ、ワケわかんないよぉ、どど、どうして除霊師クリーナーさんが学校にいるの？　お兄ちゃんのストーカーになっちゃったのかなぁ？　怖いよぉ。お兄ちゃん、に、逃げなきゃ。なんだかよくわかんないけど、と、とにかく逃げなきゃ」

　妹が、集まっていた生徒たちを掻かきわけながら、どんどん校門のほうへ進んでいく。怖がっているような、怒っているような、そんな表情だ。

　ぎゅぅぅっと握られた手首が、ちょっと痛い。




　亜夢に手を引かれて校門を通り抜けるとき、ふと気配を感じて振り返ると、足音もなくついてきていたひよりと視線がぶつかった。彼女の隣には、何事もなかったかのような顔のすずめもいた。

　悠ゆう斗とに少し遅れてふたりの存在に気づいた亜夢が、どこか怯おびえたような、そしてあきらめたような表情で兄の手首を放した。代わりに、ぴとっと体をくっつけてくる。

　学院から自宅である『ハピネスハイツ』まで、徒歩二〇分。

　帰り道をゆっくり歩きながら、ひよりとすずめの様子を怖こわ々ごわと窺うかがっていた亜夢に朝からの経緯を説明し、すずめのことも紹介した。

　ここで、すずめもひよりと同じ除霊師であることがわかった。

　亜夢は、除霊師ふたりを前にどこか緊張した様子ながら、悠斗の隣で、「彼氏にしてあげるとか、変じゃないかな？　学校まで追いかけてくるなんて、絶対おかしいと思うよ」とブツブツつぶやいていた。

　そんな亜夢に、「食べる？」とすずめがガムを差し出した。

　それを見て、悠斗は思い出した。きょうの一限目、自分もひよりにガムをもらっていた。ポケットに入れたままにしている。

「ガム噛かんでると、リラックスできるのよ。集中力も高まるし、眠気もとれるわ」

　というすずめの言葉を聞きながら、悠斗はひよりにもらっていたガムをとり出し、包みを解といて口に放ほうり込んだ。数回噛むと、ミントの味がひろがった。

　ひよりは、眠気覚ましのためにガムをくれたらしい。

　いつもの道をのんびりといきながら、思った。

　兄妹きようだいでガムを噛みながら歩くのは、初めてのことかもしれない。無言だけど、いっしょに噛んでいる、というつながりがなんだか心地いい。

　後ろから、ひよりとすずめがついてくる。このまま『ハピネスハイツ』に押しかけるつもりなのだろう。

　面倒なことにならなきゃいいけど……、という心配も、ガムを噛んでいるとほんの少しだけ和らぐような気がした。

　あくまでも、〝気がした〟だけなのだが……。




　予想通り、ひよりとすずめは『ハピネスハイツ』までついてきた。

　亜あ夢むが、困ったような、申し訳なさそうな、なんとも言えない顔でふたりを見ている。

　悠ゆう斗とは気持ちを固め、ひよりとすずめにむき直った。

「うちは狭いし、ゲームもないからな。お茶くらい出すけど、長居しないで帰れよ」

　築二五年の『ハピネスハイツ』は、ワンルーム、六戸の二階建てマンションである。

　悠斗と亜夢は、角部屋である一○三号室に住んでいる。裏道の途中にあるため、夜はとても静かだ。

　すずめが、少々壁の汚れた『ハピネスハイツ』の外観を眺めながら、

「わたし、コーヒー飲めない派なんだけど、ジュースとかある？　ないなら買ってくるけど……」

　通りのほうへ振り返った。

　くる途中にコンビニがあったから、そこで……、ということなのだろう。

　亜夢が、ふっと表情をやわらげた。

「アップルジュースがあります。あたしもコーヒーは苦手ですから。あ、お菓子もありますよ。ポテトチップスですけど」

「わたし、ポテチ好きよ」

「それじゃあ、アップルジュースとポテトチップスを出しますから、除霊のお話とか、いろいろ聞かせてください」

　言いながら、亜夢がカバンから玄関のカギをとり出し、鍵穴に差し込んだ。

　カチャリ、という音。

　ドアを開けた亜夢が、「どうぞ」とすずめに声をかけた。そのとき……。

　カチャリ、と横からも音が……。

「ん？」

　悠斗は一瞬、状況が呑のみ込こめなかった。

　どうして、ひよりが隣室のドアノブを回しているのだろう？　どうしてドアを開けているのだろう？　隣、ずっと空き部屋だったはずなのに……。

「桜さくヶらが丘おかさんは、お隣さん？　え？」

　亜夢が、きょとんとした顔をしている。

「ニョ、ニョロり、あんた、まさか……」

　すずめが、唇を震わせている。

「どういうことだ？」

　悠ゆう斗との問いに、ひよりが薄い笑みを浮かべた。

「国家権力をなめないでほしいな」

「権力、って……」

「そんなに驚くことか？　連れん理り学がく院いんへの転入だって、簡単にクリアしただろ」

「そのカギは、いつの間に？」

「局員が、わたしの指示通りに動いてくれた結果だ」

「ちょっと待て。じゃあ、霊れい験げん局きよくのヤツらが、うちの住所調べて、隣の部屋に入居手続きをしたってのか？」

「その通りだ。カギは郵便うけの中に入れておいてもらった」

「なんだよ、それ……」

「急ぎだったから内装は整えられていないが、まあ、四泊五日の滞在予定だからな、雨露がしのげれば十分だ。ここを拠点にして、一いちノの瀬せとの関係を築いていこうと思っているから、よろしく」

　ドアを開けたまま、ひよりが一○二号室の中を眺めている。

　なんだか焦ったような顔のすずめが、亜あ夢むに顔を寄せた。

「ね、亜夢ちゃん、このマンション、他に空いてるとこある？」

「えっと、ありません。空いていたのは、お隣だけです」

「だったら、この近くにマンションかアパートあるかしら？」

「いろいろありますけど、お部屋が空いてるかどうかまでは……」

「調べるしかないわね」

　すずめが、ブレザーの胸ポケットからケータイをとり出した。

　ひよりが、どこか勝ち誇った表情でそれを見ている。

　ケータイのボタンを操作しはじめたすずめの顔を、亜夢が横から覗のぞき込こんだ。

「あのぅ、南なん條じようさんも、えっと、お兄ちゃんと、そのぅ、かか、関係を、築きたいとか、思ってるんですか？」

「は？　関係？」

「ぁ、い、いえ、べつにあたしは、だ、だれとだれが、関係を築くとか、築かないとか、それは、その人たちの自由だと思ってますけど、でも、お、お兄ちゃんは、あたしの……」

「わたしの目的はひとつ！　ニョロりの妨害よっ！」

「え？　ニョロ、り、って……桜さくヶらが丘おかさんの、妨害、ですか？」

「ビシ──ッと邪魔してやるのっ！　火事ニョロなんて、ビシ──ッとやってやるわ！　ビシ──ッと！　なにがなんでもビシ──ッとね！」

「うちに泊まりますか？」

　微妙に強こわ張ばっていた亜夢の目が、パッと輝いた。

　ケータイの液晶に視線を貼りつけていたすずめが、驚いた様子で顔をあげた。

「いいの？」

「南なん條じようさんさえよければ」

「ほんとに？　わたし、寝言とか結構ひどいよ？」

「そのくらい大丈夫です。桜さくヶらが丘おかさんが四泊五日と仰おつしやってますから、南條さんもうちに四泊してくださいね」

「亜あ夢むちゃん、あなた、天使？」

「南條さんに泊まってもらいたいんです」

　亜夢が、天使よりも天使的な笑みを浮かべ、ちょこんと首を傾けた。青みがかったポニーテールの毛先が、ひょこっと跳ねあがる。

「ルーム・ゲェェェット！」

　近所迷惑などお構いなしに、すずめが叫んだ。両手を高々と頭上に突きあげている。目尻に涙まで浮かべて。

　妹とすずめのやりとりを眺めていた悠ゆう斗とは、そろそろとひよりへ目を移した。

　開け放ったドアの前で、悔しそうに下唇を噛かんでいる。

　亜夢がすずめを泊めるというのなら、反対はしない。でも、騒がしくなることは間違いないだろう。

　近所迷惑程度ですめばいいけど……。




　ひよりが『ハピネスハイツ』の一○二号室へ。

　一いちノの瀬せ兄妹きようだいとすずめは一○三号室へ。

「うははははははは！　ひとりでニョロニョロしてなさい！」

　玄関に入りドアを閉めようとしたひよりへ、すずめがそんなことを言い放っていた。

　眉根を寄せたひよりの瞳に、どこか寂さみしげな光が流れたような気がしたから……、悠斗は迷った。夕飯までまだ時間があるから、彼女も自分の家に招くべきかも、と。

　ポテトチップスの袋を開け、みんなでアップルジュースを飲みながら語り合うのも悪くない。そう思った。

　だが、声をかける前にドアが閉まってしまったため、その気持ちをひよりへ伝えることはできなかった。




　悠斗たちが家に入って五分もしないうちに、ピンポ～～～ンと玄関チャイムが鳴った。

「は～い。どちら様ですかぁ？」

　背伸びをして覗のぞき穴に左目をくっつけた亜夢が、「ぁ」と息をもらしたあと、すぐにドアを開けた。

　外に立っていたのは、桜さくヶらが丘おかひよりだった。連れん理り学がく院いんの制服から、長なが袖そでの白シャツとデニムのハーフパンツに着替えている。

　首にタオルをかけているのは、なぜ？

　胸に洗面器を抱えているのは、なぜ？

「なにしにきたのよっ！　ここはわたしの陣地なんだから、入ってこないでっ！」

　両足を投げ出して座っていたすずめが、跳ねるように立ちあがった。

　入室して五分ほどで、一いちノの瀬せ家を「わたしの陣地」と言いきってしまうほど、彼女は見事なまでにくつろいでいた。それを邪魔されてご立腹らしい。

　悠ゆう斗とは座ったまま、ひよりの言葉を待った。

「わたしの部屋、お湯が出ないんだ。申し訳ないがシャワーを貸してくれ」

　彼女が、一歩だけ玄関に足を踏み入れてきた。

「無断で侵入したわね!?　お湯が出ないなら、水を浴びなさいよっ！」

「想像力が欠如した愚か者のセリフだな。〝パンがなければお菓子を食べなさい〟と同レベルだと言わざるをえない。この寒さで水を浴びたら、鳥肌が生じてしまうじゃないか」

「サブイボくらいなによっ！　ちょ、なに靴脱いでんのよっ！」

「わたしの肌は繊細なんだ………お邪魔します」

　ひよりが、楚そ々そと室内に入ってきた。

　悠斗も亜あ夢むも、「どうぞ入って」とは言っていない。それでも、彼女は当然のような顔をしている。

　ドアを閉め、客が脱いだ靴を丁寧にそろえたあと、亜夢が部屋の中に戻ってきた。そして、ひよりの顔を見あげる。

「ガス、つかえないんですか？」

「そうなんだ。局員のお役所仕事は、まぁ、いつものことだが……」

「局員さんが、ガス会社に連絡を入れてなかった、ということですかぁ……」

「シャワー、借りてもいいか？」

　ひよりが、もっていた洗面器を見下ろした。

　悠斗は腰をあげ、その中を覗のぞき込こんだ。

　乳白色の石せつ鹸けんや、シャンプーやリンスと思おぼしき小さな容器がいくつか入っている。タオルの準備もＯＫ。シャワーを浴びる気満々だ。

　亜夢が、浴室を指し示した。

「あちらへどうぞ。夜は冷えますから、お水を浴びたら風邪ひいちゃいますよね」

　やさしい妹に、悠斗は気持ちの中で拍手を送った。

　一方で、素早く移動したすずめが、脱衣所へと続くドアの前で腕を組んだ。

「ダメよ亜夢ちゃん、この女を甘やかしたら、ぐねぐねとどこまでもつけあがるわよ」

　ひよりが目を細める。

「どいてくれ。すでに亜あ夢むくんの許可をもらっているんだ」

「いますぐガス会社に電話すりゃいいでしょ！　お湯が出るまでシャワー我慢しなさいよね！　ガスも水もタダじゃないんだから」

「わたしは、いますぐシャワーを浴びたいんだ。お礼はするつもりだぞ」

「ふん、本当はひとりじゃ寂さみしいから、シャワーを口実にこっちきたんじゃない？　あんた、すっごい寂さみしがり屋やだもんね」

「そ、そんなこと……きょ、きょうは慣れない環境に身を置いたから、緊張によって発汗量が多くて……それで、いつもより早めに、シャワーを浴びようと……」

「おでこに〝嘘うそ〟って書いてあるわよ。しかも太字の毛筆体で」

　ひよりが、サッと手で額を押さえた。頬ほおが紅あかくなっている。素直すぎる反応だ。

　すずめが、ニヤリと勝利の笑みを浮かべた。

「書いてあるわけないでしょ」

　悔しそうな顔で手を下ろしたあと、ひよりが口を開いた。

「すずめがどう言おうと、シャワーを浴びさせてもらうからな」

「わたしが先よ。あんたのあとにつかうのはイヤなの」

　両手を細腰に当てたすずめが、ぐっと胸を張った。身長はひよりより一〇センチほど低い彼女だが、胸囲は一〇センチほど勝っている。

　ひよりも引き下がろうとしない。

「シャワーの許可を得たのは、わたしのほうが先だ」

「この家に入ったのは、わたしが先よ」

　すずめも譲らない。

　そんなふたりの横から、亜夢がそろそろと口を挟んだ。

「それじゃあ、おふたりで仲よく入れば、いいのでは？」

　途端、ひよりとすずめが同時に手を伸ばし、それぞれ亜夢の腕をつかんだ。

　そして、

「亜夢くん、いっしょに入ろう」

「亜夢ちゃん、いっしょに入ろ」

　声を重ねる。

「え？　え？　あ、あたしも、ですか？」

　身を縮めた亜夢が、長いまつげをパタパタさせながら、ひよりとすずめへそれぞれ驚いた目をむける。

　やれやれと息をつき、悠ゆう斗とはテレビの前に腰を下ろし、リモコンを手にとった。

　シャワーを浴びる順番がどうなるにせよ、もうしばらく時間がかかりそうだ。





第四章　チェンジングルーム抗争




　一いちノの瀬せ亜あ夢むは、仕方なく平和的な解決法をとることにした。

　みんなでシャワーをつかう。我ながら名案だと思った。

　ほんの少しだけ唇を曲げたひよりとすずめだったが、文句は言われなかった。

　兄に及ぶ被害を最小限に抑えるためにも、自分が率先して動かなければならない、と亜夢は気持ちを引きしめた。〝熱烈な好意を表す言動〟とか〝互いの距離を縮めるような行為〟とか〝気を惹ひくための過激な行動〟とか、とにかく、できるだけ牽けん制せいしなければ。

　気持ちを固めて、桜さくヶらが丘おかひよりと南なんじ條ようすずめ、ふたりのお姉さんたちの相手を一手に引きうけなければならない。上手につき合って、できるだけ悠ゆう斗とと程よい間隔を保ってもらえるようにするのだ。兄は、世界でたったひとりの家族なのだから。大切な、本当に大切な、自分が〝この世界に引きつけられている理由〟そのものなのだから。

　ひよりは、局の人に寝間着を用意してもらったというから、着替えは必要ない。

　急きょ泊まることになったすずめには、かなりサイズが合わないけど兄のジャージを貸すことにした。袖そでと裾すそを折り曲げ、腰をビニール紐ひもでしばればなんとかなるはずだ。

　とにもかくにも、三人で脱衣所に入った。みんなでシャワーをつかう。とは言ったけど、悠斗はもちろん仲間に入れない。

　亜夢は、ひよりとすずめにバスタオルを用意してあげたあと、ふたりが服を脱ぐ様子を見てちょっとだけ後悔した。自分と、いろいろ、差がありすぎたから。

　ひよりには、贅ぜい肉にくらしい贅肉がほとんどなかった。それでも、筋肉質というわけでも、ガリガリでもない。やわらかさよりも硬質さを漂わせるボディラインは、とてもバランスがよかった。

　整った顔は小さく、かたちのいい胸は小ぶりで、お腹なかはしまり、腰は細く、足が長い。

　かっこいい女性という印象だけど、まるで発光しているかのような長い黒髪を頭の上でまとめる仕草は、同性の亜夢でさえ色気を感じてしまうほど艶つやっぽかった。

　亜夢の横で、まるでだれかとスピードを競っているかのようにカメリア女学院の制服や下着を脱いでいくすずめは、ひよりとはまた違ったシルエットをもっていた。

　全体的に引きしまってはいても、女の子としてのやわらかさと丸みを決して忘れていない。特に目立っているのは、胸の大きさとかたちだった。まさに理想的、と言っていいかもしれない。

　すずめのスタイルに違和感なくピッタリとくっついているその胸は、大きすぎず小さすぎず、重力をものともしない張りをもち、確かな存在感を品よく示している。

　このふたりといっしょに服を脱がなければならないなんて……。

　亜夢は、まったく自己主張をしようとしてくれない自分の胸に手を当てた。

　まるで成長してくれなかった胸。これから先も、間違いなく成長しない胸。身長のほうも、今後に期待できなくて……、なんだか悲しくなってくる。

　ふと、ひよりのみぞおちに目が留とまった。

　黒髪の輝きやスタイルのよさに気をとられ、いままで気づかなかったけど……。

　円形の紋様があった。透明な肌に溶け込むかのような銀色だ。

　直径五センチほどの円は三重になっており、その中によくわからない文字、のようなものがいくつもならんでいる。

　偽物？　それとも本物？　もし万が一、本物だったら、肌に入れた理由は？

　除霊師クリーナーだから、いろいろ変わっているのかもしれない。

　ジロジロ見るのは失礼だ。すずめも、ひよりの刻印には目をむけようともしない。

　亜あ夢むは、なにも見てませんよ、といった演技をしつつ、脱いだ服をたたんだ。

　むにっ。

「ひゃ、ぁん」

　ひよりが、艶なまめかしい声をもらした。

　すずめが、予告も遠慮もなにもなく彼女の胸をつかんだのだ。両手で、左右の胸を、むにっと。












　すぐに冷静さをとり戻したひよりが、

「なにをする？」

　冷たい目ですずめを見下ろした。それでも、頬ほおが微かすかに赤みをおびている。

「ちょっぴり、ね」

　小ぶりな胸から両手を放したすずめが、どこか勝ち誇った笑みを浮かべた。

　一瞬、ひよりの体がぐらりとゆれた。まるで、見えないカナヅチでポカ──ンと頭を殴りつけられたかのように。

　しかし彼女は、なんとか踏みとどまった。そして、すかさず反撃に移った。

　ポン、とすずめの赤いショートヘアに右手をのせた。もひとつポン。さらにポン。

　計三回、すずめの頭を軽く叩たたいたあと、

「成長ストップの呪いをかけた」

　耳を疑うようなセリフを口にした。

　亜あ夢むは思わず、両手で唇を押さえた。

　成長ストップの呪いだなんて、なんと絶望的な。冗談だとわかっていても恐ろしい。

「この陰険ニョロり！　ちょっと背が高いからって、見下ろしてんじゃないわよっ！」

「すずめが先に手を出したんだぞ？　お陰で、わたしのハートはズタズタだ」

「真顔で嘘うそつくなっ！　あんたの心臓、鋼鉄製でしょ？　ふふん、心臓が冷たすぎるから、胸が育たないのかもね」

「わたしの胸は………ひ、控えめなだけだ」

「この貧乳ニョ……」

　すずめにみなまで言わせず、ひよりがまたポンポンポンと彼女の頭を叩いた。

「すずめにチビッチョ・オブ・ザ・イヤーの栄はえある称号を与え……」

「言わせるかぁっ！」

　すずめが、ひよりの足に蹴けりを放った。が、サッとかわされ空くうを切る。

　ひよりがすかさず、しなるような蹴りを出し……、こちらはピシャ、とすずめのふくらはぎにヒットした。

　間を置くことなく、ふたりの蹴り合いがはじまった。

　亜夢は、洗面所兼脱衣所という狭い空間ではじまった子どものような全裸の攻防に割って入ることができず、「あわわわわわ」と見ていることしかできない。

　全裸のひよりとすずめが、足技だけでビシッ、バシッ、ピシャ、パシッ、ビシャ、と互いの足を蹴り合い続ける。

　応酬の最さ中なか、ひよりの胸がぷるっ、ぷるるっ、と小刻みにゆれ続けているのに対し、すずめの胸はぶるん、ぶるるん、と圧倒されそうなほどの躍動感を放っている。

「やめるんなら、い、いまのうちよ？」

　すずめが、ニヤリと笑みを浮かべた。ビシッ。

「やめたいなら、そう言ってくれ。許してやるぞ」

　ひよりが、しなるような蹴けりを出す。ズビシッ。

「ふ、ふん。い、痛くなんかないわよ。あんたの蹴りなんて、ゴムパッチン程度の威力しかないし、ね」

「本気で蹴れば、すずめの脆ぜい弱じやくな足をへし折ってしまうからな。できるだけ力を抑えているんだぞ？　しばらく松まつ葉ば杖づえで生活してみたいなら、すぐにでも……」

「ニョ、ニョロりのくせに……」

　すずめの大きな瞳に涙が溜たまっているのを見て、亜あ夢むはとっさに口を開いた。

「お、お風呂、入りませんか？」

　その声に、ひよりがスッと亜夢のほうへ視線をむけてくれた。そのとき、

「隙すきありぃ！」

　ぴょ～んと、すずめが跳んだ。

　このタイミングで跳ねる理由が、亜夢にはまったくわからない。蹴り合いをやめることができたはずなのに……。一発逆転のチャンスだと勘違いをしたのかもしれない。

　亜夢は目を見開いた。時間的には、ほんの数秒の出来事だったはずだ。それなのに、ふたりの動きがいくつもの映像として脳内に焼きついた。

　両手をひろげて跳びあがったすずめが、「必殺、ニョロり刺し！」と叫びながら右の前蹴りを放った。まるで、獲物を狙ねらう鷹たかのように。

　対するひよりは、エサをつついていた鶴が長い首をもたげるように、素早く右足をあげた。そして、躊躇ためらうことなくすずめに突き出した。こちらも前蹴りだ。

「っっっ!?」

　白すぎる素足と素足が交差する。

　ひよりの右足が、すずめの胸にヒット。

　すずめの右足は、悲しいかな……、ひよりの体には届かない。

　長さの違いは明らかだった。

「どおぉぉっ!?」

　蹴り飛ばされたすずめが、背中から脱衣所のドアにぶつかった。

　バアアアアン！　と大きな音がして……。
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　バアアアアン！　という派手な音に、一いちノの瀬せ悠ゆう斗とはわずかに腰を浮かした。

　なんだ!?

　反射的に音の出所へ体をむけ、その光景を目まの当あたりにして、

「ふぉっ、おおぉっ!?」

　息の塊を吐き出した。

　全裸っ!!

　どうして、脱衣所のドアを乱暴に開け放ったんだ？　どうして、すずめが転がり出てきたんだ？　どうして、素っ裸のまま？　どうして……？

　様々な疑問を胸に、悠ゆう斗とは凝視みた。

「痛たたぁ」

　四よつん這ばいになって顔をしかめているすずめの胸は、重力に引っ張られ、深い谷間をつくっている。

　わずかに視線を動かしただけで、脱衣所にいたひよりの裸体もグサ────────ッと脳内に突き刺さってきた。長髪を頭の上でひとまとめにした色っぽい姿が、しっっっかりと目に焼きついた。

　彼女の隣で、亜あ夢むがバスタオルを胸に押しつけたまま、わなわなと唇を震わせている。

「……………………………………………………………………………………………………」

　部屋の中に微妙な空気がひろがっていく。

　悠斗は、バクバクバクッとアップテンポで躍おどりはじめた心臓をどうにかこうにか制御しながら、声を絞り出した。

「お、おい、お前ら、ちょ、騒ぎすぎだろ？　近所迷惑、だから、もう少し静かに……」

「にゃ──────────っ！」

　悠斗の視線に気づいたすずめが、左右の腕で胸を覆おおい隠し、両足をピタリと閉じてアルマジロのように丸くなった。

「きゃ─────っ！」

　すぐにひよりが、バスルームの中へ逃げていく。

「お兄ちゃん、あっちむいててっ！」

　バスタオルを手に脱衣所から駆け出てきた亜夢が、縮こまっているすずめの体にそれをかけた。

　悠斗は、慌ててテレビにむき直り、意味もなくボリュームをあげた。

　すずめの大きな胸が、頭から離れない。

　ひよりのスレンダーな肢体が、脳内に貼りついている。

　頭がクラクラしてきた。
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　一いちノの瀬せ亜夢は、仰むけになったまま静かに目を開けた。眠気は微み塵じんもない。一日の疲れも残ってはいない。頭もクリアな状態だ。

　枕もとの置き時計を見た。二三時五八分。

　亜夢は、ぼんやりと時計の数字を眺めた。「五八」の数字が「五九」に変わる。

　きょうはいろいろあった。

　朝、生まれて初めて除霊師クリーナーに出会った。と思いきや、放課後にもうひとり現れた。

　桜さくヶらが丘おかひよりと南なんじ條ようすずめ、兄と同い年のお姉さんたちだ。しかも、カメリア女学院のお嬢様方である。ふたりは、誘ってもいないのに『ハピネスハイツ』までついてきた。

　ひよりは、まさに電光石火の早業で隣人となり、すずめはいま、自分の隣で寝息を立てている。

　最初は警戒したけど、ふたりとも自分をいじめたりするようなことはなく、とてもやさしくしてくれた。ひと騒動してからシャワーを浴びたときも、その後いっしょに夕食を食べたときも、ふたりはずっと亜あ夢むに親切だった。

　そしていま、こうして布団に入っている。

　ひよりは隣の一○二号室へ。すずめは、亜夢と同じ布団の中へ。

　すずめは自分で寝言がひどいと言っていたけど、「ニョロりめぇ」とか「火事ニョロ覚悟ぉ」とか「ニョロニョロぉぉ」などなど、ささやく程度の小声ばかりで、なんの苦にも感じない。

　耳を澄ますと、部屋の中央に置いた衝つい立たてのむこうから悠ゆう斗との寝息が聞こえてくる。

　兄がつくり出す、規則正しい音。落ち着く音。ずっと聴きいていたい音。

　夜は、目を閉じて静かにしていないといけない。ウロウロしたら、兄の安眠を邪魔してしまうから。

　亜夢は、そっと目を閉じた。

　悠斗とすずめの寝息が聞こえてくる。

　いつもとは、ほんの少し違う夜。でも、いつもと変わらない夜。

　いつもと同じ。眠気はない。

　目を閉じたまま、亜夢はお腹なかの上で両手を重ねた。こうしていれば、そのうち朝になる。

　朝になれば、また素敵な一日を送ることができるはず。

「？」

　ふと〝声〟が聴きこえた。

　だれかが、自分を呼んでいる。やさしい感じで。親しい友だちに呼びかけるように。

　だれ？

　目を閉じたまま、亜夢は意識をひろげた。

　すずめは、枕に頭を沈めた三分後には寝息を立てはじめ、一〇分ほど経たったあたりから寝言をつぶやきはじめた。だから違う。

　兄も寝てるはず。

　呼んでるのは、だれ？

　声なき声に手を引かれるように、亜夢は布団から出た。

　隣で寝ているすずめは、「火事ニョロぉ、やめれぇぇ」とむにゃむにゃ言っているだけで、亜あ夢むの動きに気づいた様子はない。

　呼んでる人は、外？

　悠ゆう斗ととすずめを起こさないよう、亜夢は足音を忍ばせて玄関へむかった。




　闇と溶け合っているかのような外灯の光が、裏道を弱々しく照らしている。

　暗い、というだけで微かすかな恐怖を感じた。それでも亜夢は、大通りのほうから流れてくる雑多な音に怯おびえを紛れさせながら、足を進めた。

　呼んでるのは、だれ？

『ハピネスハイツ』の前にある六台分の駐車スペースには、だれの姿も見えない。

　マンション前の細い道にも、人影はないようだ。

　亜夢は、いまにも切れてしまいそうな細い糸を手た繰ぐるように、ゆるゆると歩いた。踏み出す一歩の感触が、とても曖あい昧まいだ。

　だれ？

　唇を動かすことなく、暗い道の先へ声をかけた。が、なんの返事もない。

　道に足を踏み出……………、そうとしたそのとき、後ろから肩をつかまれた。

「ぴっ!?」

「そこから先は危険だ」

　亜夢の肩をつかんだのは、ひよりだった。花柄の寝間着姿だ。

「桜さくヶらが丘おか、さん？」

　亜夢は、思わず背筋を伸ばした。頭の中に清風が流れ込んでくるような感覚に、ぷるっと身震いする。

「亜夢くん、あそこを見てくれ」

　ひよりが指し示した先、電柱の陰になにかが立っていた。暗く闇らい、とても悄く然らい存在だと思った。

　ひよりが、亜夢の肩から手を放した。

「安心してくれ。この建物の周囲には結界を張ってある。だから、住人の心身が邪悪な霊に蝕むしばまれることはない」

「結界、ですか？　いつの間に……」

「昼間、局員に指示を出しておいた。穢けがれてない霊ならば素通りできるが、悪霊にとっては強力な壁となる拒きよ邪じや結界だ」

「穢れてない霊は、素通り、できちゃうんですね」

「穢れなき霊は無害だから、心配しなくていい。我々が警戒すべきは、邪悪な霊だけだ」

「邪悪な霊、って……」

「例えば、ヤツがそうだ」

　途端、ひよりの目から温度が消えた。彼女の鋭い視線が、電柱の陰に突き刺さる。

「ぁ……」

　亜あ夢むは思わず、両手で口を押さえた。

　電柱の陰から影があふれ出てきた、と思ったときにはもう背の高い男の姿になっていた。

　スペード。きのうの朝、登校途中に遭あった突然変異霊ミユーテストだ。タキシード姿は似合っていると思うけど、真夜中だとさすがに異様さが際立って見える。

　スペードが、軽く右手をあげたあと、夜空へ舞いあがった。カラスだろうか、タキシードを着た黒っぽい鳥になって大通りのほうへ飛び去っていく。黒い鳥は、すぐに暗色で塗り潰つぶされて見えなくなった。

　ひよりが、軽く息を吐いた。

「アイツは無む軌き道どうだ。そのときどきで、興味があるものにちょっかいをかける」

「ちょっかい、ですか？」

「興味を示したモノへの接し方はそのときどきで違っているが、最終的には破壊するか、あるいは喰くってしまうというパターンが……」

　ひよりが、急に口をつぐんだ。そして、探るような目を亜夢へむけてくる。

　亜夢は、体の芯が冷たくなっていくのを感じながら、彼女の目をうけとめた。

「お、おい、いまの、あのスペードってヤツじゃ……」

　不意に、後ろから声が聞こえた。

　振りむくと、小走りに近づいてくる悠ゆう斗との姿が見えた。

　兄の声を聞き、その顔を見ただけで気持ちが安らぐ。

「お兄ちゃん。あたし、よくわかんないまま、道に出ようとしてて……危ないところを桜さくらヶが丘おかさんに助けてもらったの」

「助けてもらったって……スペードが、どうして、ここに……」

　悠斗が、亜夢とひよりを交互に見ながら足をとめた。外灯の光が、驚きに固まった兄の顔を浮かびあがらせる。

　三秒ほど無言のときが流れたあと、ひよりが口を開いた。

「立ち話もなんだから、ふたりともうちにこないか？」
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　一いちノの瀬せ悠斗は、亜夢といっしょにひよりの部屋へ入った。

　つい五分ほど前、「秘技っ、ニョロりぺったんこ！」というすずめの奇妙な寝言で目を覚ました。その際、ふと気になって衝つい立たてのむこうを覗のぞき込こんだ。そこで亜夢の姿がないことに気づき、家の中をざっと探した。が、妹はどこにもいなかった。ワンルームマンションだから、隠れる場所など限られているのに。

　不安に背を押されるようにして、すぐに外へ出た。そして、亜夢とひよりを見つけた。消え去る直前のスペードもいっしょに。

　そんな流れでいま、ひよりに誘われて彼女の部屋にお邪魔している。

　ひよりが、小型の冷蔵庫から五〇〇ミリリットルのペットボトルを三本とり出し、そのうちの二本を床に置いた。そして、残り一本を手にしたまま腰を下ろす。

「申し訳ないが、急な入居だったため、座布団がないんだ」

「あ、そんなこと気にしないでください」

　亜あ夢むが首と手をぷるぷる振りながら、置かれたペットボトルの前に素早く腰を下ろした。

　悠ゆう斗とも、冷たい床にあぐらを掻かいて座った。そうしながら、それとなく部屋の中を見回した。

　室内に置いてあるのは、悠斗の腰よりも低いずんぐりとした冷蔵庫と一四インチの液晶テレビ、そして布団一式だけ。あとはなにもない。自分の家と同じワンルームだが、こちらのほうがずっとひろく感じる。

「冷たいものしかないが、よかったら飲んでくれ」

　ひよりが、悠斗と亜夢の前に置かれたペットボトルを指し示した。

「ど、どうも……」

　亜夢が、すかさずペットボトルを手にとり、キャップを開けた。

「じゃあ、遠慮なく」

　悠斗も、『究きわ渋しぶ茶ちや』というラベルを張られたペットボトルを握った。途端、手にひんやりとした冷たさが伝わってくる。桜も散ってしまったとはいえ、五月の夜はまだまだ寒い。それなのに、しっかりと冷えたお茶を出されたら……、ちょっとつらい。

「いただきます」

　礼儀正しく言って、亜夢がペットボトルの飲み口に愛らしい唇をつけた。

　コク、とひと口だけ飲んだあと、なんだか微妙な表情になった。ゴクゴク飲まないということは、やっぱり冷たすぎるから？

　ひよりがこちらの手もとに視線を貼りつけていることに気づいたため、悠斗もキャップを開けて究渋茶を飲んだ。

　コク。

　く、ぅおおぅ!?

　こんな商品を開発したヤツは、どこのどいつだ。お茶農家に謝れ。渋さを破壊的なまでに研ぎ澄ましてどうすんだ。商品名に偽りナシだけど、これはやりすぎだろ！

　そう思っても口には出さない。

　亜夢と顔を見合わせ、互いに苦笑いを浮かべるだけにとどめておく。

「そのお茶、特注だぞ？　なかなか手に入らないんだからな」

　得意顔のひよりにも、とにかく笑みをむけた。




　悠ゆう斗とは、ちびりちびりと究きわ渋しぶ茶ちやをなめながら、亜あ夢むやひよりの様子を窺うかがった。

　微妙な空気が漂っている。

　つい先ほど、スペードが姿を現した。妹になんの危害も加えることなく消えてくれたが、直後に聞いてしまったひよりの言葉が、いまも耳から離れない。

『興味を示したモノへの接し方はそのときどきで違っているが、最終的には破壊するか、あるいは喰くってしまうというパターンが……』

　亜夢は、スペードに興味をもたれたのか？

　不安が、じんわりと大きくなっていく。

　悠斗は、対悪霊の専門家プロであるひよりに、どこかすがるような気持ちでたずねた。

「あのスペードってヤツ、簡単に除霊できんだろ？」

　亜夢がなにか言いたそうな目をむけてくるが、口を開こうとせず、すぐにひよりへ顔をむけた。

　ひよりが、自らのみぞおちに右手を押し当てた。

「心配するな。ヤツは、わたしが必ず除霊する」

「できるんだな？」

　しつこいようだけど、確認せずにはいられなかった。

　そんな悠斗に、ひよりが微かすかにトゲを含んだ目をむけてくる。

「貴様も見ただろう？　ここの刻印を……」

　彼女が、みぞおちに当てていた手を、きゅっと握りしめた。

「いや、み、見てない、けど……」

　ひよりの裸を見たのは、ほんの一瞬だったから……、どこがどうだったかなんて、細部まで覚えていない。ただただ、整っていて、透明で、きれいだな、と。

　そんなことより、悠斗に対するひよりの二人称が、「お前」から「貴様」に変わっていることが気になった。裸を見てしまったのは、不可抗力だったのに……。

　ぎゅ～。

「んな!?」

　いきなり、亜夢から腕をつねられた。そんなに痛くないけど……、なぜ？

「お兄ちゃんのバカ」

「？」

　唇を突き出したままの亜夢は、手にした究渋茶のペットボトルを凝視したまま動かない。

　つねったあと、どうして「バカ」なのか？　怒ってる？　理由がさっぱりわからない。

　ひよりが、ふっと息を吐いたあと、再び口を開いた。

「この刻印は、炎えん龍りゆうをわたしの魂に封印するためのものなんだ」

「炎えん龍りゆうを封印って……」

「わたしの霊力は、本来ならすずめより弱い。だが、この龍神霊を体内に封印しているお陰で、高い霊力を維持することができている」

「体の中に、へ、ヘビが、いるんですか？　ヘビは、に、苦手なんです」

　亜あ夢むが、ぷるるっと細い体を震わせた。

　それに対して、ひよりが微笑ほほえんだ。

「ヘビではなく、龍なんだが……まぁ、とにかく安心していい。炎龍は、決して人に危害を加えない。呑のむのは霊だけだ。きのうの朝、亜夢くんたちに襲いかかったのは、なにかの間違いだと……」

「霊を、呑のみ込こむんですか？」

　ひよりの言葉を遮るようにして、亜夢がまた、ぷるるっと体を震わせた。

　そんな妹を横目に、悠ゆう斗とはきのうの朝のことを思い出した。

　数多くの悪霊たちを次々と呑み込んでいく炎龍の力と存在感は、まさに圧倒的だった。そんな炎の龍が自分たちに牙を剥むいた理由は、いまのところ不明だ。ひよりは、「なにかの間違い」だと思っているようだけど……。

「わたしが解とき放てば、炎龍は霊しか視みなくなるから、滅めつ多たに解放しないんだ。戦術的な面から見たら、つかい勝手が極端に悪くなるからな。再封印も面倒になる。だからいつもは、破魔刀〝徒あだ桜ざくら〟の刀身として炎属の力を少々借りるだけにとどめている」

「ヘ、ヘビが刀の刃になるなんて、考えただけでも怖いです」

　亜夢がまたまた、ぷるるっと体を震わせた。

「ふふ、わたしの〝徒桜〟は、刀身を何度砕かれても、霊力さえあればその度につくり直すことができるんだぞ？」

　どこか自慢げに言ったあと、みぞおちから手を放したひよりが、ここでようやくペットボトルのキャップを開け、中身を口に流し込んだ。細いノドを鳴らし、おいしそうにゴクゴク飲んでいる。そして、ボトルの三分の一ほどを一気に飲み、軽くキャップを閉めたあと、言葉を継いだ。

「炎龍の力をつかえば、スペードと互角以上に渡り合える。だから、あんな〝人間に戻りたい〟だなんて荒こう唐とう無む稽けいなことを考えているような、下品で下劣な変態ミューテストを怖おそれる必要なんてないんだ」

　ぴょ～ん、と亜夢の両眉が跳ねあがった。

「人間に戻りたいって……あのスペードって悪霊は、ミューテストなんですよね？」

「ああ、愚ぐ昧まいなミューテストだ」

「ミューテストが、人間に戻れるんですか？」

　亜夢が、ググッと身をのり出した。

　妹の食いつきに、悠ゆう斗とは驚いた。

　ひよりが、究きわ渋しぶ茶ちやのペットボトルを口へ運び、ひと口、クピッとのんだあと、

「亜あ夢むくんは、ミューテストが人間に戻れるという話に興味があるのか？」

　そう亜夢に問いかけた。

「い、いえ、興味というか、その、ミューテストって、ちょっと変わった霊ってことですよね？　だから、霊が人間に戻れたら、その、すごいことかも、とか思って……」

　亜夢が、悲しそうに目を伏せた。

　悠斗は、すぐに気づいた。

　妹が、事故で喪うしなった両親のことを想おもっている、ということに。もし、親が霊になってどこかを彷徨さまよっていたなら、人間に戻してやることができるかも……、なんて考えが、脳裏をよぎったのだろう。

　ひよりが下唇を噛かんだ。彼女が握っていた究渋茶のペットボトルから、ペコッという間の抜けた音が聞こえた。

　ひよりと亜夢が見つめ合う。

　悠斗は交互に、ふたりの女の子へ目をむけた。

　霊が人間に戻れるなんて、無理だろ？　そんな考えが、頭の中をたゆたっている。

　数秒後、ひよりが噛んでいた唇を開いた。

「霊魂が肉体を離れたあと、どのような要因のもとにミューテストとなるのか……現代の研究では、いまなお謎とされている」

「それって、〝霊が人間に戻れる可能性があるかもしれない〟ということですか？」

　亜夢の表情が、わずかに輝きを増した。

　ひよりが、すぐに視線を床へ逃がした。

「肉体を離れた霊が神秘的なところへ還かえるのは、この世界の理ことわりなんだ。だから………霊が人間に戻れるなんてことは、絶対に、ない」

「で、でも、ミューテストのことが謎だっていうのなら、〝生き返るのは無理〟だって言いきることのほうに、その、あの、無理があると思いますけど」

　突然変異霊ミユーテストが人間に戻れる……、かもしれないという曖あい昧まい模も糊ことした情報に、亜夢が執しつ拗ように食いついていく。どこか必死さまで漂わせて。

　なぜ？　父と母は、すでに天へ昇ってしまったというのに……。もし霊になっていたとしたら、会いにきてくれるはずだ。地上に残った息子と娘は、霊を視みることができるのだから。触れることだってできるのに。

「亜夢くんは、ミューテストに関心があるのか？」

「ぅ、ぃ、いえ、ただ、スペードが人間に戻れば、もう悪いことができなくなるんじゃないかって、思ったんです。鳥になって逃げていくこともできなくなりますし、も、もしかしたら、お友だちになることだって……」

「それこそ無理な話だな」

　ひよりが、ピシリと断言した。

「ぉ、お友だちになるのは、無理、ですか？」

「ああ。絶対に、確実に、間違いなく無理だ。考えられない。あの腹立たしいストーカーには、霊のままであってもらわねば困る。なんらかの宇宙的な力が作用して人間になられたら………斬きれなくなってしまうからな」

　悠ゆう斗とはすかさず、

「いま、なんらかの宇宙的な力、とか言わなかったか？」

　ひよりに質問をぶつけた。その力があれば、人間に……？

「ものの例えだ。くどいようだが、霊体が肉体を得て現世に甦よみがえることはできない。プロとして断言してもいい。確かに、いかがわしい伝説や怪しい神話としてなら、まぁ、話に聞いたことくらいはあるが………わたしの経験上、そのような事例を実際に見聞きしたことは、皆無だ」

「し、失礼ですけど、桜さくヶらが丘おかさんの経験って、ど、どのくらい、ですか？」

　今度は、亜あ夢むが質問を投げた。

「六歳の頃から除霊をしているから、除霊師クリーナー歴は一〇年以上になるな。一三のときにスカウトされて霊れい部ぶし省ように入った。そのため、省のデータベースにアクセスできる権限をもっている。だからこそ断言できるんだ。死者が甦ったという確かな記録は、世界中を探しても見あたらない。本当に残念だが…………………………………………ひとつも、ないんだ」

「そう、ですか……」

　しょぼ～～～んという音が聞こえてきそうなほど、亜夢が肩を落とした。

　それを見たひよりが、どこか苦しそうに眉根を寄せた。

　悠斗は、思わず妹の薄い肩に手を伸ばし、ぽん、と軽く叩たたいた。

　オレがいるから、大丈夫。オレはどこにもいかないから、心配するな。

　そんな気持ちを込めた。

　亜夢が、唇の両端をほんのわずかにあげてくれた。その微笑ほほえみには、いつもの明るさが欠片かけらもなくて……。




　悠斗は、静かに微笑んでいる亜夢の横顔を見つめた。

　妹はいま、つくった微笑の下に悲しみや苦しみ、その他いろんな負の感情を押し込んでいる。

　亜夢を守りたい。でも、いますぐ心を癒いやしてやることはできない。だからせめて、明るい雰囲気をつくらないと……。兄である自分が、無理にでも笑顔にならないと……。

　そんなことを考えていたとき、

「亜あ夢むくん、聞いてくれるか？」

　ひよりが、やさしげに目を細めた。体に染み入ってくるようなやわらかい声だ。

「はい？」

　亜夢が、長いまつげをピクッと震わせた。

　すぐにひよりが、悠ゆう斗とにギロッと鋭い視線を突き刺してきた。

「ついでだから、貴様にも聞かせてやる」

「な、ぁ、き、聞かせてやるって、なにを……？」

　悠斗は、思わず身を強こわ張ばらせた。完全に気け圧おされている。

　ひよりが再び目にやさしさを滲にじませ、亜夢に顔をむけた。

「さっきも言ったが、肉体を離れた霊が神秘的なところへ還かえるのは、この世界の理ことわりなんだ。理は、人の力で覆すことができない。それをするためには、それこそ宇宙的な力を用いなければならないだろう。

　人は、この世界に生まれ出いでた瞬間から、理の中に組み込まれて生きている。

　だからわたしは、その流れを〝うけ入れるしかない〟と考えているんだ。

　自分で言うのもなんだが、わたしは除霊師クリーナーとしては一流だ。だがこの力は、炎えん龍りゆうあってのものでしかなくて……。

　すずめより低い霊力しかもっていなかったわたしが、炎龍を得ることによって大きな力を手に入れたんだから、理の力が反作用しないわけがない。

　炎龍の力を我が身にとり入れたのと引き替えに、わたしは理に従い、差し出した……」

　なにを差し出したんだ？　悠斗は目で問いかけた。

　亜夢も、幾分身をのり出すようにして話の続きを待っている。

　意を決したような表情のまま、ひよりがまた静かに話しはじめた。

「わたしは、それほど遠くない日に、穢けがれを喰くらい肥え太った炎龍に魂を呑のまれてしまうだろう」

「それって……」

　悠斗の言葉を、

「どういうことですか？」

　亜夢が継いで、質問のかたちにした。

「炎龍の力を得るために寿命を差し出した、ということだ」

　ひよりの声は、信じられないほど落ち着いている。

　悠斗はわずかに息を呑んだあと、ひよりの深い瞳を見つめた。まさに命懸けで生きている女の子が、平然とした様子で自分のすぐそばに腰を下ろしている。そんな現実味のない光景を前にして、相応ふさわしい言葉を見つけることができなかった。

　兄の代わりに、亜あ夢むが口を開いた。

「じゅ、寿命を差し出すなんて……どうして、そんなこと、したんですか？」

　当然の疑問だ。妹はいま、なんらかの痛みを堪こらえるような顔をしている。

「迷える魂を救う仕事には、それだけの価値があるから、な」

　ひよりのこたえは、確かに素晴らしいものだった。でも、それでも……。

「そこまでしなくても……」

　悠ゆう斗とは、なんとか声を絞り出した。亜夢も大きくうなずいてくれる。

　迷える魂を救う仕事は、やり甲が斐いのある仕事なのだろう。それでも、魂を賭とす必要はないと思った。この世に、自分の魂より大切なものなんて……。

「程度の差こそあれ、人は自分が信じているもののために体を張って生きている。貴様と亜夢くんも、そうじゃないのか？」

　ひよりが、悠斗と亜夢それぞれに目をむけた。

　悠斗は思わず、腹に力を入れた。反射的に妹へ視線を移す。

　亜夢も、こちらに顔をむけてくる。

　兄と妹の視線が重なった。

　二秒ほど見つめ合い、悠斗と亜夢は同時にひよりへ目を戻した。言葉はいらない。

　事故のあと、〝亜夢を守る〟という想おもいがあったからこそ、がんばることができた。

　亜夢がいてくれたから、きょう、この瞬間がある。もちろん、妹も同じ想いのはずだ。

　それでも、命を懸けていいことにはならないのでは？

「ひよりの生き方を否定するつもりはないけど、命は、やっぱり大切だと思うぞ。毎日をしっかり生きてるからこそ、だれかのためにがんばれるんじゃないか？」

「あ、あたしも、そう思います」

　亜夢も、すかさず言葉を添えてくれた。

「ここで議論するまでもなく、命は大切だぞ？」

　言ったあと、ひよりの表情に微かすかな気弱さが落ちた。

　悠斗は、渋すぎるお茶をちびりと口の中へ流し込みながら、「どうした？」と視線だけでたずねた。

　亜夢も、ひよりの微かな変化に気づいたようだ。心配そうな顔で、彼女の様子を窺うかがっている。

　すぐにひよりが、目だけで微笑ほほえんだ。

「覚悟はしてるつもりなんだが……ときどき、自分が不死鳥だったら、と思うことがあるんだ」

　亜夢がすかさず、うけた言葉を投げ返した。

「不死鳥って、なにかの本で読んだことがあります。フェニックスって呼ばれてる、死なない鳥なんですよね？」

「その通りだ。五〇〇年に一度、自らの体を炎で焼いたのち、灰の中から再び甦よみがえるという〝不死〟と〝再生〟を象徴する霊鳥だ。ふふ、これもまた、いかがわしい伝説でしかないんだが……」

「いかがわしい伝説かぁ。ほんとにいたら、なんかかっこいいけどな」

　悠ゆう斗とは、わずかに肩をすくめた。不死の鳥だとか、灰になっても再生する生物なんて、現実との隔たりがありすぎてピンとこない。

「いるわけがない。不死鳥は、〝滅めつ私しを究きわめた魂に宿る聖せい霊れい〟とも伝えられているんだ。この時代、滅私に至る魂なんて、どこにある？　街を歩いているのは、〝私欲〟という見み栄ばえがいいだけの服を着た人間がほとんどだ」

　ひよりも、悠斗の仕草を真ま似ねるように肩をすくめた。そして、力なく息を吐く。

　不死と再生は非現実。ありえないこと。

　ありえないことを望むから、気が重くなる。

　たとえ心の片隅であっても、〝ありえないこと〟を望んでしまうから……。


　　　　　　●　●　●



　悠斗とひよりへそれぞれ目をむけながら、一いちノの瀬せ亜あ夢むは思った。

　悠斗は、妹である自分のためにいろいろがんばってくれる。そんな兄の姿勢は、滅私と言えるかもしれない。

　そして桜さくヶらが丘おかひよりという女性も、彷徨さまよえる魂を救うため命を懸けているのだから、その行為はだれがなんと言おうと滅私なのではないだろうか？　スペードを追い払ったあと、こうして亜夢と悠斗を家へ誘ってくれたのも、兄妹きようだいの不安を少しでもやわらげてあげたいと考えたからだろう。そんな〝やさしさ〟や〝心づかい〟は、間違いなく滅私の一部と言っていいはずだ。

　コクコクコクッとペットボトルの中身を勢いよくノドへ流し込んだあと、ひよりが切れ長の瞳に力強い意志を宿した。

「不死鳥の伝説も、ミューテストが人間に戻れるという与よ太た話と同じく、世界の理ことわりを無視した話だ。

　しょせん夢物語だということは、重々わかってる。

　人の身では不死鳥になれないから、腹を据えて穢けがれを背負うしかない」

　悠斗がいきなり、

「このまま、霊を斬きり続けるのか？」

　そんな質問をした。

　すぐにまた、ひよりがコクコクッと渋ぅいお茶を飲んだ。ペットボトルの中身は、すでに三分の二がなくなっている。

「わたしは、命が続く限り〝徒あだ桜ざくら〟を振ふるい続けるつもりだ。

　霊とは、本来ゆくべきところへ昇ゆ華くことができなかった、とても不ふ憫びんな生命エネルギーの塊だからな。

　そんな霊たちを正しい流れにのせてあげることが、わたしの使命だと思ってる。だからこそ、いま、こうして恥も外聞もなく他校にまで押しかけて……。

　わたしは、炎えん龍りゆうを手放すわけには……」

　ごにょごにょと言葉尻を濁にごしながら、ひよりが視線を逃がした。話すことに夢中で、言わなくてもいいことをついつい口にした、という感じだ。

「…………………………あのぅ」

　亜あ夢むはわずかに体を傾け、ひよりの顔を覗のぞき込こんだ。

「ん？」

「お兄ちゃんとの、か、関係を築きたい、本当の理由ってなんですか？　も、もしかして、そのぅ、炎龍とかいうヘビに関係あることなら……」

　たずねるなり、目もとを赤くしたひよりが、渋ぅいお茶をゴクゴクゴクッと勢いよく飲み干し、

「き、金曜の夜になればわかる！　も、もう夜も遅いから、このへんでお開きにしよう」

　あたふたとした様子で立ちあがった。

　触れてほしくない話題だったらしい。

　悠ゆう斗とが、どこか照れ臭くさそうに、それでいてなにかを探るような目をひよりにむけている。

　亜夢は、ほとんど飲んでいない渋ぅいお茶のペットボトルを両手で挟んだ。

　きのうの朝、ひよりと出会った。そして放課後、兄との待ち合わせ場所にひよりとすずめが現れて、驚きも収まらないうちに『ハピネスハイツ』まで押しかけられ、いつの間にかひよりがお隣さんになっていて……。

　いまこうして、渋ぅいお茶を飲みながら兄と三人で語り合っている。

　不思議。

　いろいろ不可解な点もあるけれど、嫌な人じゃないことだけはわかった。最初は怖くて警戒したけど、こちらをどうにかしようと企たくらんでいるわけでもなさそうである。彼女の瞳には偽りや狡ずるさがない。

　金曜の夜、ひよりはなにをするつもりなのだろう？

　亜夢は、悠斗といっしょに立ちあがりながら、ひよりの顔を見あげた。彼女の透明な頬ほおはいまなお、うっすらとした桜色に染まっている。

　数日くらいなら、待ってみてもいいかな……。





第五章　逆鱗にはお手を触れないでください




「これって、ひよりが愛飲している刺激物のみものじゃない？」

　朝。まるで自分の家にいるかのように自然な動きで冷蔵庫を開けたすずめが、その中から『究きわ渋しぶ茶ちや』のペットボトルをとり出した。

　一いちノの瀬せ悠ゆう斗とは、台所で弁当をつくっていた亜あ夢むと視線を重ね、互いに苦笑いを浮かべた。

「きのうの夜、桜さくヶらが丘おかさんにもらったんです」

　亜夢の言葉に、

「災難だったわね」

　すずめが顔をしかめた。

　悠斗は、すずめが『究渋茶』のペットボトルを冷蔵庫に戻す様子を見ながら、思った。

　だれが飲むんだ？




　朝食の準備が整った頃、ひよりが狙ねらいすましたようにやってきた。

　そんな彼女も交ざり、みんなで食事をとった。その際、ひよりが『究渋茶』の残りをすべて引きうけてくれたことで、亜夢がホッとした表情を浮かべていた。

　ひよりは、きょうも連れん理り学がく院いんの制服を着ていた。予想していたから、それはいい。だが、カメリア女学院の制服を着たすずめも、

「わたしも、連理学院に短期転入するからね」

　と言い出したから驚いた。

　食事中の箸はしをとめ、すぐにひよりが口を開く。

「すずめには、転校する理由がないはずだが？」

「あんたの邪魔をするっていう、立派な理由があるわけよ」

「邪よこしまな女だな。そんな心もちで入ってこられたのでは、連理学院が穢けがれるじゃないか」

「ニョロりが転は入いった時点で、もう十分に汚染されてるから大丈夫よ」

「腹立たしい女め。呪われてしまえ」

「うふふ。わたしが解呪のエキスパートだってこと、忘れたの？」

「煮ても焼いても食えないとは、まさにすずめのような女のことを言うのだろうな」

「ふふん、この南なんじ條ようすずめ様の転入にニョロニョロと怯おびえるがいいわ」

「ったく、斬きり捨てたくなってくるな」

「思い知らせてやるから覚悟しなさい」

　ひよりとすずめが、朝食のテーブルを挟んでにらみ合う。

　そんなふたりを眺めながら、悠斗は心の中で大きなため息をついた。

　すずめも、ほぼ間違いなく霊れい部ぶし省ようの権力ちからをつかって悠斗のクラスに入ってくるだろう。仲よくやってくれればいいけど……、望み薄であることは、ふたりの言い合いを聞いていればよくわかる。

　悠ゆう斗とのむかいで、亜あ夢むが微妙に頬ほおを強こわ張ばらせながら、どこか無理やりといった感じで笑みを浮かべた。

「じゃ、邪魔とか、よくわかりませんけど。南なん條じようさん、クラスはやっぱり、お兄ちゃんと同じ……」

「もちろん、ニョロりと同じクラスに入るつもりだから、結果的に悠斗くんのクラスメートになるってことね」

「なんだか楽しそうで、羨ましいです」

　亜夢の引きつった笑みに、ひよりとすずめがすかさずやわらかい笑みを浮かべた。

　妹はすでに四人分の弁当を用意し、ぴよぴよとうるさいふたりに対し、餌えづけを試みたかたちになっている。朝食前、弁当が準備されていることを知らされたときのひよりとすずめは、大おお袈げ裟さなほど瞳を輝かせていた。

　一夜をともに過ごしただけでなく、こういったこともあったため、亜夢と彼女たちの距離が昨晩よりもずっと縮まったことは間違いない。

　悠斗は、ふと気づいた。

　きょうのように騒々しい朝は、いつ以い来らいだろう。
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　離れていく悠斗たちに手を振ったあと、一いちノの瀬せ亜夢は中等部の校舎へ足をむけた。

　そして、三〇秒ほど歩いたところで、わずかに眉根を寄せた。

　まるで、自分が人型磁石になったような感覚。

　右から、左から、後ろから、人が、そろそろ、そろそろ、と接近してくるのだ。

　正直なところ、ちょっと怖い。

　中等部の男の子が一〇数人。高等部の先輩も数人交ざっている。

　亜夢は、気づかないフリをして歩き続けた。

　自分の知らないうちに『生徒会長を見守る会ウイルスバスターズ』という団体ができていることは、友だちから聞いて知っていた。ファンクラブのようなものらしい。

　自分が〝おチビ〟だから、守ってくれるの？　本来なら、生徒会長が生徒たちを見守っていなければならないのでは？

　いつもいつも、そんな疑問が頭の中で渦を巻いている。

　急がず騒がず、亜夢は歩き続けた。中等部の校舎まで、あと一〇〇メートルほど。下げ駄た箱ばこの前に立てば、彼らは速やかに散っていく。

　これまでに数回、「〝守っていただかなくても、あたしは大丈夫ですから〟」と言こと霊だまを声にのせて彼らにぶつけてみた。けど、あまり効果はなかった。

　言こと霊だまは、強い想おもいを打ち消すことができない。

　言霊の力を得てから、およそ一〇ヶか月げつ。その間、亜あ夢むは能力の限界を幾たびも経験していた。だから、『生徒会長を見守る会ウイルスバスターズ』の人たちも、善良な強い気持ちで自分を見守ってくれているのだろう、とプラスに考えている。

　悠ゆう斗とが知れば怒るだろうから、会の存在はナイショだ。害のない人ばかりだから、その必要もない。

　友だちに聞いたところ、しっかりとしたルールもつくってくれてるみたいだし。

　覚えているだけでも……。

　ひとつ。プレゼントは禁止。

　ひとつ。写真撮影は原則禁止。

　ひとつ。三〇センチ圏内に入ってはならない。

　ひとつ。話しかけるときは微笑ほほえみを忘れず、決して唾を飛ばしてはならない。

　ひとつ。御肌に触れた場合は、理由の如何いかんを問わず脱会処分とす。

　ひとつ。会長の御前に凶漢ウイルスがわき出た場合、自らの体だけでなく命を盾として彼女を守り抜くべし。

　などなど。

　これだけきちんとした規則を自らに課している人たちだから、それほど警戒しなくてもいいのでは、と考えている。

　でもやっぱり、無言のまま囲まれ、そろそろとついてこられるのはちょっと怖い。
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　机の上で亜夢お手製の弁当をひろげたあと、一いちノの瀬せ悠斗は右側へチラッ、前方へチラッとそれぞれ目を投げた。

　黒板にむかって、いちばん左の窓際席。前から三番目。そこが悠斗の席である。

　いつもなら、弁当派やパン派のクラスメートたちと談笑しながら食べるのだが……。

　悠斗の机、その右側で弁当のフタを開けているのは、桜さくヶらが丘おかひより。

　同じく、目の前に座って弁当の中身を覗のぞき込こんでいるのは、南なんじ條ようすずめ。彼女も、ひよりと同じように連れん理り学がく院いんの制服に着替えている。

　二日連続でカメリア女学院からの転入生を迎えた二年二組は、午前中ずっと盛りあがっていた。主に男子が。

　そして昼休みとなり、きのう転入してきたきれいな子と、きょう転入してきた可愛かわいい子が、揃そろって悠斗の席に弁当箱を置いたため、教室内に言いようのない衝撃が走った。

　クラスメートたちが、悠斗にむかって刺とげ々とげしい視線を投げてくる。主に男子が。

　居心地の悪さを感じながらも、悠斗は周囲からビシバシ投げつけられる敵意しせんに気づかないフリをした。下へ手たに目を合わせたら、視線だけでなく物を投げつけられるかもしれないから。

　ひよりとすずめが、手を合わせたあとさっそく弁当の中身に箸はしをつけた。ふたりとも、周りを気にしている様子はない。

　ひよりが、楚そ々そと箸を動かしている。すずめも、きれいな箸のつかい方だ。噛かむ仕草も洗練されているように見える。こういった一面を目にすると、〝ああ、やっぱり、ふたりともカメリア女学院のお嬢様なんだな〟と納得してしまう。

　食べているものを呑のみ込こんだあと、すずめが口を開いた。

「亜あ夢むちゃん、いいお嫁さんになれるわね」

「なれるな」

　ひよりが、すぐにうなずく。

　そしてまた次のオカズに箸を伸ばし、淀よどみのない動きで口に運び、もぐもぐもぐ。

　そんなふたりを視界の隅に置いたまま、悠ゆう斗とも箸を進めた。そうしながら、嬉うれしさと寂さみしさが混ざり合ったような感情を心の中で転がし続けた。

　亜夢も、いつか、お嫁に……。

　連れん理り学がく院いんの中等部から高等部へ。そのあと、妹が望んだ大学へ。

　学費なら、自分が働いて稼げばいい。頭のいい妹だから、学費免除で進学できるかもしれない。そして社会人に。












　悠ゆう斗とは心に決めている。

　大切な妹を任せられる男が現れるまで……、自分が亜あ夢むを守り抜く、と。

　悠斗は、ひよりとすずめのモノよりひと回り大きな弁当箱を見下ろしながら、こっそりと決意を再確認した。




　火、水、木曜と瞬またたく間まに、そして慌ただしく過ぎ去った。

　その間ずっと、ひよりとすずめが飽きることなくケンカを繰り返し、悠斗と亜夢の生活を引ひっ掻かき回まわした。もちろん、そのときどきの苛いら立だちや腹立たしさはあったものの、感情が尾を引くようなことは一度もなかった。ひよりもすずめも根がさっぱりしているため、恨みを残すような衝突は決してしなかったからだ。

　桜さくヶらが丘おかひよりという女の子のことも、いくらか知ることができた。

　硬い雰囲気をまとってはいるものの、相手を傷つけるような鋭さはなく、堅苦しいけど、それを補うに足る他人への気づかいをもっている。思いのほか不器用で、照れ屋で、寂さみしがり屋やで、そんなところを懸命に隠そうとして隠しきれていないところなど、きれいな大人びた外見とのギャップを何度か目にすることができた。

　そんなこんなで、数日間、悠斗とひよりの関係はつかず離れずのまま……。




　ひよりやすずめと出会ってから、五日めを迎えた。

　悠斗は火曜から木曜まで毎日、彼女たちといっしょに亜夢お手製の弁当を食べた。だから金曜の昼休みも、変わることなく三人でひとつの机を囲んでいる。

　ひよりとすずめの転入期間は、きょうで終わりだと聞いている。来週の月曜からは、ふたりとも連れん理り学がく院いんとは別世界にあるカメリア女学院へ帰ってしまうのだ。

　それでも、これまでとほとんど変わることのない昼休みを迎えている。いや、決定的に違うことがひとつだけ。

　悠斗はそれとなく、教室の入口付近に目をむけた。ふたりの先輩が立っている。

　見慣れない顔。制服の襟についた〝Ⅲ〟のバッジ。背が低くふくよかな人とガリガリでひょろりと背の高い人。デコボコペア。

　ずっとこちらの様子を窺うかがっているようだけど……。

　きれいに食べ終えたあと、弁当箱のフタを閉めるなり、ひよりが口を開いた。

「彼らに敵意は感じないが……まとった気に、奇妙な粘りけがあるな」

　彼女の顔は、悠斗にむいている。

　悠斗は一瞬、〝彼ら〟がだれを指しているのかわからなかった。いや、わかっていたけど、すぐには信じられなかったのだ。

　ひよりは、教室の入口に背をむけて座っていたから。

　少し遅れて、すずめも弁当箱のフタを閉じた。

「不景気な顔したふたりね」

　彼女の位置からも、顔を動かさないと先輩たちを見ることはできないはずなのに……。

　ふたりとも、さすが除霊師クリーナーというべきなのだろうか。

　すでに食事を終えていた悠ゆう斗とは、思いきってふたり組の先輩たちに顔をむけてみた。

　なんですか？　と目で問いかけてみる。と、まるで悠斗の視線に引き寄せられるかのように、デコボコペアが転がるように近づいてきた。

　そしていきなり、

「こ、これどうぞ！」

　ガリガリ先輩がひよりの前へ、ふくよか先輩がすずめの前へ、それぞれペットボトルのお茶を置いた。悠斗も好きな『汁じゆ六うろ茶くちや』だ。が、一リットルサイズだから食後に一杯、という量をはるかに超えている。

　ひよりが、路ろ傍ぼうの石でも見下ろすかのような目をペットボトルに落とした。彼女の好みは『究きわ渋しぶ茶ちや』だから、普通のお茶には興味がないのだろう。

　すずめのほうは、

「ありがとう。遠慮なくいただくわ。コップは……？　つかわないってことね」

　と躊躇ためらうことなくキャップを開け、大きめのペットボトルを両手でもち、ラッパ飲みをはじめた。

　コク、コク、コク、とノドを動かす様は、子どものようで可愛かわいらしい。

　南なんじ條ようすずめという女の子は、状況に応じ、相手に合わせて行動をとれるタイプのようだ。ひよりと違い、柔軟な考えをもっているのだろう。

　彼女は、すぐにペットボトルを置いた。勢いよくノドを鳴らしていたわりには、中身がほとんど減っていない。

「んで、なんの用かしら？」

　すずめに問いかけられ、デコボコペアがそろって腰を低くした。

「ぼ、ぼくたち、降こうれ霊いじ術ゆつ同好会のメンバーなんですが……」とガリガリ先輩。

「おふたりが、ク、除霊師だって、先生に聞いて……」とふくよか先輩。

「「教えを請こいにきました！」」デコボコペアが、揃そろって頭を下げた。

　先輩たちの言葉に聞き耳を立てていたクラスメートたちが、ざわつきはじめた。

「え？　除霊師？」「嘘うそ!?　カメリアじゃなかったの？」「桜さくヶらが丘おかさん、どうしてボクの想おもいにこたえてくれないんだよぉ」「南條ちゃんって、マジ可愛い」「降霊ぃぃぃっ！」

　様々な声が入り乱れる。

　ひよりが、ほんのわずかに眉根を寄せた。

「個人情報の漏ろう洩えいは、予想の範はん疇ちゆうだったが……きょうまで漏れなかったことに満足すべきか、それとも、漏らした学校職員の職務怠たい慢まんを糾きゆ弾うだんすべきか……」

「それはともかく、あなたたち、除霊師クリーナーに降こう霊れい術じゆつのアドバイスを求めるなんて、筋違いかもしれないって考えなかったの？」

　座ったままのすずめが、デコボコペアを見あげた。

「な、なにかつかめるかもしれない、と思いまして……」とふくよか先輩。

「れ、霊のことについて、いろいろ知ることもできますから……」とガリガリ先輩。

「申し訳ないが、わたしたちはプロだから……」

「それじゃあ、まずはあなたたちが降霊につかってる場所を見せて。話はそれからよ」

　ひよりの言葉を遮り、すずめが腕時計に目を落としながら立ちあがった。

「すずめ？」

「素しろ人うとが霊と交感しようとしてるなら、その安全を確認しておかなきゃ、でしょ？」

「それなら、すずめひとりでいってくれ」

「ふん。昼休みはあと二〇分あるわ。悠ゆう斗とくん、いきましょ」

　いきなりの誘いに、悠斗は思わずすずめからひよりへ目を移した。

　切れ長の冷たい目が、わたしをひとり残していく気か？　と言っている……、ような気がした。が、

「悠斗くん、わたし、まだこの学校に不慣れなのよ？」

　すずめの言葉で気持ちが決まった。

「それじゃ……ひよりはここで待ってろ」

　悠斗も席を立つ。と、

「ふたりだけでは心配だな。しかたがない、ついていってやろう」

　ひよりが、態度を急変させた。彼女も立ちあがる。

「数日じゃ友だちもつくれない口べたなんです。慣れない教室にひとり残されたら不安で泣いちゃいそうだから、いっしょに連れていってください、ってどうして言えないのかしらね」

　すずめが、呆あきれたように肩をすくめた。

「うぅ、うるさいな」

　うっすらと頬ほおを紅あかくしたひよりが、視線をサッと廊下のほうへ逃がした。

　そんな彼女に半歩だけ近づいたふくよか先輩が、ぷくぷくした太い指で机に置いたペットボトルを指し示した。

「そ、それ、重たいから、もちますよ」

「わたしは遠慮する。キミたちが飲んでくれ」

　ひよりの返事に、デコボコペアが悲しそうな顔をならべた。直後、

「わたしも、もう結構よ。こんなにたくさん飲めないわ」

　すずめの言葉で、ふたりの目が濁にごった光を宿した。

「それ、ぼ、ぼくがいただいても、いいですか？」とガリガリ先輩。

「いや、おおお、おれが……」とふくよか先輩。

　すずめが口をつけたペットボトルに、デコボコペアが粘つくような視線をむけている。

「ご自由にどうぞ」

　すずめが、ちょこんと首を傾けた。途端、

「聖水っ！」

「聖水ぃぃっ！」

　ふたり同時にペットボトルに手を伸ばし、つかめずに机の上から弾はじき飛とばしてしまった。

「ぼぉくのだぁっ！」

「おれのぉぉぉっ！」

　デコボコペアが、ほぼ同時にペットボトルにむかってダイブした。

「みゅむぅぅぅおおおおおおおっ！　ぼくみょぉおおおおおおっ！　聖水ぃぃぃっ！」

「ぴゅぬぅぅぅおおおおおおおっ！　おれにょぉおおおおおおっ！　聖水ぃぃぃっ！」

　ふたりの先輩が転げ回り、椅子や机を跳ね飛ばす。もはや、二匹の飢えた獣だ。

　近くにいた女の子たちが、悲鳴をあげた。

　教室中の目が、ふたりの先輩に集まった。

　ひよりとすずめは素早く机から離れ、醜いペットボトル争奪戦を呆あきれた目で眺めている。

「ちょ、教えを請こいにきたんでしょっ!?」

　悠ゆう斗との声は、デコボコペアの絶叫に掻かき消けされ……。




　結局、すずめが口をつけたお茶は、悠斗のものになった。

　すずめが、デコボコペアからお茶のペットボトルをとりあげ、「捨てるのはもったいないから、悠斗くんにあげる」と押しつけてきたからだ。

　デコボコペアのジメジメした視線を浴びながら、そして教室内からのジト──ッとした視線にグサグサ射抜かれながら、悠斗は一気にお茶をノドの奥へ流し込んだ。もっていたらまた争いの種になるかもしれないから、さっさと飲み干してしまおうと考えたのだ。

　ドキドキしながら、ゴクゴクいった。

　どういうわけか、ひよりの目も刺とげ々とげしかったけど……、気にせず、勢いのまま飲んだ。

　その後、休み時間がなくなるから、と急いでデコボコペアが降霊を行っている場所へと案内してもらった。

　腹をちゃぷちゃぷさせながらむかった先は、高等部の校舎裏にある同好会棟の一階、そのいちばん奥にある日当たりの悪い部屋だった。




　悠ゆう斗とは、部屋のカビ臭くささに顔をしかめた。

　散らかり放題に散らかっている。壁際に積まれた段ボールや本。なんにつかうのか見当もつかない道具があっちにもこっちにも転がっている。

　だが、部屋の中央にはなにも置かれていなかった。床に赤いペンキで魔法陣もどきが描かれているだけだ。直径は、二メートルほどだろうか。

「うは～、ど素しろ人うと丸出しね」

　魔法陣もどきを見下ろしたすずめが、遠慮のないコメントを口にする。除霊師クリーナーであっても、降こう霊れい術じゆつに関する知識をある程度はもっているのだろう。

　デコボコペアが、恥ずかしそうにガリガリ＆ふくよかな体を縮めている。

「？」

　ふと首筋に微かすかな冷気を感じ、悠斗は隣に立っていたひよりへ目をむけた。

　いつの間にか、右手に刀の柄つかを握っている。

「おい、なにする気だ？」

　なにを斬きるんだ？

　ひよりの鋭い視線を追って、悠斗は顔を動かした。

　魔法陣もどきの横に立っているのは、ガリガリ先輩だ。え？　……………、彼の後ろに……………、立っているのは……………、子ども？

　紺色のブレザーとチェックの短パンを身につけた、五歳くらいの男の子。

　すぐに霊体だとわかった。小さな体が透けているため、後ろに積まれた段ボールがぼんやりと見えている。

　ひよりは、子どもの霊を斬るつもりなのか？

　悠斗は、子どもの霊とひよりの間で素早く視線を往復させた。そのとき、赤いショートヘアが疾は走しった。

「我は汝なんじの器なり！　求めよ、狭き門の鍵は我が手にある！　欣も求とめよ！」

　すずめが、子どもの霊にフライングボディアタックを仕掛けた。少なくとも、悠斗にはそう見えた。

　グシャ、と段ボールに激突した彼女が、ベシャ、と床に落下した。

　そのときにはもう、子どもの霊は姿を消していた。

　除霊したのか？

「お、おい、いまのって、まさか……」

　悠斗は、すべてを言いきることができなかった。

　ひよりが、長い黒髪をなびかせて跳んだから。

「なっ!?」

　彼女が両手で握った柄から、瞬時に炎の刀身が現れる。

　ガリガリ先輩が、驚きの表情を浮かべた。ふくよか先輩が、ふっくらとした頬ほおを震わせた。すずめが、起きあがろうと床に片手をついた。

　コンマ数秒の映像が、悠ゆう斗との目に焼きついた。

　そんな中、ガリガリ先輩の薄い唇が、ニィィィィィと歪ゆがんだ。

「スペェェドォッ！」

　ひよりが、ガリガリ先輩にむかって、上段から炎の刀を振り下ろす。が、人とは思えない動きでかわされてしまった。

　ガリガリ先輩、じゃない？　スペード？　化けてた？

　悠斗は、わけもわからないまま身構えた。

　目の前で、ガリガリ先輩の体が煙のように消えた。と同時にタキシードを身につけた長身の突然変異霊ミユーテストが現れた。

　スペードだ。にやけ顔が癇かんに障る。

「ひゃあああっ、あぁ、あああ、んなあああああ、なんだよこれえええぇぇ、ああ……」

「静かにしろ」

　いきなり現れた長身の男を前に、ふくよか先輩が長々と悲鳴をあげ続け……、ひよりに斬きられた。スパッと。

　べろ～ん、と床に倒れたふくよか先輩を見て、悠斗は言葉を失った。斬ったのか？

「気絶させただけだ。この〝徒あだ桜ざくら〟で人を傷つけることはできないからな」

　悠斗の疑問に、ひよりがすかさずこたえてくれた。スペードを見据えたまま。

　スペードの背後で、すずめがゆらりと立ちあがった。

「スペ公、あんたいい加減にしときなさいよ」

　とても怒っているようだ。

　シャッと横に振ったすずめの右腕、その袖そで口ぐちからジャキッと細い警棒が出てきた。全体が淡い光を放っている。ひよりの【徒桜】同様、除霊用の武器なのだろう。

　ひよりとすずめで、前後からスペードを挟むかたちになった。

　悠斗は、ひよりの横で左右の拳を固めたまま、スペードの出方を窺うかがった。

　長身の突然変異霊が、さも楽しそうな笑みを浮かべ、軽く両手をひろげた。

「お嬢様方、ご機嫌いかがかな？」

　ひよりが、【徒桜】の切っ先をわずかに下げた。

「貴様が化けていた人は、どこだ？」

「隣の部屋で寝てるよ。食べる価値もないほど練度の低い魂だったからね。放置さ」

「結構だ。それじゃ、斬られてくれ」

「おっとと、その前に、いいことを教えてあげるよ」

　スペードが、唇の両端をこれでもかとつりあげた。臭におってきそうなほどの黒い愉悦が、いまにもしたたり落ちてきそうな笑みだ。

　ひよりが、わずかに刀の柄つかを腰に近づけた。大きく踏み込めば、一歩で切っ先をスペードの胸に突き入れることができる距離だ。

「すずめの中にいる子、まだ息があるんだよ」

「っ!?　くっ、こ、このっ！」

　炎をあげていた刀身が、いきなり蛇身に変わった。

　巨大な炎えん龍りゆうが牙を剥むいたときにはすでに、スペードの姿は黒い塊となって窓に突っ込んでいた。窓ガラスが割れる音に続き、聞こえてきたのは微かすかな羽音だけ。鳥に化けて逃げたのだろう。

　ひよりが、スペードにむけていた激怒の表情をそのままにして、すずめに駆け寄った。

「いまの話、本当か？」

「本当よ。この子、生き霊だわ」

「どのくらい保もちそうだ？」

「肉体がどんな状態にあるのかにもよるけど、運よく無傷でも、三〇分弱ってとこね」

「三〇分弱、か……」

　ひよりが、悔しそうに唇を引き結んだ。

　ふたりの会話から察するに、すずめにフライングボディアタックをされた子どもの霊は、除霊されたわけではなかったようだ。

　悠ゆう斗との視線に気づいたすずめが、

「あ、悠斗くん。わたしね、解呪の他にも、憑ひよ依うい術や口寄せ術が得意なの。さっきの霊こね、いま、わたしの中で泣いてるわ」

　なにかの痛みを堪こらえるように、唇をくにっと曲げた。

　生き霊ということは、肉体がどこかで生きているということだから……。先ほど視みた五歳くらいの男の子は、まだ死んでない。でも、肉体はどこに？

「すずめ、とにかく少しでも情報を引き出してくれ。なにか手がかりを……」

「やってるから、黙ってて！」

「助かる、よな？」

　思わず、悠斗はつぶやいた。

　すずめは、険しい顔をしたまま動かない。

　ひよりが、すぐそばで鎌かま首くびをもたげている炎龍を横目に口を開いた。

「わたしも、注意して視れば生き霊であることくらいわかる。肉体につながる霊い糸とが出ているからな」

「じゃあ、その糸をたどっていけば体に……」

「視えると言っても、ほんの数メートルほどだ。大気の中をゆれ動く霊糸を確実に捉とらえることはできない。たとえ捉とらえることができたとしても………たどっているうちに時間がなくなってしまう」

「…………………………くそっ」

　すずめが探り出す情報だけが頼り、ということだ。

　ジリジリと時間が過ぎていく。

　頼む。急いでくれ。




　三分ほど待った。もうすぐ昼休みが終わってしまうが、それどころではない。子どもの命がかかっているのだ。

　半眼になったすずめは、虚うつろな目を宙にむけたまま動かない。

　悠ゆう斗とはふと、感情のない龍眼めに気づいて下唇を突き出した。

　ひよりが、炎えん龍りゆうを出しっぱなしにしている。子どもの霊に気をとられ、気が回らないのかもしれない。

　龍眼をにらみつけてみた。が、無反応。

　月曜の朝は襲いかかってきたのに、金曜のきょうは大人しい。気分屋な龍？　一度ぶん殴ってやったから、自分のことを〝怖いヤツ〟だと学習したのかも。

　にゅ～～～っともたげた巨大な鎌かま首くびは、悠斗の目線と同じ高さだ。もうそれだけで、威圧感ありまくり。

　ん？

　頭のつけ根、ノドもとと言えばいいのだろうか……、そのすぐ下にある鱗うろこに興味が湧わいた。一枚だけツヤツヤと光っているヤツがある。生えているむきも逆さまだ。

　気になるスイッチがあったら、ちょっと押してみたくなる………、といった感覚で、悠斗はそろそろと手を伸ばし、炎の熱をそれほど感じないことを確認したあと、ぽちっと鱗を押してみた。

　シャ───────────────────────────────────ッ！

　いきなりだった。炎龍が、鼓膜に突き刺さってくるような威い嚇かく音おんを発した。

　な、なんだ!?

　グッと蛇身を後ろに引き、瞬間のタメをつくったのち、勢いよく飛びかかってきた。と思いきや、悠斗を無視して……、ひよりへ躍おどりかかっていく。

「きゃっ!?」

　ひよりが、とっさに横へ跳んで身をかわす。

「ぅひゃぁっ!?」

　すずめも、バク転で後方へ跳ぶ。その際、青い下着がモロに見えたけど、心臓をバクバクさせている暇などない。

「貴様っ！　なにをしたっ!?」

　シャ───────────────────────────────────ッ！

「な、なにも、ただ、ちょっと鱗うろこに触っただけで……」

「まさか、逆げき鱗りんに触れたのか!?」

「逆鱗って……」

「ニョ──ッ、ニョロりっ、さっさと火事ニョロをとめなさいよっ！」

「一いちノの瀬せっ、炎えん龍りゆうの動きをとめろ！　貴様ならできるはずだっ！」

　シャ───────────────────────────────────ッ！

　まるで苦しんでいるかのように部屋の中をのたうち回る炎龍が、いまだ伸びているふくよか先輩のたぷたぷとした体に太い尾を叩たたきつけた。しかし、これといって傷を負わせるようなことはなかった。

「悠ゆう斗とくんって、火事ニョロを押さえることができんの？　そ、それなら大至急お願い。こ、このニョロ、人間の中に隠れてる霊も燃やしちゃうから、こ、この子が危険に……って、うきゃ～！」

　すずめに首をむけた炎龍に、悠斗は無我夢中で飛びかかり、その首にしがみついた。

　見た目の厳いかつさのわりに、抵抗する力はほとんど感じなかった。

　悠斗は、炎に包まれた蛇身を楽々と床にねじ伏せた。耐えられないほどの熱じゃない。ひと抱えもある尾が体に巻きついてくるが、痛くもかゆくもなかった。くすぐったい、といった程度である。

　素早く動いたひよりが、

「縛っ！」

　炎龍の頭部に刀の柄つかを押しつけた。

　シャ───────……………ァァ、ァ。

　悠斗の体に巻きついていた炎龍の体が、瞬またたく間まに霧む散さんする。

　ひよりがサッと腕を動かしたときにはもう、手から刀の柄が消えていた。なんだか手品を見せられているようだ。

「一ノ瀬っ！」

　彼女がすぐさま、悠斗にきつい目をむけてくる。

「お、おう」

「炎龍の逆鱗は、封印における鍵穴のようなモノなんだ。貴様の力をそこへ注ぎ込めば、呪じゆ縛ばく力りよくを破壊しかねない。現に、さっきはほぼ封印の力が切れかかっていたんだぞ」

「ご、ごめん」

「今後、炎龍の逆鱗には絶対に触れないと約束しろ」

「あ、ああ、約束する」

　押されっぱなしだ。

「そもそも、炎えん龍りゆうに触れてみたいと思う感覚が理解できない。だいたい貴様は、わ、わたしの胸に、ささ、触ったり、は、裸を……、み、み、見たり……」

　ひよりの頬ほおが、じんわりと桜色に染まった。うつむき、悠ゆう斗とと足もとの間で視線をいったりきたりさせている。

「あ、あれは……」

　悠斗は思わず、彼女から視線をそらした。

　四日前、確かに〝チビひよ〟を出して動かなくなったひよりの肉体、その胸に手を押し当てた。それは認める。宇宙的な力に導かれ……、なんて言い訳は口にしない。でも、彼女の裸を見たのは、間違いなく不可抗力だった。

　女の子たちが脱衣所へ入っていったあと、悠斗はひとりでテレビを観みていただけだ。

　数分後、大きな音とともに脱衣所のドアが開け放たれ、そこから素っ裸のすずめが転がり出てきて、ドアのむこうに、バスタオルを抱きしめた亜あ夢むと全裸のひよりもいて……。

　あのあと、微妙な空気のまま、なにごともなかったかのように言葉を交わし、夕食を終え、就寝し、火曜の朝を迎え、登校した。

　四日も経たってぶり返すのか？　炎龍に触れる触れないの話じゃなかったのか？

　悠斗は、ゴクッとツバを呑のみ込こんだ。

　均整のとれた透明感のある肢体が、いまなお強烈すぎる映像きおくとなって脳裏に貼りついている。べったりと。

「オレのせいじゃない、と思うけど……」

「見たな？」

　ひよりの目から、人としての熱がス──ッと消えていく。このまま彼女の視線をうけ続ければ、心を凍らされてしまうかもしれない。

　見たなって、なにを？　とはとっさに返せない。かといって、見てないよ。と言うのも無理がある。

「だ、だから、オレに責任はない、はずで……」

「見ぃ～たぁ～なぁ～」

「ちょ、こ、怖いって……」

　見たからどうした！　と開き直ろうものなら、どんな報復をうけるかわからない。

「初めて、だったのに……」

　ひよりが、いまにも泣き出しそうな顔になった。

「ちょっと待て！　変なこと言うな。オ、オレが悪者みたいに聞こえるじゃねぇか」

「極悪人は地獄に堕おちるんだぞ？」

「だから、違うって……」

「そこまでよっ！」

　すずめが、ビシ─ッと右のてのひらを突き出し、悠ゆう斗ととひよりの不毛な会話に終止符を打った。

　ひよりの目に、すかさず真剣な光が宿る。

　悠斗も、出そうとしていた言葉を呑のみ込こみ、すずめへむき直った。

　すずめが、制服の上からでもボリュームがわかる胸に右手を当てた。

「この子、パパと遊園地にいった次の日の朝、バスにのってて事故に遭あったみたい。記憶は曖あい昧まいだけど、どこかの幼稚園に通ってて、名前が〝オサム〟ってことだけ聞き出せたわ。間に合わない可能性のほうが高いけど……できるだけのことはしましょ。急いで警察に電話して、最近起こったバスの事故を調べなきゃ、ね」

「「っ!?」」

　悠斗とひよりは、顔を見合わせた。

　ほぼ同時に、昼休み終了五分前を知らせる予鈴が鳴り響いた。

「すずめ、きてくれっ！」

　きれいな黒髪をひるがえし、ひよりが走り出した。

　なぜ？　という言葉を発することなく、すずめも駆け出した。

　悠斗も、躊躇ためらうことなく彼女たちの背を追った。気絶したままのふくよか先輩は、申し訳ないけど置き去りにした。

　パパと遊園地にいった日は、おそらく日曜だ。だから、その次の日は月曜で。つまり、月曜の朝。バスの事故。幼稚園。スペードがらみ。

　これだけの情報が揃そろっていれば……、でも、もし違ったら……、いや、時間がないのなら、少しでも可能性がありそうな方向へ全力疾しつ走そうするしかない。

　ごみごみした廊下を走りながら、ひよりがケータイをとり出し、耳に押し当てた。

「連れん理り学がく院いんの校門前にパトカーを一台。それから、月曜の朝、龍りゆヶうが峰みね一丁目の交差点で発生した幼稚園の送迎バスと乗用車の衝突事故の件。負傷した園児の搬送先をパトカーに通知。園児の名字は不明。名前はオサム。以上だ」

　一方的にしゃべったあと、ひよりはケータイを胸ポケットに押し込んだ。

　直後、

「ニョロり、校門まで競走よ！」

　すずめが、走るスピードを跳ねあげた。

「望むところだ」

　二秒後には、ひよりの長髪が廊下とほぼ水平になびきはじめた。

　悠斗も負けじと両腕を振り、両膝をあげ、荒い息を吐きながら走った。

　同好会棟の出入口にたむろしていた生徒たちの間をすり抜け、渡り廊下に集まっていた女生徒たちのそばを駆け抜け、上履きのまま外へ飛び出した。

　三人で、校門を目指して疾しつ走そうした。




　サイレンを響かせるパトカーをタクシー代わりに、悠ゆう斗とたちはオサムが運び込まれたという龍りゆヶうが峰みね総合病院へむかった。霊れい部ぶし省ようの権限は警察にも及ぶらしい。

　パトカーの後部座席、その右側で、すずめがずっとブツブツつぶやいていた。

「オサムくんは、もうすぐ五歳になるんだね。お利口だね。あ、大丈夫だから、怖くないからね。オサムくんは生きてるんだよ。そだね、うん、うん、そっか、将来は自転車屋さんになりたいのかぁ。へぇ、ふぅん、パパとママに、ふたりで漕こげる自転車をつくってあげたいの？　親孝行だね。じゃあ、がんばって修業しなきゃね。そ。だから生きなきゃ。がんばって生きなきゃ。うん、うふふ、オサムくんは偉いね」

　助手席の若い警官が、肩越しにチラチラとすずめを見ていたが、なにも話しかけてはこなかった。

　後部座席の中央に腰を下ろした悠斗は、左に座っているひよりへ目をむけた。

　彼女は、静かに目を閉じたまま動かない。が、太ももの上にのせたふたつの手が、きつく握りしめられていることに悠斗は気づいていた。





第六章　ひよりからのお誘い




　龍ヶ峰総合病院の正面入口前で、悠斗たちはパトカーから飛び出した。

「まだ間に合うわ！　いよぉぉし！　ニョロり、あんたのお陰よ！　きょうだけは褒めてあげる！　オサムくんの体をソッコーで見つけられたのは、全部あんたのお陰よっ！」

　すずめが、右拳を頭上に突きあげた。

「霊体を肉体に戻せば、みんなハッピーよっほおおぉぉ………っ！」

　べちゃ。

　すずめが、勢いよく転こけた。

　入口前に敷かれていたマットが不自然にめくれていたため、足をとられたのだ。

「すずめっ！」「南なん條じようさん!?」

　ひよりと悠斗の声が重なった。

　直後、すずめの体からコロりんフワッ、という感じにオサムの霊体が出てきた。

　すずめが慌てて顔をあげ、

「ごご、ごめんね。転んじゃった。すぐに……」

　オサムに手を伸ばしたときだった。

　小さな黒い影が、すずめとオサムの間をサッと通りすぎた。ただ、通りすぎた、だけ。

　悠ゆう斗とは反射的に、影の動きを目で追った。

　明るい空のむこうへ飛び去っていく影は、タキシードを着たカラスだった。

　胸に鈍い痛みを感じた。硬い棒で突かれたような、そんな痛みだ。

　悠斗は、ひよりを見た。

　彼女はいま、切れ長の目を見開き、長いまつげを震わせている。

　そろそろとすずめに視線を移した。

　マットに両手をついたまま、ぺちゃんと座り込んでいた。彼女もまた、呆ぼう然ぜんとした顔をオサムにむけている。

　ふたりとも、どうして動かないんだ？　時間がないんだろ？　早くオサムの霊体を肉体に戻してあげないと……。

　悠斗は、ゆるりと後ろを振り返った。

　とまったパトカーの中から、ふたりの警官がこちらを見ている。なにをしているんだろう？　といった目だ。ふたりには、オサムが視みえていないから……。

　ここで警官に助けを求めても、なんの解決にもならない。

　悠斗は、もう一度ひよりへ目をむけた。

「なにしてんだよ。早く……」

「切られ、た」

「切られたって、なにが？」

「霊い糸とを、ヤツに……」

「糸って………えっ!?」

　霊体と肉体をつないでいる糸を、切られた？　糸がつながっているから、生き霊でいられた。ということは……。

　つい、さっき、オサムは死亡したってことなのか？　病院内のどこかで？

　たったいま、ある男の子の人生が……………………………………………、終わったジ・エンド？

　瞬間的だった。

「ふざけんな、よ」

　体の中で、怒りが激しく渦を巻く。

　部外者でしかない警官たち。

　逃げていったスペード。

　座り込んでいるすずめ。

　動こうとしないひより。

　ぶつけどころのない怒りは、どこに吐き出せばいい？

　悠斗は、ゆらゆらと霊体をゆらしているオサムを見下ろした。

　まだ五年も生きてないんだろ？　もっと遊びたかったよな？　パパとママに、もっと甘えたかっただろ？　愛してもらった恩返し、したかっただろ？　将来、自転車屋になって、ふたりで漕こげる自転車つくって……、それを両親にプレゼントして……、それから……。

　視界の隅で、紅あかい炎がゆれた。

　見ると、ひよりが炎の刀身をもつ【徒あだ桜ざくら】を手にしていた。

「おい、ひより、なにして……」

「ニョロりは引っ込んでなさいよっ！」

　悠ゆう斗との声を押し潰つぶすように、すずめが叫んだ。すぐさま、跳ねるように立ちあがる。

　彼女が、オサムを背にしてひよりとむかい合う。

　オサムを斬きるのか？

　そんな悠斗の疑問に、すずめがこたえてくれた。

「すぐに斬らなくてもいいでしょ。オサムくんは、わたしがゆっくり天に送るから、あんたのニョロ刀はいらないわ」

　天に送る、という言葉に悠斗は強い痛みを感じた。

　ひよりも、同じような痛みを感じているのだろう。泣くのを堪こらえているような顔をしている。だが、【徒桜】から炎の刀身を消そうとはしない。

　身の内に溜たまった苦しみを押し出すように、ひよりが細く長い息を吐いた。そして、

「その子は、もう肉体へ還かえることはできない。生への道が絶ぜつ無むとなったなら、孤独の苦しみを長引かせることなく、ひと思いに逝いかせてやるのが情けというものだ」

　確かな口調で言いきった。

　だが、すずめはオサムを背にかばったまま一歩も退ひかない。

「あんたの考えを押しつけないで！　ちょっとはオサムくんの身になって考えなさいよね！　この冷血ニョロり！」

「霊魂は、人の手が及ばない、神秘的な世界へ送ってあげなければならない」

「だから、わたしが送るって言ってんでしょ！」

「すずめのやり方は、霊魂をいたずらに萎しおれさせるだけだ」

「霊魂にも慰めは必要でしょ！　簡単に割り切ってんじゃないわよっ！　この子はね、ついさっき、死んだの。ママとパパに会うことだけを願いながらね。ママ、パパって、ずっと呼び続けながら……それでも、届かないまま、スペ公に霊い糸とを切られたのよっ！」

　すずめが、丸い瞳に涙を滲にじませたまま、ひよりをにらみつける。

　ひよりが、【徒桜】の切っ先をわずかに下げた。が、身にまとった鋭気はそのままだ。【徒桜】が人体を傷つけない刀ならば、すずめごとオサムを斬ることもできるはずだ。なのに、彼女はそうしようとしない。

　ひよりとすずめが、想おもいと想いをぶつけ合う。そんな中、

『ママ、ママ、どこなの？　ママぁ』

　ささやくような〝声〟が聴きこえてきた。

　すずめの後ろで、オサムが唇をもごもごと動かしていた。彼はいま、世界でいちばん好きな人を求めている。魂から愛する母親を。

『ママはね、すぐにエ～ンってなくんだよ。ぼく、ママを、なかしたくないから、ちかくにいてあげなきゃ、ダメなの。ママ、まいごになったときとか、すぐにエ～ンってなくの。だからね、ぼくが、ちかくにいてあげなきゃ、ダメなんだ、よ』

　悠ゆう斗とは、奥歯を噛かみしめた。

　家族が引き裂かれるなんて、絶対にあってはならない。子どもが親より先に逝いくなんて、あまりにつらすぎる。家族は、寄り添っていてこそ家族でいられるのだから。

　家族は、つながっていてこそ……。

　オサムが、悠斗へ真まっ直すぐに目をむけてきた。

『ぼく、ママのとこ、いかなきゃ』

　とん、とだれかに背を押されたような気がした。

　いけ！

「っ!!」

　気づいたときには走っていた。重さなどなにもない、オサムの小さな霊体からだを抱えて。

「一いちノの瀬せっ!?」「悠斗くん!?」

　背から聞こえてきた声を振りきり、走った。

　オサムを胸に抱いたまま病院内へ飛び込み、受付に駆け寄った。

　カウンターに片手をつき、中に座っていた看護師に、

「すみません。月曜の朝、交通事故で運び込まれたオサムくんは、何号室ですか？」

　焦りを抑え、たずねた。

「オサムくん、ですか？　失礼ですが、あなたは……」

「急いでるんです！　早く教えてください！」

　思わず声が大きくなった。

　受付の奥から、数人の看護師が顔を覗のぞかせた。周囲にいた人々も、こちらを見ている。だが、そんなことを気にしてなどいられない。

　悠斗は懸命に気持ちを静め、再び訊きいた。

「オサムくんは、何号室ですか？」

　だが、看護師の目はすでに、不審者を見るそれに変わっていた。

「あの、しばらくお待ちください」

　そう言って、椅子から腰を浮かせようとする。

「ちょ、待ってる時間なんか……」

　苛いら立だたしさのままカウンターに拳を叩たたきつけようとしたとき、

「霊れい部ぶし省ようの者です。急いでオサムくんの病室を教えてください」

　悠ゆう斗との後ろから、二本の腕がにゅっと出てきた。それぞれ、ひろげたパスケースをもっている。

　ひよりとすずめだった。

　ふたりの身分証を目にした看護師が、狼狽うろたえた様子で椅子に座り直した。そして、あたふたとパソコンの操作をはじめる。

　病院という場所柄、霊部省には馴な染じみがあるのかもしれない。

「あ、あの、幸こう田だ正おさ夢むくんは、北棟の二〇五号室……」

　みなまで聞かず、悠斗は受付のカウンターを勢いよく押し、北棟を目指して走り出した。オサムを苦しめないように腕の力加減を気にしながら、両脚に全力を注ぎ込む。

「一いちノの瀬せ、なにをするつもりだ？」

「んもうぅぅ、鈍にぶニョロり！　ママとパパにお別れを言うに決まってるでしょ！」

「それでは、余計に悲しみが深くなるぞ」

「別れに涙はつきものよっ！」

「ご両親にはオサムくんの姿が視みえないんだぞ？　一方通行の別れになるだけだ」

「ニョロりも身分証出したでしょ！　腹を決めなさいよ！　わたしたちが通訳すれば問題ナシじゃない！」

「通訳なら、憑ひよ依うい術が得意なすずめがやってくれ。キミの口寄せ芸は秀しゆ逸ういつだからな」

「やってやるわよ！　って、口寄せは芸じゃないっての！」

　ふたりが、ギャーギャー言い合いながらついてくる。




　走って走って走って、ようやく北棟の二○五号室の前についた。

　悠斗はノックもせずに中へ入り、ベッドへ駆け寄った。自分でも、なにをしようとしているのかよくわからない。

　ベッドの横に、二〇代後半の男性が立っていた。彼の隣で床に両膝をついているのは、二〇代半ばの女性だ。ふたりとも目の下にクマができ、やつれた顔をしていた。

　ベッドから少し離れた壁際で、白衣を着た男性と看護師が驚いた表情を浮かべている。知らない少年とふたりの少女が病室に飛び込んできたのだから、当然の反応だ。

『ママぁ』

　悠斗の腕の中で、オサムがわずかに声を大きくした。視線は、床に両膝をついている女性に注がれている。

「な、なんだキミたちは!?」

　白衣の男性が、声を大きくした。わずかに遅れて、「キャアァァ」と看護師が低い悲鳴をあげた。

　悠ゆう斗とは、だれとも目を合わせなかった。ただただ、ベッドの上で体温を失っていくオサムの肉体だけに意識を集中した。

「落ち着いてください。わたしたちは霊れい部ぶし省ようの者です。たったいま息を引きとったオサムくんのことで、お話があります」

　すずめの声に続き、

「霊部省？」「正おさ夢むのこと？」「うぅ、オーちゃん、ぅぅ、オぅちゃ、ん」

　様々な声が耳に入ってきた。それでも、悠斗は集中を途切れさせなかった。

　なにか強い力に引き寄せられるような感覚に逆らわず、オサムの霊体を、本来あるべき幼く、細く、弱々しい肉体へ重ねた。

『ママぁ、パパぁ』

　頭を上げようとするオサムの霊体を押さえ、叫んだ。

「戻ってこいよ！　ここにいなきゃダメだろ！　この世界をもっと楽しめよ！　オサムくん！　ママとパパに、自転車つくってあげんだろ!?」

「一いちノの瀬せ、なにを……」

「悠斗くん、わたし、通訳を……」

　聞こえないフリをして、叫び続けた。

「オサムくん！」

　届いてくれ。

　心の底から願った。

　届け。頼む。届け。届けっ！

　オサムの肉体から、霊体は出てこない。出てこないけど……。幼い子は、目を閉じたまま動かない。血の気のない頬ほおが、痛々しかった。

　ベッド脇にいるオサムの両親が、呆ぼう然ぜんとした顔で悠斗を見ている。白衣を着た男性と看護師も。

　背後から、

「本当に、残念だが、理ことわりを、ねじ曲げることなど、人の力では……………不可能なんだ」

　ひよりの声が聞こえてきた。力のない、完全なあきらめ色の声こわ音ねだ。

「霊い糸とが切れたら、もう、ダメなの。霊魂がたどる道はひとつだけ。現世の人間が、絶対、探し出すことができないところへ、昇るのよ」

　すずめの涙声も耳に入ってきた。

　オサムの母親が、ベッド脇の床に両膝を突いたまま、ほっそりとした体をぶるぶると震わせている。息子の横顔から決して目をそらすことなく、ぶるぶる、ぶるぶる、と。

　悠斗は、オサムの小さな体を見下ろした。その薄い胸に右手を当て、歯は噛がみし、顔をしかめた。鼓動がないという事実が、あまりにもつらかった。目の奥が熱くなってくる。

　あきらめきれなかった。簡単にあきらめてはいけないような気がした。

　あきらめてしまったら、

　家族のつながりは、

　途切れてしまう。

　悠ゆう斗とは、オサムの胸ぐらをつかんだ。

「あ、あなた、なにをっ!?」

　母親の裏返った声を突き飛ばすように、大声を張りあげる。

「オサムっ！　命懸けで戻ってこいっ！」

　オレが助ける!!　この子を呼び戻す!!　そんな想おもいを込めた。

「キミっ、いい加減にしないかっ！」

　横から、白衣の男性に腕をつかまれた。それでも、悠斗はかまわずに叫んだ。

「オサムっ！　聞こえてんなら返事しろっ！　ママもっ！　パパもっ！　お前を待ってんだぞっ！　泣きながら待ってんだぞっ！」

「い、一いちノの瀬せ、落ち着けっ」

「悠斗くん、オサムくんはもう……」

　白衣の男性に続き、ひよりとすずめにも腕を引っ張られた。

　悠斗は、てのひらの皮膚が破れんばかりに強く、全身が震えるほど強く、強く強く強く拳を握りしめた。

　自分は家族を喪うしなうつらさを知っている。

　悲しむ妹の姿をずっとそばで見てきた。

　黄く昏らい深しん淵えんに何度も陥りそうになった。

　計り知れない無力感も味わった。

　絶望的な時間も経験した。

　だからこそ。

　助けたかった。オサムの両親を。

　救いたかった。オサム本人を。

　あきらめたくなかった。いま、この瞬間を。

　三人がかりでベッドから引き離された悠斗は、このまま病室から引きずり出される前に、とありったけの声を振り絞った。

「命を放すなっ！」

　負けるな！

　手を伸ばせ！

　自分をつかめ！

　全身全霊で叫んだ。

「しがみつけっ！　オサムっ！」

　凛りん、と声が響いた。

　病室の白い壁に、凛……、凛………、凛……………、と声が反響する。

　凛　　　　　凛凜凛　　　　　凛凜凛　　　　　凛凛凛　　　　　凛凛凛　　　　　凛

　　凛　　　凛　　　凛　　　凛　　　凛　　　凛　　　凛　　　凛　　　凛　　　凛

　　　凛凜凛　　　　　凛凛凛　　　　　凛凜凛　　　　　凛凛凛　　　　　凛凛凛

　響いた。

　凛とした響きが、肌に、肉に、骨に、血に、細胞に、そして心に染み入っていく。

「そんな……」

「嘘うそ、でしょ……」

　ひよりとすずめが、息をもらした。

　悠ゆう斗とは拳から力を抜きながら、オサムの視線をうけとめた。

　枕に頭を沈めたまま、オサムが目を開けてこちらを見ている。きょとんとした顔だ。

「オーちゃん!?」

　母親が、ベッドのシーツを握りしめながら、幼い息子に顔を近づけた。父親も、妻の肩を抱くようにして腰を屈かがめている。

「オーちゃん、オォちゃぁぁん、ぅ、よか、たぁ、はぁ、あ、ぁ、ああああああああっ」

　大泣きする母親。頬ほおを伝う涙をぬぐうことも忘れ、目を開けた息子を見下ろす父親。悠斗から離れ、慌ただしく動き出す白衣の男性。廊下に飛び出していく看護師。

　そして、口を半開きにしたまま、驚きの顔をならべているひよりとすずめ。

　軽く握った両の拳を、悠斗はゆっくりと頭上に突きあげた。


　　　　　　●　●　●



　放課後になり、一いちノの瀬せ亜あ夢むはいつものようにとろとろとした歩調で校舎を出た。悠斗との待ち合わせ場所には、中等部のほうが近い。ゆっくり歩いても先につく。

　日に日に強くなっていく陽ひの光に目を細めながら、校門へむかう。

　一〇歩も歩かないうちに、

「こ、これ、手づくりなんですけど、うけとってください！」

　高等部の制服を着た男の人が、細い鎖のようなものを差し出してきた。どこから現れたのか、まったくわからなかった。

「ぴっ!?　ぉ、おおぉ？」

　驚いた拍子に、我ながら変な声を出してしまう。

　細い体の先輩だった。兄と比べたら、一〇センチほど背が高いようだ。

　背の低い亜夢にとって、長くむかい合っていると首が痛くなってきそうな相手である。

　彼が手にしていた細い鎖には、一辺が二センチにも満たない逆三角形の石……、のようなモノがついていた。なにやらよくわからない模様がびっしり刻まれている。

　手づくりペンダント？

　亜あ夢むは、教科書を詰め込んだ重いカバンを両手に提げたまま、相手を見あげた。

　初めて見る顔だ。『生徒会長を見守る会ウイルスバスターズ』の人ではないのだろう。会員なら、プレゼントはしない。確か、会則で禁じられていたはずだから。

　亜夢は、どうやって断ろうかと考えを巡らせた。細かいつくりのペンダントを見れば、つくり手の気持ちが込められていることがよくわかる。

　兄が相手なら、強い口調でしゃべることができるけど、見ず知らずの相手だとノドも体も萎いし縮ゆくしてしまう。

　う～ん、どうしよう？　と考えるまでもなかった。

　四方からぞろぞろぞろっと集まってきた男子生徒たちが、

「おい、ちょっとこい！」「せんぱ～い、困りますよぉ」「お前、何組のヤツだ？」

　ペンダントをもつ男の子をとり囲み、速やかに亜夢から引き離してくれた。

「ぼ、暴力は、いけません！」

「「「「「会長の仰おつしやる通りです！」」」」」

　亜夢の声にキラキラの笑顔を返しながら、ひと塊となった会員たちウイルスバスターズが校舎のむこうへ消えた。ペンダントを差し出してきた先輩もいっしょに。

　近くにいた生徒たちはみんな、「あ、ファンクラブの人たちがまたなにかやってる。会長も大変だね」といった顔だ。

　荒っぽいことにはならないと思うけど……。

　亜夢は、苦笑いを浮かべることしかできない。


　　　　　　●　●　●



「ほんと、昼間のアレは、ちょっと、ねぇ……」

　すずめのつぶやきが、大通りの喧けん噪そうに押し流されていく。

　ひよりが、すぐに言葉を続けた。

「だな。わたしも、アレには………さすがに参った」

　話についていけない亜夢がひとり、すずめとひよりへ交互に目を投げたあと、〝なんのこと？〟といった顔を兄へむけてくる。

　放課後。

　一いちノの瀬せ悠ゆう斗とは大通り沿いの帰り道を歩きながら、軽く拳を握った。体のあちこちに、いまなお感動の余韻がある。

　兄から妹への説明は、必要なかった。ひよりとすずめが、交互に龍りゆヶうが峰みね総合病院での出来事を亜夢に話してくれたからだ。

　悠斗は、言いようのない達成感と幸せを胸に、妹の反応を横目に見ていた。

「オサムくんが目を開けたときは、さすがに信じられなかったわね」

　そんなすずめの言葉を聞いたとき、亜あ夢むは微笑ほほえみながらも大きな瞳に涙を溜ためていた。

　すずめが、チラッと悠ゆう斗とに目をむけた。

「わたしたち、最初から〝無理だ〟ってあきらめてたのに……悠斗くんは違ったわ」

　ひよりが言葉を継いだ。

「そうだな。最初は、頭がおかしくなったのかと心配したが」

「悠斗くんのお手柄ね」

「ど素しろ人うとはときどき、狙ねらわずして奇跡を引き当てるから……始末に負えないな」

　褒められてるのか貶けなされてるのか、よくわからないが、悠斗はとにかく笑っておいた。いまは、なにを言われても幸せだ。

　ひよりが、言葉をつけ加えた。

「まぁ、今回ばかりは、ほんの少し見直した。あくまでも〝ほんの少し〟というところを強調しておくが……」

「ほんの少しでも嬉うれしいね」

　悠斗はゆったりとした気持ちで、ひよりの微妙な褒め言葉をうけとめた。

　すずめがいきなり、悠斗の右腕に自分の腕をからめてきた。肘ひじが、彼女の胸に当たる。もにゅっと。

「お、おい？」

「除霊仕事ばっかだから、きょうみたいなことはすっごく気分がいいの。ほんと、悠斗くんのお陰よ」

　もにゅもにゅにドキドキだ。すぐに背後から、「お兄ちゃんの………バカ」という項うなじがピリピリしてくるほどの低い声が聞こえてきたため、違う意味でのドキドキも加わる。

　今度は左腕だった。驚いたことに、ひよりが腕を巻きつけてきた。こちらは残念ながら、〝もにゅっと感〟が弱々しい。

「確かに、ゆ、ゆゆ、悠斗、のお陰だな。それは認めよう。もちろん〝ほんの少し〟ではなく、全面的に、な」

　あれ？　と悠斗は気になった。

　ひよりがいま、「悠斗」と名前を呼んでくれた。

　月曜の朝、悠斗は彼女から「キミ」と呼ばれていた。が、授業中に胸を触ってしまったことで「お前」に変わり、その後、不可抗力で裸を目撃してしまったため、「貴様」へ格下げされていたのに……。いちおう、「一いちノの瀬せ」と呼んでくれてはいたけど……。

「見直した」という言葉は、どうやら本心からのものらしい。

　ふいにひよりが、悠斗の左手に紙切れを押しつけてきた。「あ、あとで読んでくれ」という悠斗にしか聞こえないほどのささやきを添えて。

　なにコレ？　という疑問を口にすることはできなかった。ひよりがすぐに、ひんやりとした視線をすずめにむけたから。

「悠ゆう斗とは、期間限定でわたしの彼氏に確定した男性だが、ま、浮気のひとつやふたつは大目に見てやろう」

　彼氏に確定した男性？

　後ろからまた、「お兄ちゃんのバカ」という背筋に寒気を感じてしまうような声が聞こえてきた。いろんな意味でドキドキだ。

　悠斗は、微かすかな焦りを感じながら、ひよりへ文句を……、

「おい、彼氏に確定って……」

「浮気なんて、想像力のないクズでボケなカスがやることよ。悠斗くんをクズボケカス扱いしてんじゃないわよ」

「ちょ、彼氏……」

　文句を……、

「わたしは、想おもい人以外の異性と体を密着させるような行為も、浮気の一端だと考えているからな」

「腕を組んだくらいで浮気なんて、器のちっちゃい女ね。ま、ニョロりらしいけどさ」

　右にすずめ、左にひより。悠斗を挟んで、ふたりの除霊師クリーナーがにらみ合う。












　後頭部に、妹のジト～～～ッとした視線も感じて……。

　彼氏に確定したワケじゃないだろ、と文句を言うタイミングを完全に逃してしまった。

　悠ゆう斗とは、ひよりに抱きつかれたままの左腕をもぞもぞと動かし、彼女にこっそり手渡された紙切れを制服のポケットに押し込んだ。

　それを見ていたひよりが、微かすかに頬ほおを紅あかくしながら、やわらかな笑みを浮かべた。

　ドキッと心臓が跳ねた。

　か、確定じゃ、ないからな？




　置き時計の数字が、二三時三五分になった。

　悠斗は、静かに布団から起きあがり、衝つい立たてのむこうへ意識をむけた。

　亜あ夢むは、もう寝ただろうか？

　ひよりから手渡された紙切れには、

『今夜二三時四〇分にマンションの外でお待ちしています。必ずおひとりできてください』

　という文字がならんでいた。筆圧の弱い、薫ってきそうなほどきれいな字だった。文章も、やけに丁寧で……、読んだだけで緊張してきた。

　帰宅後、悠斗は亜夢とすずめに見つからないよう手紙に目を通したあと、ずっとドキドキしていた。

　悠斗、亜夢、ひより、すずめの四人で夕食をとったあと、二一時頃までいっしょにいた。その後、すずめが「今夜はひよりのとこに泊まるわ」と言い出したため、いまはこうして兄妹きようだいふたりだけで消灯している。

　悠斗は、そろそろと布団から出た。

　立ちあがりながら、衝立のむこう側を覗のぞき見た。亜夢が動く気配はない。

『二三時四〇分にマンションの外でお待ちしています』

　いったいなんだろう？

　変なことを期待しているわけではない。決して。

　でも、心臓は跳ね回り続けて……。
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　桜さくヶらが丘おかひよりは焦っていた。

　今夜、日付が変わるのと同時に刻限を迎える。時間は、残り三〇分ほど。

　あれ？　あれれ？　もう？　といった感覚で数日が経過した。

　悠斗と初めて会った月曜は、「巧こう遅ちよりも拙せつ速そく！」という気持ちを胸に彼の学校へもぐり込むことに成功した。我ながら、惚ほれ惚ぼれするような勢いだった。

　火曜は、ことあるごとにすずめの妨害をうけ、悠斗とゆっくり言葉を交わすこともできなかった。しかし、その日はまだ「あと三日ある」と余裕があって……。

　水曜も、すずめに手を焼いた。彼女とケンカ三ざん昧まい、という成果のない一日で……。

　木曜も、すずめと……。

　すずめの存在が腹立たしい。そして、ギリギリのところでボロを出してしまう、異性に対する自分の脆もろさも腹立たしい。ここ数日、腹を立ててばかりだ。

　今夜、彼と、ふたりきりで……。

　一いちノの瀬せ悠ゆう斗と。

　月曜の朝。事故を起こしたバスにのり込んでいく彼を、ひよりは歩道から見ていた。

　霊体をつかみ、強引に肉体へ押し戻すことができるという彼の能力を目にしたときは、さすがに驚いた。除霊師クリーナー仲間にも、そんな能力をもった者はひとりもいなかったから。

　そして確信した。彼こそが〝助け人〟だ、と。

　あのときは、さすがに心が震えた。

　しかしながら、出会いの興奮も冷めないうちに、『一ノ瀬悠斗は異性の胸をつかむような破は廉れん恥ち男』だと判明したため、予定が大きく狂ってしまった。

　刻限までに、桜さくヶらが丘おかひよりと一ノ瀬悠斗は、恋人、あるいは恋人のような関係を築きあげている予定だったのに……。

　目的を達成したあとは二度と会わなければいいから、適当に彼氏だと勘違いさせておけばいい……、と割りきることはできなかった。

　月曜に、クラスメートたちの本音を聴きいた。火曜も、水曜も、木曜も、そしてきょうの午前中も、悠斗とすずめに隠れてこっそりクラスメートたちの心を覗のぞいた。

　みんな、彼に好意をもっていた。

　そんな情報に加えて、龍りゆヶうが峰みね総合病院での一件だ。

　もはや、『一ノ瀬悠斗は素晴らしい男の子』だと結論づけるしかない。

　問題は自分自身の心にある、とひよりは自覚していた。

　だからこそ、焦りと腹立たしさを感じている。いつも胸を張って生きているつもりでも、異性に対しての接し方をよく知らないから、いざとなったら悠斗にどのようなアプローチをすればいいのかさっぱりわからないのだ。初日の夜、一ノ瀬家の脱衣所ですずめとつまらないケンカをした結果、彼に一糸まとわぬ姿を見られてしまった。あのときの羞恥も、行動のブレーキになっている。

　そのときどきで怒りをバカ正直に吐き出してしまい、彼のことを「お前」と呼び、さらにはざらついた感情のまま「貴様」にランクダウンさせて……、きょうに至っている。

　素直にならないと。

　でも、そのチャンスがなくて。

　邪魔者すずめも、どうにか排除して……。

　亜あ夢むは、話せばわかってくれるだろうか？　彼女が兄を心底慕したっていることは、態度を観察していればよくわかる。おそらく、他の女と親密になることを好まないだろう。下へ手たに刻限のことを告白すれば、最後の最後で邪魔をされるかもしれない。

　悠ゆう斗とには、すでに手紙を渡してある。正直なところ、顔から炎えん龍りゆうが飛び出してきそうなほど恥ずかしかったけど、なんとかクリアした。

　さて。

　次にクリアすべきことは……。




　ひよりはケータイを開いた。

　液晶画面に二三時三五分を示す数字がならんでいる。秒までしっかりとわかるように設定してあるため、見ていると急せかされているような気持ちになってくる。

「ふん、時間が気になるの？」

　玄関を背にして座ったすずめが、意地の悪そうな笑みを浮かべている。

「べつに……」

　ひよりはケータイを閉じ、シャツの胸ポケットにしまった。まだ、寝間着に着替えてはいない。

「タイムリミットまで、三〇分をきったわね」

　すずめが、表情を真ま面じ目めなものに変えた。

　ひよりは、張りつめていく部屋の空気をゆっくりと吸い、ゆっくりと吐き出しながら立ちあがった。

「まだ時間はある」

「信じないかもしれないけど、わたしは、あんたを助けたいと思ってるの」

　すずめも素早く立ちあがり、身構えた。

　ひよりは、彼女との間合いを目測した。

　およそ三メートル。勝負に出ても、本気になったすずめは手て強ごわいから……。

　ひよりは、全身から力を抜いた。同時に、鋭気も消し去った。そうやって、闘う意志がないことを示す。

「さっさと寝てくれないか？」

「午前〇時をすぎるまで、この目を閉じるつもりはないわ。言っとくけど、あんたの骨をへし折ってでもとめるからね」

「すずめのほうが、わたしに骨を砕かれるかもしれないぞ？」

「骨の一本や二本、あげるわよ」

　ジャキッ、とすずめが右の袖そで口ぐちから【鵺ぬえ震なり】を出した。彼女が愛用している退魔用の霊具だ。警棒のように見えるが、ときには槍やり、ときには鞭むちと自在に形状を変えることができるため、まともに闘うとなれば厄介だ。

「ったく」

　ひよりは、腰の後ろに隠していた【徒あだ桜ざくら】の柄つかを手にとった。そして、それをすずめにむかって放ほうり投げる。

「えっ？　あっ」

　すずめが、反射的に両手で柄をうけようとした。

　ひよりは迷わず踏み込んだ。

　すずめの手から【鵺ぬえ震なり】を叩たたき落おとし、その流れのまま背後に回り込む。

「ニョロ、りぃぃぃ!?」

　極きまった。

　ひよりは、背後からガッチリとすずめの細首に腕を回し、そのままギリギリと頸けい動どう脈みやくを圧迫した。

「ニョロぉぉぉぉぉ」

　すずめが、苦しげにうめく。だが、もう逃がさない。

「オヤスミ、すずめ」

「オヤスミじゃねぇ─────っ！」
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　一いちノの瀬せ亜あ夢むは、カーテンの隙すき間まから外を覗のぞき見た。

『ハピネスハイツ』の門柱横に立っていた悠ゆう斗とに、ひよりが歩み寄っていく。外灯の弱々しい光が、そんなふたりを照らしている。

　なにやら言葉を交わしていたふたりが、ならんで歩き出した。そして、外灯の光が届かない暗がりへ消えてしまう。

　お兄ちゃん、あたしのことだけを見て。

　亜夢は、気持ちの整理をつけられないままカーテンから手を放し、窓から離れた。

　お兄ちゃん、あたしのことは気にしないで。

　この一〇ヶか月げつ間ずっと、ことあるごとに言こと霊だまの力をつかって「〝妹のことは気にせず、自分の将来のことを考えて〟」と兄に伝えてきた。でも、なんの効果もなかった。「妹を守る」という兄の決意は、言霊をはねつけるほど強かった。

　それほどまでの想おもいを抱いている兄のそばから、自分が離れるわけにはいかない。

　亜夢は、寝間着の胸もとをつかんだ。お気に入りのヒヨコ柄だけど、それを着ているからというだけでは気持ちが晴れそうもない。

　お兄ちゃん、あたしのことだけを見て。

　お兄ちゃん、あたしのことは気にしないで。

　相反するふたつの想い。妹としての真情。家族としての願い。

　亜夢は、複雑な気持ちをコネコネとこねくり回した。

　自分は、きっとそのうち、悠ゆう斗とを支えることができなくなる。そうなる前に、兄を癒いやせる人が現れてくれるなら。

　寂さみしいけど。

　亜あ夢むは、布団の上にぺちゃんと座り込んだ。

　本当に……、寂しい……、けど……。
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　一いちノの瀬せ悠斗は、ひよりに誘われるまま『ハピネスハイツ』の裏手にある月つき極ぎめ駐車場へ足を踏み入れた。

　二〇台分のスペースがあるものの、とまっている車は大きなバンが一台だけだ。

　そのバンに歩み寄ったひよりが、いきなりスライドドアを開けた。

　中にあるのは、運転席と助手席だけ。本来ついている二列の後部座席が、きれいにとり払われていた。代わりに、毛足の長い絨じゆ毯うたんが敷いてある。人がふたりくらい寝転んでも十分なひろさはあるだろう。ふたりくらい、寝転んでも……。

　ドキドキがとまらない。

「お、おい、この車……」

「局員に用意してもらった。わたしが、街まち中じゆうで霊体を飛ばすときにつかっているものだ」

「なんで、こんなとこに、とめてんだよ？」

　悠斗の質問にはこたえず、ひよりがシャツの胸ポケットから出したケータイを開いた。

「あと一〇分ちょっとだ。さ、中へ入ってくれ」

　話がまったく見えてこない。

「中へ、って……」

「靴を履いたままで、かまわないから」

　腕をつかまれ、車の中へ引き込まれた。

　ドキドキのペースが、ドキドキドキッと跳ねあがる。息切れしそう……。

　後ろめたさ。怖いもの見たさ。罪悪感。青少年的好奇心。入り交じった様々な感情を胸の内に抱え、悠斗は絨毯の上に腰を下ろした。

　ガシャン、とスライドドアが閉められた音に、思わず身が縮む。

　車内に明かりがないため、駐車場の隅に設置された外灯の光だけが頼りだ。が、それだけでは、ひよりの表情がよくわからない。

　こんなに暗い場所で、いったいなにを？

　悠斗は、緊張してないからな？　ということをアピールすべく、意識して胸を張った。「おいおい、て、手紙まで出して呼び出しといて、ぃいったい、なんだよ？　こんなとこまで、連れてきて、さ。いい、言いたいことがあるんなら、ささっさと言いたまえよ」

　気持ちとは裏腹に、上うわ擦ずった声が出てしまう。言いたまえ、とか言ってるし。

　悠ゆう斗とは、内心で顔をしかめた。

　ひよりが、絨じゆ毯うたんをゆっくりと撫なでた。暗いため、彼女の表情がよくわからない。白い顔の輪りん郭かくだけが、薄闇にぼんやりと浮かびあがっている。それが、なんだか色っぽく見えた。

　彼女は、口を開こうとしない。

「おい、ひより？　起きてんのか？」

　動いてるから、起きていることはわかるけど……。

「お、起きてるに、決まってるだろ」

　なんだか、ひよりの声も上うわ擦ずっているように聞こえる。

　彼女がまた、ケータイを開いた。

　画面が放つ光に、ひよりの顔が浮かびあがる。陰影が濃いため、目鼻立ちが絵画のように見えた。それがまた色っぽい。

　ドキドキだ。先ほどから、ひよりに色気ばかりを感じている。それに気づいて、またドキドキ。とにかくドキドキしてばかり。顔も熱くなってくる。

　ケータイが閉じられたため、彼女の顔が再び薄闇のむこうに沈む。それが、ちょっと残念なような気がした。

　ひよりが、ふ─────っと息を吐き出すのがわかった。そして、

「ももぅ、もうすぐ、わ、わたしの肌に、ふ、ふ、触れさせてやるから、ああありがたく思ってほしいな」

　ど直球な言葉を口にした。
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　暗い部屋でひとり、一いちノの瀬せ亜あ夢むは複雑な想おもいをこねくり回していた。

　悠斗には、支えてくれる人が必要だ。亜夢以外で。

　兄には、寄り添ってくれる人が必要だ。妹以外で。

　妹のことばかり心配しちゃダメ。自分のことをもっと考えなきゃ。

　でも、いっしょにいたい。大好きなお兄ちゃん。いつまでも、いっしょに、いたい。兄妹きようだいだから。家族だから。それが自然なかたちだから。

　でもでも、ずっといっしょにいられるわけじゃない。もしかしたら、別れの時と期きはすぐそこまで迫ってきているのかもしれない。

　だから、妹以外に大切な存在を見つけてほしい。寂さみしいけど。

「？」

　ふと、声が聞こえたような気がした。

　亜夢ちゃん。

　確かに聞こえた。外からだ。

　布団から立ちあがった亜夢は、小走りに玄関までいき、ドアの隙すき間まから外を覗のぞいた。

「亜あ夢むちゃん、悠ゆう斗とくんを助けにいきましょ！」

　すずめが、マンション前の道で手を振っていた。

「お兄ちゃんを……助けに？」

　つぶやきながらも、亜夢は革靴に素足を突っ込んでいた。

「ひよりが極悪なことをしようとしてるのっ！」

「ご、極悪なことですか？」

　靴のつま先をトントンしながら、亜夢は寝間着のまま外へ出た。

「いきましょ！」

　すずめが走り出す。

「ま、待ってください」

　この瞬間、ずっとこねくり回していた想おもいが一気に吹き飛んだ。

　いっしょにいたい。

　兄のことだけを胸に、亜夢はすずめの背を追った。





第七章　堕聖




　ひよりがシャツのボタンを外しはじめたため、一いちノの瀬せ悠斗は身を強こわ張ばらせた。グビビッと唾を呑のみ込こむ。

　車内は、ずっと灰色がかった薄闇に覆おおわれているが、すでに目が慣れている。

　だから、白いうなじが見えた。白っぽいブラも見えた。谷間をつくりようがない白い胸もとも見えた。

　ボタンをすべて外したひよりが、シャツの前をゆるりとひろげた。

　車内で初体験!?

　動脈も静脈も一気に破裂してしまいそうなほど、血流が速くなる。

　頭の中がぐるぐる回る。

「あの、その、わ、わたしの……」

　悠斗の右手をそろそろとつかんだひよりが、それを自らの胸もとへ引き寄せた。

　胸に、手を、当てるのか!?

　悠斗は、右手を出すことも引くこともできない。身をカチコチに強張らせ、ひよりに誘いざなわれるままに任せた。

　このまま……、一線を……、越えて……。

「…………………………………………………………………………………………………ぁ」

　脳裏に浮かびあがってきたのは、亜あ夢むの笑顔だった。命よりも大切な妹が、濁にごりのない目を細め、かたちの整ったきれいな歯を見せてニッコリと笑っている。

　守らなければならない笑顔だ。

　世界にひとつだけの笑顔だ。

　心を癒いやしてくれる笑顔だ。

　大事な妹が社会人になるまで。

　大切な妹を兄の代わりに守ってくれる男が現れるまで。

　自分の幸せなんか後回し。事故後、そう誓った。誓ったから……。

「ごめん」

　悠ゆう斗とは、気力を振り絞るようにして右手を引いた。意外なほどあっさりと、ひよりの手が離れた。

「悠、斗？」

　ひよりが、微かすかに声を震わせた。

　悠斗は、あぐらを掻かいて座ったまま、彼女と真まっ直すぐにむき合った。

「気持ちは嬉うれしいけど……おれ……」

　ひよりのような子は、もう二度と現れないぞ？　こんなビッグチャンスを逃すのか？

　もうひとりの自分が、必死に騒いでいる。それでも悠斗は、そんな欲じぶんを押し潰つぶした。

「嬉しいとは、どういう意味、だ？」

　はだけたシャツを重ね合わせながら、ひよりが訊きいてきた。

「いや、ほら、オ、オレだって男だから、女の子に迫られて、嬉しくないって言ったら、その、なんだ、嘘うそになるだろ？」

「わたしが、悠斗に、せ、せ、迫………っ！」

　パチ──ン！

　薄闇に火花が散った。右の平手打ちが飛んできたのだ。

「ぉぉい？」

「し、失礼なっ！　わ、わたしは、そんなはしたないマネなどしないっ！」

「え？　だって……む、胸、見せたから……てっきり……」

　薄暗い場所に若い男女がふたりきり。そんな中、女性のほうが服を脱ぎはじめれば、そのあとにすることは……。

「かか、勘違いするな。わ、わたしは、この胸で男性を惑わせることができるなんて、お、思ってない。す、すずめくらいあれば、わたしだって……って、なにを言わせるんだっ！」

　怒鳴られた。勝手に言ったくせに……。

　悠斗は、すかさずフォローした。

「いや、そんなことないと思うけどな。もっと自信もってもいいんじゃないか？　あ～、そ、その胸、ひよりの細い体には、ちょうどいい大きさだぞ。どんなことも、バランスって大切だろ？　つり合いのとれた美しさってのがあんだろ。だから、ひよりはナイス・バディというより、ナイス・バランスだな。ハハ」

　言った直後、ひよりの両手が動いたため、悠ゆう斗とは歯を噛かみしめた。

　また平手打ち？　今度はダブルか？　いつでもこい！　と歯を食いしばったものの……、違った。

　両手で頬ほおを挟み込んだひよりが、

「んなぁ、なな、なにを、そ、そぉ、そんな、ほ、め、言葉でぇ、ぇ、うううううぅ～」

　唸うなりはじめた。

「ど、どうした？」

「ううぅ～」

　ひよりが、頬に当てていた両手を顔の前面に移動させた。「うぅ～」という声を発し続けながら。

「具合でも悪いのか？」

「ずっと、コ、コンプレックス、だった、のに。そ、それを、ほ、褒められるなんて……」

　コンプレックス？　胸のこと？

　それを褒められたから、「うぅ～」と怒ってるのか？　それとも、喜んでる？　もしかしたら、恥ずかしがっているのかも。

「うぅ～、も、もう、時間がない」

　ひよりが、勢いよく両手を下ろし、顔をあげた。頬が、染めあげたような紅色に変わっている。それが、薄闇の中でもハッキリとわかった。

　彼女が、どこか拗すねたような目をむけてくる。

　悠斗は、あらためてひよりの美しさを知ったような気がした。たとえ光がなくても、その美は決して損なわれない。

　思い出したように、心臓がドキドキと騒ぎはじめた。

　ひよりが、とり出したケータイを開き、そのまま膝の横に置いた。

　先ほどから時間を気にしている様子だけど……。

「ひよりは、なにをやろうとしてんだ？　そろそろ本当のことを教えてくれよ」

　悠斗は、思いきってたずねてみた。

　ひよりが、シャツの前を合わせたまま、小さくうなずいた。

「今夜、日付が変わるのと同時に、炎えん龍りゆうの封印が完全に解とけてしまうんだ。そうなれば、わたしの霊力は激減する。

　わたしは、なんとしてもそれを避けたいと考えた。だから、仲間の占い師デイザイアに頼んで〝助け人〟を探してもらい、そして、悠ゆう斗と、キミと出会ったんだ。

　キミの、その手で、わたしのみぞおちに刻まれた刻印を、ふ、塞ふさいでほしい。

　三〇秒ほど炎えん龍りゆうの解放を阻止してもらえれば、わたしのほうで再封印の呪じゆ文もんを唱え終わることができるはずだ。

　悠斗、どうか、わたしに力を貸してくれ」

　ひよりが、再びシャツの前を開いた。

　細いノドや鎖骨のくぼみや白いブラにドキリとしながらも、悠斗は薄闇の中で目を凝らした。そして、それに気づいた。

　ひよりのみぞおちに、直径五センチほどの刻印があった。円形だ。内側には、よくわからない模様がびっしりと描かれている。

　白いうなじやブラばかりに気をとられ、薄闇に紛れていた刻印の存在を見落としていたようだ。

　悠斗はふと、ひよりの言葉を思い出した。『炎龍の力を得るために寿命を差し出した』彼女は確か、そんなことを言っていたはず。

「炎龍に命を削られてんだろ？　だったら、このまま……」

「わたしには、炎龍が必要なんだ」

「そこまでして霊を斬きりたいのか？」

「好きで斬ってるわけじゃない。わたしの霊力では、斬ることでしか霊を救す済くうことができないから、な。一〇年以上も除霊師クリーナーをやっているが、霊を斬ることは、いまだに慣れない。悠斗には、その、ご、誤解されたくないから、この点は強調させてくれ」

　ひよりの言葉を聞いて、悠斗は確信した。

　桜さくヶらが丘おかひよりの優先順位は明確だ。

　寿命を縮めてまでやらなくても……、もっと他のやり方が……、といろいろ言いたいことはあるが、彼女の固い決意に対し、自分の意見など無意味に思えた。

　人はだれしも、自らの強い想おもいを胸に生きている。想いは人それぞれだろう。その想いを胸にどのような行動を選択するのかも、人それぞれだ。

　悠斗は、ふっと肩の力を抜いた。同時に、ひよりの想いをうけ入れた。

「ったく、どうして最初に全部話してくれなかったんだよ」

「こ、この刻印は、わたしの肌に直接刻まれている。つつ、つまり、悠斗の手が、わたしの肌に、み、密着して、しまうという、ことで……しかも、み、みぞおちという、極きわめてデリケートな部位に……ふ、触れるのだから……おぉ、お、良夫おつと、とまではいかなくても、か、彼氏くらいにはなってもらわなければ、わたし自身が、た、耐えきれる自信が、な、なかったから……」

「オレは、触ってもいいのか？」

「そ、そんな質問は、ぃ、意地悪だと、思うぞ。だ、だれだって、いいわけじゃ、ないんだ。た、頼むから、わたしが、ここに、悠ゆう斗とを連れてきた、という現状を慮おもんぱかってくれ」

　ひよりが視線を逃がすように、置いていたケータイに顔をむけた。頬ほおは紅あかいままだ。

「あっ、も、もう時間だ。準備は、いい、いいか？」

　彼女が、慌ただしく悠斗へすり寄ってくる。

「お、おう！」

　悠斗は、右のてのひらをひよりへむけた。

　その手をとった彼女が、すぐに自らのみぞおちに当て、両手でしっかりと押さえた。

「ぁ、ん」

　色気を含んだひよりの声に、悠斗の心臓が小さく波打った。

　指先がブラに触れた。てのひらにしっとりとした体温が染み込んでくる。

「あと五秒だ」

　言われ、悠斗は身を強こわ張ばらせた。どれほどの衝撃がくるのか予想もできない。質問する時間も、もはやない。

　頭に浮かんだのは、すずめのことだった。彼女は、ひよりが炎えん龍りゆうを再封印しようとしていることを知っていたのだろう。だから、しつこく邪魔をしようとした。

　すずめは、ライバルの霊力を落としたかったのか？　それとも……。












「あと三秒」

　右腕が強こわ張ばった。意味もなく肩に力が入る。

　すずめだけでなく、妹のことも思った。

　亜あ夢む、あしたからまた普通の生活に戻れるぞ。

　ひよりの目的は、「悠ゆう斗とを彼氏にすること」ではなく、「炎えん龍りゆうの再封印を悠斗に手伝ってもらうこと」だったのだから。

「くるぞっ！」

　悠斗は、右手の指をしっかりと閉じた。

　それでも、五指の隙すき間まから黒い光がほとばしり……。
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　一いちノの瀬せ亜夢は、すずめといっしょにマンションの裏手にある月つき極ぎめ駐車場へ駆け込んだ。

　とまっていたのは、大きな胴長車が一台だけ。

「亜夢ちゃん、攻め込むチャンスを待つのよ」

　すずめが、身を低くして車に近づいていく。

　あの中に悠斗とひよりがいるの？

　外灯の明かりだけでは、車内の様子までわからない。

「亜夢ちゃん、こっちよ。ひよりに見つからないよう、静かにね」

　すずめに手招きされ、亜夢も身を低くして車に近づいた。

　どうしてコソコソする必要があるの？　攻め込むチャンスってなんだろ？　車のドアをノックすればいいのでは？　そもそも兄とひよりは車内でなにをしているのだろう？　それに……、すずめは、ひよりのことを「ニョロり」と呼んでいたはず……。

　アゴ先に人差し指をくっつけ、ん～、と考えていた亜夢の首に、すずめがひょいとなにかをかけた。チェーン状のなにかだ。

「これ、プレゼントするわ」

　すずめが、亜夢の後ろ髪を素早くチェーンから抜き出してくれた。

　チェーンの冷たい感触が、首の後ろにぴたりとくっついた。

「これ、は？」

　ペンダント？

　亜夢は、チェーンの先についているモノをてのひらにのせた。

　あれ？

　一辺が二センチにも満たない逆三角形。内側に細かな文字がぎっしりと刻まれている。

　これって……。

　きょうの放課後、ひょろりと背の高い先輩が差し出してきたペンダントと同じデザイン？　どうして、すずめがコレをもっているのだろう？　知らない先輩は『手づくり』だと言っていたけど、市販品なのかも……。

　でも、あやしぃ……、

「イッツァ、ショ～～～タァ～～～～～イム」

　いきなり、すずめが両腕をひろげた。

「南なん條じよう、さん？」

　彼女が、歪いびつな笑みを浮かべた。直後、車の中から黒ずんだ光が放たれた。

「ぴっ!?」

　亜あ夢むの目の前で、すずめが乱暴に車のドアをスライドさせ……。
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　いきなりスライドドアが開いた。そして、そのむこうに寝間着姿の亜夢が立っていたため、一いちノの瀬せ悠ゆう斗とは思わず「ぁ」と声をもらした。

　ひよりの反応は、もっと大きかった。

「きゃぁ！」と悲鳴をあげ、大おお袈げ裟さなほど身を縮めた。

　狭く薄暗い車内で、悠斗を前にしてシャツをはだけて下ブ着ラを見せていたのだから、恥じらうのも無理はない。

　どうしてここに亜夢が？

　そんな疑問は、瞬またたく間まに消し飛ばされた。

「うわっ！」

「ぁ、きゃ、ああっ！」

　亜夢の登場で、悠斗は腕の力をゆるめてしまった。

　ひよりも体をわずかに動かした。

　結果、右手とみぞおちの間に隙すき間まができてしまい……。

　ひよりがとっさに悠斗の右手を押さえたが、間に合わなかった。

　燃えさかる蛇身をくねらせ、炎えん龍りゆうの頭が外にすべり出てきた。とまらない。

「炎龍っ、お願いっ！」

　ひよりの叫びに、炎龍はなにもこたえない。

　そのまま車の外へ這はい出し……、信じられないことに、亜夢の胸に首をもぐり込ませていく。

「ぴゃ、あああぁっ!?　お兄ちゃんっ！」

「なっ!?　お、おい、なんで？　亜夢、逃げろっ！」

　悠斗は、慌てて炎龍の尻しつ尾ぽに手を伸ばした。が、つかみ損ねてしまう。紅ぐ蓮れんの鱗うろこに指の腹を擦こすられただけだ。

　炎龍が、巨大な蛇身をぐねぐねと動かしながら、亜夢の体内へもぐり込んでいく。

「お兄ちゃぁぁぁぁぁん！」

　亜あ夢むが、夜気を引き裂くような叫び声をあげた。よく見ると、炎えん龍りゆうは妹が首からさげたペンダントにもぐり込んでいるようだ。

「亜夢っ！」

　悠ゆう斗とは車外へ飛び出し、亜夢からペンダントを引きちぎろうと手を伸ばした。が、それよりも早くひよりが跳んでいた。彼女の手には、いつの間にか【徒あだ桜ざくら】が……。

　ひよりが、弱々しい光しか放っていない刀身を振りあげ、亜夢に飛びかかっていく。

「やめ……」

　ろ、という悠斗の言葉よりも先に、亜夢が人とは思えない跳躍力で大きく後ろへ飛び下がった。いや、亜夢ではない。妹を抱きかかえるようにして跳んだのは、すずめだった。

　すずめが、なぜ？

　疑問のこたえは、ひよりが教えてくれた。

「スペードっ、どこまで腐れきったマネをすれば気がすむんだっ！」

　叫びながら、柄つかを腰にくっつけるようにして【徒桜】を構え、すずめと亜夢へ突進していく。

　悠斗は、見ていることしかできなかった。

　亜夢がつけたペンダントへ、炎龍が巨大な蛇身を完全にもぐり込ませてしまった。

　動かない妹に、ひよりが白く発光した刀身を突き出した。次の瞬間、

「きゃあああっ!?」

　彼女が黒い波動に弾はじき飛とばされ、悠斗の足もとまで転がってきた。

　波動は、亜夢の華きや奢しやな体を中心に放たれていて……。

「ひよりっ!?」

　悠斗は、すかさず倒れたひよりを抱き起こした。

「くっ、こ、このままじゃ……」

　ひよりが、震える手で悠斗の腕をつかみ、フラフラと立ちあがった。

　なにが、どうなってる？

「楽しぃ─────っ！」

　耳みみ障ざわりな叫びに引っ張られ、悠斗はすずめに顔をむけた。途端、彼女の姿が崩れた、と思いきやタキシードを着た長身の突然変異霊ミユーテストに変わった。

　スペード。ヤツが、亜夢になにかしたのか？

　爆発しそうな怒りを抑えつつ、悠斗はひよりを支えたまま歯は噛がみした。

「亜夢くん……そんな……」

　ひよりが、かすれた声をもらした。

　彼女の震えが伝わってきたのだろうか……。悠斗の体も、小刻みに震えはじめた。

　亜夢を中心に、黒い風が渦を巻いた。

　黒風が、妹の体を幾いく重えにも包み込んでいく。その内側で、細いシルエットが徐々に変化していくのが見えた。少し離れた場所で、スペードが楽しそうに跳ね回っている。

　悠ゆう斗とから体を離したひよりが、再び刀の柄つかに白光りする刀身をつくり出した。

「悠斗、気持ちをしっかり、もっていろ」

「え？」

「堕おちる、ぞ」

「落ちる？　って、なにが……？」

　彼女の言葉は、意味がわからないのに、とてつもなく冷たい響きをもっていて……。

　亜あ夢むの周囲で渦を巻いていた黒風が、ふっと収まった。

　途端、スペードが叫んだ。

「うあ───っ！　なんでだよぉ！　イレギュラ───ッ！　って、もうっ、もうっ、もうぉぉっ！　いただきまぁす！」

　いただきます？
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　桜さくヶらが丘おかひよりは、我が目を疑った。

　飛びかかっていったスペードを、亜夢が一撃で硬いアスファルトに張り倒してしまったからだ。ふたりの身長差は、五〇センチほどもあるというのに……。

　ひよりは、怯おびえる心から懸命に目をそらした。

　逃げるな。前を見ろ。立ちむかえ。

　冷静に敵を分析しろ。

　亜夢が突然変異霊ミユーテストだったことは、炎えん龍りゆうをとり込んだいまの姿を視みれば、ひと目でわかった。全身から、惜しげもなく禍まが々まがしさを放出している。

　額の両側からねじれた角が生え、愛らしかった頬ほおに爪つめ痕あとのような黒い模様が走り、背には漆しつ黒こくの翼が一対。

　信じたくないが……、もはや疑いようがない。

　月曜の朝、炎龍が悠斗と亜夢に襲いかかった理由がこれで明らかになった。炎龍は、亜夢だけに牙を剥むいていたのだ。兄である悠斗のほうは、炎龍に触れても平気だったから、妹と同じ突然変異霊ではないと考えていいだろう。

　悠斗は、交通事故を経て霊に対する絶対的な攻撃力と防御力を手に入れた。

　亜夢は、交通事故で命を落としたあと突然変異霊となってこの世にとどまった。

　ひよりは頭の中を整理しながら、完全に堕ちた亜夢を凝視した。

　彼女が突然変異霊だったことは、衝撃だった。しかし、そのような例なら一〇数年に一、二度の頻度で発生している。

　信じられないのは、突然変異霊である亜夢の霊質だった。

　おそらく、堕おちる前は上位精霊ヴアルゴだったはずだ。つまり、現世にあっても穢けがれることのない稀きし少ような霊体であり、除霊の対象外となっている存在である。

　霊れい部ぶし省ようでは、霊が悪霊となることを〝堕だ正せい〟と言っている。だが、穢れるはずのない上位精霊が堕ちたのなら、堕正ではなく堕聖と呼ぶべきか。

　霊が堕ちれば悪霊となる。それなら、上位精霊が堕ちれば……。このような事例は、霊部省のデータベースにも記録されていないため、想像もできない。できないけど……。

　魔神デイモン。

　伝説にしか登場しないはずの呪わしい種族が、いま、ここに。

「おい、亜あ夢む、は、どうして、あんな、格かつ好こうに……」

　悠ゆう斗とが、堕だ聖せいした妹に震える目をむけている。

「悠斗にはつらい事実だが……………亜夢くんは、ミューテストだった。そして、それに気づいたスペードが、彼女を穢れさせることで悪霊にしてしまったんだ」

　ひよりは亜夢から決して目をそらすことなく、端的に説明した。彼に、上位精霊や魔神のことまで説明する余裕はない。

　亜夢はいま、張り倒したスペードの胸ぐらを片手でつかみ、軽々ともちあげている。身長差がありすぎるため、スペードの両膝は地面についたままだ。

「嘘うそ、言うな、よ」

　悠斗の表情は、驚きよう愕がく一色に染まりきっている。

　大きく目を見開き、瞳どう孔こうが収縮し、唇を微かすかに震わせている彼を見て、ひよりは躊躇ためらった。が、それでも事実は伝えなければならない。

「わたしは、嘘が、嫌いだ」

「ちょ、待ってくれ、亜夢が……霊……って……まさか、ずっと、死……」

　悠斗の体が、ふらりとゆれた。倒れはしなかったものの、立っているだけでもやっとといった青白い顔になっている。

　彼は役に立たない。

　ひよりは、悠斗を戦力から外した。

　ここで冷静さを失えば、とり返しのつかない事態になるだろう。あるいは、もうなっているのかもしれない。自分もいま、魔神の誕生を前にして足がすくむ半歩手前といった状態だ。すぐにでも、この場から逃げ出したい。

　でも……。

　魔神となった亜夢に背をむけたら、桜さくヶらが丘おかひよりの生き方を否定することになる。

　だから……。

　ひよりは、自らの内側で弱々しく蠢うごめいている霊力を掻かき集あつめ、【徒あだ桜ざくら】に注入した。続いて、体の中心をわずかに下げ、いつでも踏み込める体勢をとる。

　チャンスは一瞬。いや、一瞬さえないかも……。

　呼吸を整えながら、恐怖心を体外へ押し出していく。

　躊躇ためらうな、と自らに言い聞かせる。刹せつ那なをつかむため。集中しろ。

「あなたを食べて、その力を手に入れることができたら、ボクはきっと人間に戻れるよ。ねぇ、頼むから、ムシャムシャさせてくれないかな？　少しでいいからさ、齧かじらせて」

　亜あ夢むに胸ぐらをつかまれたまま、スペードが細い声を出した。

　次の瞬間に消し去られるかもしれない状況に至ってもなお、欲望を口にしている。

　穢けがれきった、哀れな突然変異霊ミユーテストだ。

　亜夢が、ゴミでも捨てるようにスペードを地面に叩たたきつけた。

　タキシードを着た長身が、あり得ないほど跳ね、捩ねじれ、曲がり、転がっていく……、と思いきや、途中で黒い鳥となって夜空へ羽ばたき、そのまま空高く飛んでいく。

　さすがに、魔神デイモンが相手では分ぶが悪すぎると考えたのだろう。

　鳥になって逃げていくスペードにむかって、亜夢が右手を突き出した。

　なにかを放つつもりか？

　この瞬間を逃すことなく、ひよりは、ふっ、と風に身をのせた。

　全細胞が、貫け！　と叫んでいる。

【徒あだ桜ざくら】の刀身に決意を込め、亜夢との距離を一気に詰めた。
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　一いちノの瀬せ悠ゆう斗とは、音もなく亜夢に突っ込んでいくひよりの背に、思わず右手を伸ばした。

　だが、その五指はなにもつかむことができない。

　ひよりの刀はいま、炎をまとってはいない。ぼんやりとした光を放つ白い刀身が、夜に浮かんでいるだけだ。

「ぁ」

　悠斗は、微かすかな息をもらした。

　亜夢が、スペードの羽音にむかって伸ばしていた腕を、ゆっくりと下ろした。ひよりへ顔をむけたまま。

　妹が、ほんのわずかに目を細めた。直後、パッと白光が弾はじけたように見えた。【徒桜】の刀身が砕け散ったのだ。

「くっ、ぁ、っ！」

　それでもひよりは、柄つかだけを握りしめて亜夢に飛びかかった。

　ヴァサッ。

　黒い翼を軽く動かした亜夢が、宙に浮かんだ。と思いきや、ひよりの頭上を飛び越え、すぐに悠斗の目の前に降りてきた。

　兄を見あげる妹の顔には、ふんわりとした微笑ほほえみが浮かんでいる。

「お兄ちゃん、ずっとナイショにしててごめんね。あたし、自分が死んだなんて、とても、言い出せなかったの」

　亜あ夢むの大きな瞳は、いつもと同じように澄んでいて、清らかで、兄だけにむけられていて。ねじれた角や、頬ほおの模様や、黒い翼がついているだけで、亜夢はやっぱり可愛かわいい亜夢のままで。

「亜夢、お前、なんともないのか？」

「うん、平気。逆に気分がいいくらい」

「本当に、大丈夫なんだな？」

「んもう、お兄ちゃんったら心配性なんだから。ちょっと驚かせちゃったけど、これからも、ずっといっしょにいられるからね。うふふ。あたしたち、ず～っといっしょだよ」

「亜夢……お前……」

「お兄ちゃん、そんな顔しないで。あたし、絶対にお兄ちゃんから離れたりしないから」

　亜夢が、心底嬉うれしそうな顔で悠ゆう斗との横に移動し、腕に抱きついてきた。そうしながら、さらに言葉を続ける。

「だからね、お兄ちゃんも、絶っっっ対にあたしから離れたりしないで。約束して」

　コツン、と悠斗の肩に頭をぶつけてくる。肩の骨に、亜夢の角が当たった。硬質な感触が伝わってくる。それでも……。

　亜夢だ。中身は、亜夢のままなにも変わってないじゃないか。

　悠斗は、腕に抱きついている妹のぬくもりを必死に掻かき集あつめた。たったひとりの家族……、その存在感を無我夢中で抱きしめた。

　放したくない。当たり前だと思っていた存在を喪うしなったことがあるからこそ、太た刀ち打うちできないほどの喪そう失しつ感かんに精神を切り刻まれた経験があるからこそ、強く思った。強く強く強く思った。

　手放したら、二度と妹を守ってやれなくなる、と。

　でも……。

「悠斗っ！」

　ひよりの叫びが、悠斗の思考に突き刺さってきた。

　気づいたときには、彼女がすぐ目の前まで迫ってきていた。手にした柄つかには、再び淡い光を放つ刀身が現れている。

　その切っ先は、亜夢にむけられていて……。

「亜夢、危な……っ!?」

　悠斗はとっさに、体を盾にして亜夢を守ろうとした。が、そのときにはもう、妹の姿は消えていた。

　ひよりの刀が、悠斗の腕すれすれ……、なにもない空間を貫いた。

　ヴァサッ。

「？　ぁ……」

　翼が風を叩たたく音を追って、悠ゆう斗とは首を動かした。

　ひよりもすぐさま、鋭い視線を夜空へむける。

　空を舞った亜あ夢むが、一〇メートルほど離れた場所にふわりと降り立った。

　ひよりと妹の視線が、激しくぶつかった。

　悠斗は、ひよりの前に腕を出しながら、

「ちょっと待ってくれ」

　とにかく場を収めようとした。

　落ち着いて話し合えば、きっと解決策が見つかるはずだ。亜夢は、見た目が少々変わっただけなのだから。やさしい心は、もとのままで……。

「その女、ムカつく」

　一瞬、だれの言葉なのかわからなかった。声は、間違いなく亜夢のものだったけど。

　悠斗はそろそろと首を動かし、ねじれた角と黒い翼をもった妹へ顔をむけた。

「亜夢？」

「お兄ちゃん、ちょっと離れてて。その女を壊すから」

「お、おい」

　亜夢の愛らしい口が、信じられない言葉を吐き出し続ける。

「お兄ちゃんに馴なれ馴なれしい女は、ぜぇ～んぶ灰こ燼わしてやるの」

　動けない悠斗の横で、ひよりが刀を構えた。

「亜夢くんはもう、完全に悪霊と化した。それも魔神デイモンと呼ばれる強力な悪霊に、な。冷たいことを言うようだが……アレは、生ある者の敵対者なんだ」

「なんで……」

　アレなんて言うな。

　あの子は、亜夢だぞ？　オレの妹だ。この世にたったひとり残った、オレの家族だ。人間の敵対者？　大おお袈げ裟さすぎだろ？

「あ、そっか。コイツ、お兄ちゃんには無害だったんだよね。アハハ、だったら気兼ねしないで放てるわ」

　コイツ？　の正体はすぐにわかった。

　亜夢が、右手を高々と頭上にあげた。

　そこから、ゴオオオオオオオォッと噴き出してきたのは、巨大な炎の蛇身だった。

　ひよりが封印していた炎えん龍りゆうの数倍はあるだろうか。太い角や波打つたてがみが生え、鋭い爪をもった前足までついている。まさに「龍」と呼ぶに相応ふさわしい、神こう々ごうしさと荒々しさを凝縮したかのような姿だ。

「あ、あ、ぁ、そ、そんな……」

　夜空を炎色に染めあげた炎えん龍りゆうを前に、ひよりが震える息をもらした。彼女の手からこぼれ落ちた柄つかが、カチャ、と地面に落ちた。

「アハッ、普通の炎龍だったら、人間は気絶程度ですむけど、コイツは心まで食べちゃうわよ。アハハハハハッ、その女、一生病院のベッドとお友だちね。アハハハハハハハッ」

　亜あ夢むが、さも楽しそうに笑っている。

　妹は、怯おびえている人を見て嘲わ笑らったりしない。絶対に。

　妹は、震えている人を見て悦た楽のしんだりしない。絶対に。

「亜夢、やめろ。落ち着け、な？」

　悠ゆう斗とは、胸の前で両手をひろげた。

　いま、自分にできることは？　暴威を振りまく魔神デイモンとなった妹を相手にして、できることは？　地球上の生物すべてを圧するほど巨大な炎龍を前にして、できることは？

　体を張って、妹をとめることしか……。

「お兄ちゃんは心配しなくていいよ。コイツ、お兄ちゃんにはなにもできないから」

「オレだけじゃなくて、ひよりにもひどいことしちゃダメだろ？」

「お兄ちゃんは、ほんとに大丈夫だって。あたしを信じて」

「いや、だから、ひよりは友だちだろ？　そんな怪物をけしかけたら……」

「あたし、お兄ちゃんだけでいい。他のヤツは必要ないの。特に女は、いらないわ」

　悠斗は、震える手を握りしめた。

　亜夢が突然変異霊ミユーテストだったという事実を知ってから、ずっと絶望を感じている。それでも。それでも。それでも！　絶望だけはしたくない、と全身に力を込めた。

　大声で叫びたかった。でも、なんと叫べばいいのかわからない。

　大声で泣きたかった。でも、いまは、泣いてる場合ではない。

「それじゃあ、せぇ～のぉ～」

　亜夢が、投手のマネをして振りかぶった。そして、右腕を頭の後ろへ下げ、

「いってらっしゃ～い」

　女の子投げで、炎龍を放つ。

　グゴオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオォォォォォ！

　炎龍が、街まち中じゆうをゆるがすような咆ほう吼こうをあげ、悠斗たちに突っ込んでくる。

「は、ぁ……」

　ひよりは、完全に固まったまま動けないでいる。切れ長の瞳に滲にじんでいるのは、涙とあきらめの色だ。

　悠斗は……………、

「うらあああぁ！」

　腹の底から叫んだ。

　反射的に走った。

　迫りくる巨大な炎えん龍りゆうの牙に頭から突っ込んだ。

　重々しい衝撃を感じた直後、炎龍の巨大な頭部が跳ねあがる。瞬間を逃さず、悠ゆう斗とはたてがみをつかんで荒々しく引き寄せた。

　狙ねらいは……。

「うおぉぉらぁあああああっ！」

　悠斗の頭よりずっと大きな逆げき鱗りんに、爆風パンチを叩たたき込こむ。

　グゴオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオォォォォォ！

　悠斗は、すぐさまたてがみを放した。と、炎龍の厳いかつい頭部がぐるりとむきを変え、その鼻先を亜あ夢むへむけた。

　ごめん。

　心の中の自分は、叫んだ瞬間からずっと大泣きしている。

　ごめん亜夢。

　炎龍が、亜夢に襲いかかっていく。が、

「あ～も～、つかえないわねコイツ。寄ってこないでよ、暑苦しい」

　黒い翼をひろげた亜夢の前で、炎龍がとまった。まるで、見えない壁にゆく手を阻はばまれたかのように……。

　細腕を組んだ亜夢が、炎龍に苛いらついたような目をむけている。妹と炎龍の牙との距離は、五〇センチほど。

　魔神デイモンの力か？

　気づいたときには、黒のロングヘアが地をすべるようにして炎龍の巨体を回り込み、横から亜夢に近づいていた。

　ひよりだった。恐怖を振りきり、【徒あだ桜ざくら】を拾いあげて走っていたのだ。

「っっっっっ！」

　彼女が、亜夢にむかって白い刀身を突き込んだ。

　それでも……。

「きゃあああっ」

　腕のひと振りで、易やす々やすと弾はじき飛とばされてしまった。

　黒い翼を大きくひろげたまま、亜夢が悠斗に顔をむけてきた。

「お兄ちゃん、そろそろお家うちに帰ろ」
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　桜さくヶらが丘おかひよりは、アスファルトの上を激しく転がってもなお、【徒桜】を放さなかった。受身をとり、体中の痛みを無視して立ちあがる。

　肌が破れてもいい。骨が折れてもいい。意識さえあれば、【徒あだ桜ざくら】に霊力を注ぎ込み、何度でも刀身をつくり出すことができる。【徒桜】があれば、気力が続く限り戦える。

　ひよりは、しつこく具現化した刀身を顔の横に立て、「一いち斬げき必ひつ滅めつ」の構えをとった。

　一度は、魔神デイモンの力を得た炎えん龍りゆうを前にして、心が折れそうになった。

　想像を絶するほど巨大な暴力を前にして、戦うこと、逃げること、策を講こうずること、そのすべてを不覚にもあきらめた。

　あきらめ、絶望という名の冷たい手に心臓を鷲わしづかみにされたそのとき、悠ゆう斗とが炎龍にむかって突っ込んだ。

　悠斗の背中、そして彼が選んだ行動を見て、ひよりは自らの頬ほおを両手で張った。その痛みで、心を呼び戻すことができた。

　悠斗のお陰だ。

　桜さくヶらが丘おかひよりが、除霊師クリーナーになった理由はひとつだけ。

　彷徨さまよえる霊に安らぎの道を示すため。

　ひよりは、【徒桜】の柄つかを絞るようにして、キュッと両脇を締めた。肩の力を抜く。

　すべてを打ち込もう。

　亜あ夢むが突然変異霊ミユーテストだと見抜けなかったのは、自分の責任。

　炎龍を奪われたのも、自分の責任。

　スペードによって、亜夢を堕だ聖せいさせてしまったのも自分の責任。

　すべてを背負い、自らの魂を刃やいばに練り込み、魔神を浄化しよう。たとえ刺し違えても。

　亜夢はいま、ひろげた黒翼で力場をつくり出し、猛たけり狂った炎龍に触れることなく、浄火の力を押さえ込んでいる。

　先ほどの奇襲は失敗した。亜夢がまとった対霊防護膜シールドを突き破ることができなかった。

　だから、次の一撃には命を込める。

　一斬入魂。

　亜夢と視線が重なった。

　清らかだった少女の唇には、完全にこちらを見下した嫌らしい笑みが貼りついている。

　ひよりは、自分が存在する世界、そのすべての情報を遮断した。

　体内に残っている霊力すべてを【徒桜】に注入する。

　過去も、現在も、未来も、夢も、希望も、すべて閉鎖した。

　見据えるは、ただ一点。

　魔神。

「つぇぁっ！」

　両脚に全霊を込め、圧倒的な魔の圏内ふところを疾しつ走そうした。

　ひと息で間合いを詰め、勢いのまま亜夢に斬きりつける。

　しかし、彼女の額、その数センチ手前で霊刃をとめられた。

　あと少し。

　亜あ夢むが、正面で牙を剥むいている炎えん龍りゆうへ、左側面から斬きりつけたひよりへ、交互に目をむけている。

　あと少し。

「くぅぅぅああああああああああっ！」

　ひよりは、全力で霊刃を押し込んだ。体すべてをつかって、力を込めた。斬りつけたあとのことは、なにも考えなかった。

　あと少し、なのに……、

「ヘビもあんたも、暑苦しいったら……」

　炎龍ともども弾はじき飛とばされた。

　頭頂からつま先にかけて、衝撃が走った。あまりの激痛に、うめくことさえできない。

【徒あだ桜ざくら】が、どこかへ飛んでいった。

　やはり、人の身で魔神デイモンと対たい峙じすること自体、無謀すぎたのだ。

　意識が薄れ……、洗い流されるように痛みが消え、代わりに無力感がひろがっていく。

　ひよりは倒れたまま、うっすらと目を開けた。

　亜夢が歩み寄ってくる。死を告げる歩みだ。

　ああ、自分の道は、ここで途切れるんだ。意外とあっけない幕切れだったな。

　どこか他ひ人と事ごとのように、そんなことを考えた。

　だが、頭の片隅にへばりついていたのは、「生きていたい」という想おもいだった。

　往おう生じよ際うぎわの悪い想い。

　潔くない想い。

　本能的な想い。

　まだ、終わりたくない。怖い。怖い。死ぬのは……………、怖い。

　でも……、もう……、

　なにもかも……、

　終わ……、

　心の火が消え入りそうになったそのとき、目の前に二本の足が現れた。

　ひよりは、懸命に視線をあげた。

「ゆ、ぅ、と」

　ひろい背中が見えた。

　張りつめていた心がみるみるうちに溶けて流れ出し、目の奥が熱くなっていく。
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　一いちノの瀬せ悠ゆう斗とは、倒れたひよりを背にかばい、亜夢の前に立った。

　静かに息を吐く。

　息といっしょに、悲しみを吐き出した。苦しみを吐き出した。迷いを吐き出した。妹との思い出を吐き出した。とにかく吐いた。いろんなものを吐き出した。

　肺の中の空気を吐ききってしまえば、あとは吸うしかない。

　吸うと同時に、胸を張る。

　左手のほうで、亜あ夢むに弾はじき飛とばされた炎えん龍りゆうが再びぐねぐねと動きはじめた。懲こりることなく、亜夢に襲いかかるつもりのようだ。

　そんな炎龍を視界の隅に捉とらえつつ、悠ゆう斗とは命よりも大切な妹を見つめた。

「お兄ちゃん、早くお家に帰りたいよね？　もうちょっと待っててね、その女をすぐに壊して……」

「亜夢」

　悠斗はゆっくりと亜夢に歩み寄り、両腕をひろげ、妹の小さな頭を包み込むようにして胸に引きつけた。

「うふふ。お兄ちゃん大好き。大好き。大好きぃ。あたし、お兄ちゃんだけでいい」

　亜夢が、悠斗の胸に額をぐりぐりと擦すりつけてくる。角が当たって、ちょっと痛い。

　妹の背で、黒い翼が嬉うれしそうにパタパタと動いている。おそらく、この翼が力の源か、あるいは放出口なのだろう。炎龍を押しとめていたとき、ずっとひろげていたから。波動のようなモノも、ぼんやりと視みえていた。

「亜夢、オレも、お前のこと、大好きだよ…………………………………………ごめんな」

「え？　お兄、ちゃん？」

　亜夢が顔をあげた。

　悠斗は、妹の翼ごとその細い体を抱きしめた。

「お、お兄ちゃん、なにを……？」

　妹の慌てた声に引き寄せられるように、炎龍がうねうねと地を這はい、近づいてきた。

「お兄ちゃん!?」

　暴れ出した亜夢を、悠斗は決して放さなかった。

　炎龍が、兄妹きようだいに巨体を巻きつけてくる。

「きゃあああああっ！　熱いっ！　お兄ちゃん、熱いのっ！　お兄ちゃん、放してっ！」

　悠斗はきつく目を閉じ、亜夢の苦しむ表情を視界から追い出した。

　それでも、悲鳴だけは消せない。

「いやああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああっ！」

　妹が生み出す断だん末まつ魔まの悲鳴は、この世でもっとも耳にしたくないものだった。

　歯を食いしばり、ぶるぶると全身を震わせながら、それでも悠斗は暴れ続ける妹の体を放さなかった。

　守ってやれなくて、ごめんな。

　助けてやれなくて、ごめんな。

　つらい思いさせて、ごめんな。

　砕け散ってしまいそうな自分の心とともに、悠ゆう斗とは妹の体を掻かき抱いだいた。

　亜あ夢むのため。

　妹の魂を救うため。

「…………………………」

　悲鳴がとまった。

　それでも、悠斗は目を開かなかった。腕には、まだ確かな感触がある。微かすかな動きも。

　目を開け、見てしまえば……、亜夢の最期の姿を記憶に焼きつけてしまえば……、きっと耐えられなくなる。

　怖くて怖くて、悠斗は目を開けることができなかった。

　妹との別れが怖くて。

　孤独な世界が怖くて。

　自分の選択が怖くて。

「お兄ちゃん」

　純粋さを凝縮させたかのような声が、悠斗の耳に届いた。

　思わず、目を開けてしまった。

　亜夢がふんわりと微笑ほほえみ、悠斗を見あげていた。

　亜夢……、と妹の名前を呼びたくても、ノドが詰まって声が出せなかった。

　小さな、愛らしい妹の唇が、微かに動いた。

　聞こえたのは、

「お兄ちゃん、




　　　　　　これから先、




　　　　　　　　　　　どんなことが、




　　　　　　　　　　　　　　　　　あっても、







　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　負けないで、










　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　あたしとの、










　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　約束、













　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　だから、













　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ね」












「ぁ……む」

　涙があふれ出たのとほぼ同時に、亜あ夢むの微笑が光の粒子となって砕け散った。小さな体も、すべて。カケラひとつ残すことなく。「大好き」という言葉を最後にして。

　妹が履いていた革靴の上に、ヒヨコ柄の寝間着がふわりと落ちた。ぽとっ、とペンダントもいっしょに。

　漆しつ黒こくだった翼は、亜夢が消え去る直前、鮮やかな白に変わっていた。


　　　　　　●　●　●



　清らかな炎に身を包まれた少女が、神秘的な世界へ旅立った。

　倒れたままそれを見届けた桜さくヶらが丘おかひよりは、力を振り絞って上体を起こした。そして、胸の前で手を合わせ、心やさしい少女へ祈りを捧ささげた。そして感謝も。

　亜夢は、炎えん龍りゆうが溜ためていた穢けがれもいっしょにもっていってくれた。これで、再封印したあとは前よりもずっと制御しやすくなるだろう。自分の寿命もかなり延びたはずだ。

　亜夢が消えたことで自由になった炎龍は、大気に還かえろうとせず、地に落ちたペンダントの中へもぐり込んでいった。

　スペードは軽けい蔑べつすべき突然変異霊ミユーテストだが、ペンダントをつくってくれたことには礼を言ってもいい。これで、炎龍を逃がすことなく再封印を施ほどこすことができるのだから。

「悠ゆう斗と、すまない、が、それ、とってくれ」

　ひよりは水気のない声を絞り出しながら、悠斗の足もとにあるペンダントを視線だけで指し示した。

　悠斗が、袖そででゴシゴシと涙をふいたあと、ペンダントを拾ってもってきてくれた。

「ありが、とぅ」

　彼から炎龍入りのペンダントをうけとったひよりは、すぐにシャツの下に手を入れ、それを刻印に押し当てた。

　間を置かず、ゆっくりと心を込めて呪じゆ文もんを唱える。

「祖そ、径みちを穿うがたん。汝なんじ、渓谷を刻まん。祠ほこら、腹はら這ばいの皇おうを呑のまん。炎ほ星しを司つかさどる皇龍おろちの末まつ裔えいよ、我が肉を毟むしり、我が血を啜すすり、我が魂を糧とせよ。鳴り響く炎お音とを奏で我とともに詠うたおう。天貫く炎み路ちを創り我とともに往ゆこう。猛たけき紫し滅めつの炎と刻ききたるまで我とともに炎片かけらを積もう」

　炎龍の封印儀式を行ったのは、一〇歳の冬だった。その際、協力してくれた桜ヶ丘家の親族が、ひよりの身を案じて時限式の封印にしてくれたのだ。

　成長するにつれ、ひよりは炎龍の必要性を強く感じていった。だから、心やさしき親族には悪いと思いつつ、今回のような再封印を行う決意を固めたのだ。

　ひよりと炎龍の関係だけを捉とらえれば、穢れがすべて消え去ったため、結果オーライだった。しかし、代わりに悠斗のもとから大事な妹が消え去った。

　兄は妹を慈いつくしみ、妹は兄を慕したっていた。彼らは互いに寄り添い、心をしっかりと結びつけ、ふたりで力を合わせて日々の生活を懸命に送っていた。

　ひよりは、ペンダントから自身の体内へ移動してくる炎えん龍りゆうの脈動うごきを感じながら、悠ゆう斗との気持ちを想像した。

　自分勝手な都合で、一いちノの瀬せ兄妹きようだいを巻き込んでしまった。

　悠斗から大切な妹を奪ってしまった罪を、どうやって償つぐなえばいいのだろう。

　そんなことを考えながら、炎龍の再封印が終了するのを待った。

「あ～あ、つまんないな。消滅きえちゃったのかぁ。これじゃ、ムシャムシャできないよ。ボクが人間に戻るの、またおあずけってわけね。ほんと、つまんなくて、楽しいぃ」

　不意に、疲れた神経を逆なでするような声が、頭上から聞こえてきた。

　暗い空から、羽音だけが降ってくる。

　ひよりは、【徒あだ桜ざくら】の柄つかを握りしめた。炎龍は、まだ封印しきれていない。ここで下へ手たに刺激すれば、再封印が失敗してしまうだろう。

「てめぇ、降りてこいっ！」

　悠斗が、夜空に紛れたスペードにむかって怒鳴った。

「つまんない。つまんない。つまんないなぁ」

　声と羽音が遠ざかり……。

　聞こえなくなったあと、ようやく炎龍の再封印が完了した。





エピローグ




　一ノ瀬悠斗は、てのひらに爪が食い込み、皮膚が破れそうになるほど拳を握りしめた。ギリギリと。

　怒りを溜ため、悔しさを溜め、街に覆おおいかぶさっている黒い空をにらみつける。

　怒りをぶつけたい相手は、逃げていった。

　悔しさをぶつける場所が、なくなった。




「うああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ！」




　ぶつけどころを失った激情が、体の奥からあふれ出てきた。あふれて、あふれて、あふれて……、そのあと、ゆっくりと腕から力が抜けた。足からも力が抜け落ちていく。

　悠斗はその場に座り込み、立てた両膝に顔を埋うずめた。なにもする気が起きない。脱力感。無力感。喪そう失しつ感かん。その他、様々な負の感情が丸めた背中にのしかかってくる。

　亜あ夢むは、もう、この世にはいない……。

　突然変異霊ミユーテストだろうが、魔神デイモンだろうが、自分の大切な妹に変わりはない。それなのに、自分は妹を……、この腕の中で……。

　選択は、正しかったのだろうか？

『これから先、どんなことが、あっても、負けないで、あたしとの、約束、だから、ね』

　亜あ夢むの言葉が、耳から離れない。

　人生において、「負けない」ために必要なモノがある。

　悠ゆう斗とは、そのことを痛感した。

　心の置き場所。

　安らげる場所。

　癒いやされる場所。

　悠斗にとってそれは、妹がいる空間だった。家族がいる、という実感だった。当たり前の存在がそばにいてくれる、という意識の奥底にある安心感だった。

　それが消失した。

　これから先、背中を押してくれるモノがない生活がはじまる。背骨を支えてくれるモノがない人生を送らなければならない。

『どんなことがあっても負けないで』

　妹が遺のこした言葉を、心の中で抱きしめた。

『あたしとの約束だからね』

　喪そう失しつ感かんに潰つぶされそうで、堪たまらなくなる。

　ひよりが、地面を這はうようにして悠斗のそばに寄ってきた。気配でわかる。

　なにも言うな。なにも言わないでくれ。慰めの言葉なんか口にしてみろ、そのときは……、そのときは……。

　悠斗のすぐ横で動きをとめた彼女は、細い両足を投げ出して座ったまま口を開こうとしない。黙ってそばにいるだけだ。

　ありがたかった。

　悠斗は両膝に顔を埋うずめたまま、ふとスペードの言葉を思い出した。

　人間に戻る、とか言っていた……。だがすぐに、タキシードを着た憎むべき突然変異霊の顔を脳内から追い出した。

　いまさら考えても、意味のないことだから……。




　数分後。

　ひよりがいつまで経たっても口を開こうとしないから、悠斗は気になって顔をあげた。もしかしたら気を失っているのか？　と心配になったからだ。

　彼女のきれいな瞳は、遠くの夜空へむけられていた。

　悠ゆう斗との視線に気づき、ひよりがこちらへ顔をむけた。長い黒髪が、肩から背へサラサラと流れていく。

「……………」

　視線が交わっても、ひよりは口を開こうとしなかった。黙って悠斗を見つめている。

「なんか言えよ」

　つい、言葉にトゲが交じった。

　ひよりが、目にかかった前髪を払いながら、

「言葉が見つからない」

　ようやくしゃべってくれた。気をつかってくれていたらしい。

「そっか。ま、これでひよりの目的は達成されたんだろ？　だったら、オレのことはいいから、もう自じ分ぶん家ちに帰れ」

　ついつい、トゲの量が多くなってしまう。

　ひよりの目が、わずかに尖とがった。

「傷ついた者を放ほうっておくほど、わたしは冷血じゃないぞ」

「オレはひとりになりたいんだよ」

「嘘うそだな。わたしはここにいる」

「おい、嘘ってなんだよ」

「〝嘘〟と言われるのが嫌なら、〝強がり〟と訂正しようか？」

「つ、強がってなんか……本当にひとりになりたいだけだって」

「わたしは、ここを動かない。ま、動けない、と言ったほうが正しいが、な」

「動けないって、おい、大丈夫か？」

　悠斗は、思わずひよりに顔を近づけた。

　彼女は、魔神デイモンと化した亜あ夢むから何度も弾はじき飛とばされ、アスファルトに叩たたきつけられていた。硬い地面は、普通に転んだだけでも痛いのに。

　よく見ると、ひよりの服はところどころ裂け目や破れができていた。血も滲にじんでいる。

「炎えん龍りゆうの再封印がすんだから、治ち癒ゆり力よくが常人の数倍に戻ってるはずだ。三〇分ほど休んでいれば、傷はすべてふさがるだろう」

「そっか。なんか、すげぇな……」

「凄すごいのは炎龍だ。わたしじゃない。それに、体の傷はふさがるが、心の傷までは……」

　チクッ、と胸の内になにかが刺さった。そのとき、

「うが───っ！　そこにいたかぁっ！　ニョロりぃぃぃぃぃっ！」

　だれかが、金切り声を立てながら駐車場に駆け込んできた。

　外灯の光が、赤いショートヘアを闇に浮かびあがらせた。すずめだ。

　またスペードか？

「アレは本物だ」

　地面に手をついた悠ゆう斗との肩を、ひよりが軽く叩たたいた。彼女は、スペードの変化を簡単に見破る目をもっている。

「ニョロりっ！　よくもやってくれたわねぇぇって、あんた傷だらけじゃない!?　ちょ、ちょっと大丈夫なの？　ゆ、悠斗くん、いったいなにが……」

　悠斗とひよりの前にやってきたすずめが、驚きの表情を浮かべたあと、すぐさま右みぎ袖そでからジャキッ、と警棒を出した。瞬時に除霊師クリーナーの顔となり、周囲に視線を走らせる。

「もう、敵はいない」

　ひよりの言葉で、唇の端をくにっと歪ゆがめたすずめが、警棒をサッと袖の中に消した。出し入れの素早さは、手品師並みと言ってもいいだろう。

「で、なにがあったの？」

　すぐに冷静さをとり戻したすずめが、そうたずねてきた。

「まず言っておくぞ。わたしは、炎えん龍りゆうの再封印を完了させた」

「ふん。バカニョロり。そんなこと視みりゃわかるわよ。ほんとに………バカなんだから」

　すずめが、一瞬だけ泣きそうな顔になった。彼女が怒鳴りながら駐車場に駆け込んできた理由もわからなければ、なぜ泣きそうになっているのかも悠斗にはわからない。

「すずめ、キミが心配してくれていたことは、十分に承知しているんだぞ？」

「わかってんだったら、どうしてまた火事ニョロを再封印したりすんのよ？」

「もう心配ない。炎龍の穢けがれは消えた」

「は？　それって、どういうこと？」

　すずめが、悠斗とひよりの前に腰を下ろした。ぺたんと座り、話を聞く姿勢をとる。

　ひよりが、ときどき悠斗に同情とも悲しみともとれる視線をむけながら、駐車場内での出来事を説明した。

　亜あ夢むが突然変異霊ミユーテストだったこと。

　すずめに化けていたスペードに横から炎龍を奪い盗とられ、結果、亜夢を堕正させてしまったこと。しかしそれは、堕だ正せいではなく堕聖だったため、魔神デイモンを相手に戦わなければならなかったこと。

　そして、悠斗が亜夢を本来逝いくべき場所へ送ったこと。その際、亜夢が炎龍の穢れをすべて浄化してくれたこと。

　お陰で、ひよりの寿命がかなり延びたこと。

　黙って聞いていたすずめが、ひよりの話が途切れたタイミングで、グッと拳を握った。

「スペ公っ！　次に会ったときこそ、絶っっっ対に除霊してやるわっ！」

　怒っているはずなのに、彼女の大きな瞳には涙が溜たまっている。

　亜夢のことを悲しんでくれているのだ。

　ひよりも話しながら、ときどき細い指で目もとをぬぐっていた。

　でも。

　悠ゆう斗とは………、泣けなかった。

　心は、確かに重々しい。妹が消えてしまったとき、涙があふれ出てきた。それなのに、いまはひと滴しずくも出てこない。

　悲しみが、あまりに深すぎて。泣いてしまえば、底なしの暗黒に墜おちてしまいそうで。

「どうして、亜あ夢むちゃんが、こんな……」

　すずめが、くしゃっと顔を歪ゆがめた。

　数秒後、「ふぇっ」と奇妙な音を漏らしたと思いきや、

「ぇえええええええええええええええ～～～ん、うわ─────────────ん！」

　大声で泣きはじめた。

「そ、そんな、こ、子どものように泣くな。み、みっともないと、お、思わない、の、か、ぁ、う、ぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅ」

　ひよりも、両手で顔を覆おおって泣き出した。

　悠斗は、妹のために悲しんでくれるふたりを前に、両膝を抱えた。

　心が、どこかへいってしまったようだ。

　すずめが叫んだ。

「うわ──────────ん！　こんなの、ひどすぎよぉ──────────っ！」

「うううううううううううううううううううううううううううううううううううぅぅぅ」

　ひよりも、嗚お咽えつを漏らし続ける。

　なんの予告もなく、

「あのぅ、なにが、どうなってるんでしょう？」

　涼やかな音こ色えが響いた。

　震えた。

　悠斗は、顔をあげた。

　ひよりが、顔から手を下ろした。

　すずめが、後ろを振り返った。

　心が震えた。

　三人で座っていた場所から、五メートルほど離れた場所に……………、立っていた。

「まさか、そんな……」ひよりがつぶやいた。

「え？　すっぽんぽん？　なんで？」すずめが、目を見開いた。

　悠斗は、まるで野生の小動物を前にしているかのように、そろそろと立ちあがった。急に動けば、逃げていかれるかもしれないから。

「亜夢？」

　大切な、本当に大切な妹の名を呼んだ。

「お兄ちゃん、なんて顔してるの？　あれ？　ぴっ!?」

　ここでようやく、自分の姿に気づいた亜あ夢むが、両手で胸を隠すようにして「やぁ～ん」とその場に座り込んだ。全裸だったから。

「ま、まさか、亜夢くん、が、［不死鳥フエニツクス］だった、なんて、そんな、まさか……」

「え？［不死鳥］って、ただの伝説でしょ？　焼き鳥は、やっぱり焼き鳥で……」

　悠ゆう斗とは大急ぎで落ちていたヒヨコ柄の寝間着を拾いあげ、妹のところへもっていった。

　服を渡すときに触れた亜夢の小さな手、その確かな感触に悠斗は……………、泣いた。

　心地いいほど心が崩れ、とめどもなく涙があふれ出た。




　背中が破れた寝間着を亜夢に着せながら、悠斗はひよりから聞いた［不死鳥］の伝説を思い出した。

　五〇〇年に一度、自らを炎で焼いたのち再び甦よみがえるという〝不死〟と〝再生〟を象徴する伝説の霊鳥。〝滅めつ私しを究きわめた魂に宿る聖せい霊れい〟。

　伝説の信憑性なんて、この際どうでもいい。亜夢は、戻ってきてくれた。けど……、およそ一〇ヶか月げつ前の事故によって妹がすでに生者としての人生を終えており、突然変異霊ミユーテストとなっていたという事実には、驚きを通り越しているため正直なところ実感が湧わかない。












［不死鳥フエニツクス］かもしれない当の本人でさえも、ピンときていない様子だ。ある日突然、「あなたは伝説の住人だったのです！」と知らされても、どう反応すればいいのかわからないのが普通だろう。

　だから悠ゆう斗とは、深く考えないことにした。亜あ夢むの笑顔は、いま、手の届く場所にある。

　これから先も変わることなく、妹を命懸けで守っていくだけだ。

　それでも、ひとつだけ気になることがあったため、ひよりに訊きいてみた。

「突然変異霊ミユーテストが人間に戻れる方法って、あるのか？」

　スペードが、そんなことを言っていた。

　亜夢も、大きな瞳にたっぷりの〝期待〟を滲にじませ、ひよりを見あげている。

　ひよりとすずめが、チラッと視線を交わした。除霊師クリーナーふたりの表情が、〝期待にはこたえられない〟とささやき合っている。

「残念だが、そんな方法なんて、ありはしない」

　ひよりが、心の疼うずきを吐き出すように言った。

　むぅ、と唇を曲げていたすずめも、意を決したように口を開く。

「死者が血肉を得るなんて、宇宙の理ことわりに反することなの」

　ふたりの返事を聞いた亜夢が、しゅんと肩を落とした。

　だが、悠斗は退ひかなかった。兄として、妹を守り続けると誓っているのだから。たとえ除霊のプロに「無理」だと言われても、希望は棄すてない。

「オレは、オサムくんの霊魂を肉体からだに戻したぞ？　それから、ひよりが〝いかがわしい伝説〟だって言ってた［不死鳥］は、いま、オレらの目の前にいるじゃないか。まぁ、確かに亜夢が［不死鳥］だって断言はできないけど、少なくとも〝再生〟はしたぞ」

「む、そ、それは……」ひよりが、視線を下に落とした。

「ん～、返す言葉もないわね」すずめが、下唇を口の中に巻き込んだ。

「悠斗の言う通り、亜夢くんが［不死鳥］だと確定したわけじゃない。だが、わたしは、自分の目で見たことは信じることにしている。亜夢くんは、確かに〝再生〟した」

「わたしは経過を見てないから……でも、ふたりが言うなら、まぁ、そうなんでしょ」

　真剣な表情のひより。肩をすくめているすずめ。ふたりの除霊師を前に、悠斗は亜夢の肩をしっかりと抱き寄せた。

　プロの言うことが絶対ではないはずだ。

「オレは、あきらめないからな」

「ふふ、お兄ちゃん、それ、あたしのセリフだよ？」

　顔をあげた妹の瞳には、確かな決意が見えた。

　すずめが、頭をぽりぽりと掻かいた。

「あんまり期待しないでほしいんだけど、霊れい部ぶし省ようのデータベースで調べてあげるわ。出所のハッキリしないホラ話なら、死人が甦よみがえったってのはたくさんあるから」

　亜あ夢むの表情が、パッと明るくなった。

「すずめ、局内で得た情報を外部に漏らすのは御ご法はつ度とだぞ？」

「あぅ～、守秘義務かぁ～」

「そうだ。キミもわたしも、守秘義務を負っている」

　妹の小柄な体が、しゅ～んと縮む。

　亜夢の気落ちした顔は見たくない。だから、悠ゆう斗とはすぐに口を開いた。

「守秘義務って、ひよりは、オレにミューテストのこと教えたじゃねぇか。ちょっとくらい破ってもいいんだろ？」

「ミューテストの情報を伝えたのは、悠斗がスペードを目撃したあとだったからな。確かに、守秘義務違反にあたる行為だったことは認めるが、あの場合は、真実を伝えずキミに不信感をもたれるより、問題のない情報なら出したほうが話を進めやすいと判断したからだ。これから先、ことあるごとに局内の情報を外部へ漏らすとなると、また話がべつになってくる。そもそも義務というものは……ぁっ」

　しゃべっていたひよりが、いきなり平たい胸の前でポンと手を叩たたいた。

「ちょっと思いついたんだが……」

　悠斗は、ひよりの次の言葉を待った。

　亜夢が、胸の前で手を組んだ。まるで、だれかへ祈りを捧ささげるように。

　すずめが、なにを思いついたの？　といった感じで右の眉をひょいとあげた。

「ふたりとも、わたしたちといっしょに働かないか？」

　すずめがすぐさま、かたちのいい胸の前でパンッと手を打ち鳴らした。

「なるほど！　そうすれば、守秘義務なんてカンケーなくなるってわけね！　ニョロりにしては名案じゃない」

「悠斗と亜夢くんの能力なら、うるさ型の部長も文句は言えないだろう」

「妖怪ガチガチンがいたかぁ。ん～、まあ、なんとかなるでしょ」

「あ、あたし、がんばって働きますっ！」

　亜夢が、ピッと右手をあげた。指先まで真まっ直すぐに伸ばしている。

　妹が望む道なら、兄は往いくだけ。

「よっしゃ、初出勤はいつからだ？」

　亜夢が、すかさず悠斗の腕に抱きついてきた。妹のつるつるホッペには、これでもかとキラキラの笑みが貼りついている。

　妹の笑顔を守るため。

　兄はただただ往くだけだ。





あとがき







　前シリーズが終了してから、およそ半年のご無沙汰となります。

　早速ですが「あとがき先読み派」の方々にむけて、ストーリー内容の簡単な説明を。

『主人公である高二男子が、初対面の女子高生から「彼氏にしてやる」と強引に迫られて、彼の妹が怒ってる？』といった流れです。タイトルに偽りナシ！

　続けて、「本をページ順に読む派」の方々にむけて。

　タイトルに偽りナシ……、ですよね？




　前シリーズ同様、イラストは武む藤とう此くり史ひと先生にお願いしました。そのため、挿絵などは「本を開いたとき初めて目にするもの」として、読者と同じ立場でいることができます。

　担当のＫ様も、八〇〇メートル走をやっていた元陸上選手の方なので、タフな精神力とスポーツマン特有の爽さわやかさでボクを支えてくださいます。

　作家は、ひとりじゃ本をつくれません。編集部をはじめ、周囲の助力なくしては書く作業になんの意味も見出せなくなってしまいます。

　読者の皆々様に、この本が愛してもらえますように。そう願わずにはいられません。
















　著者
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　　人間は、虚実の狭間をふわふわ浮遊しています。
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　イラストレーター

　武藤此史（むとう・くりひと）
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